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高蔵寺リ・ニュータウン計画改定新旧対照表 

（旧）高蔵寺リ・ニュータウン計画 （中間案）高蔵寺リ・ニュータウン計画 （最終案）高蔵寺リ・ニュータウン計画 2021-2030 

はじめに 

 

高蔵寺ニュータウンは、平成 30 年にまちびらきから 50 周年を迎える。日

本で最も早い時期に計画的に整備された大規模住宅地であり、日本三大ニ

ュータウンにも数えられるが、50 年を経過する中で、成熟した資産を形成す

る一方、初期の入居者が一斉に高齢期を迎える等の課題が生じつつある。

道路や公園、住宅は老朽化しつつあるものの、緑豊かで広々とした空間が

広がり、居住環境は良好であり、中心部の商業エリアは平日でもにぎわいを

見せている。高齢化の進展に伴い、まちが衰退するシナリオから脱却し、多

様な世代が共に笑顔で暮らす明るい未来を見通すためには、活力が維持さ

れている「いま」こそ、高蔵寺ニュータウンのまちづくりに積極的に取組まな

ければならない。  

このため、高蔵寺リ・ニュータウン計画と題して、山積する課題の分析をも

とに、今後の 10 年間で取組むべきプロジェクト・施策をまとめ、高蔵寺ニュ

ータウンの未来を創造するプランを策定するものである。 

 

はじめに 

 

 高蔵寺ニュータウンは、平成 30（2018）年にまちびらきから 50 周年を迎えた。

日本で最も早い時期に計画的に整備された大規模住宅地であり、日本三大ニ

ュータウンにも数えられるが、50 年を経過する中で、成熟した資産を形成する

一方、初期の入居者が一斉に高齢期を迎える等の課題が生じつつある。道路

や公園、住宅は老朽化しつつあるものの、緑豊かで広々とした空間が広がり、

居住環境は良好であり、中心部の商業エリアは平日でもにぎわいを見せてい

る。高齢化の進展に伴い、まちが衰退するシナリオから脱却し、多様な世代が

共に笑顔で暮らす明るい未来を見通すためには、活力が維持されている「い

ま」こそ、高蔵寺ニュータウンのまちづくりに積極的に取組まなければならない。  

 

このため、平成 28 年に高蔵寺リ・ニュータウン計画と題して、山積する課題

の分析をもとに、今後の 10 年間で取組むべきプロジェクト・施策をまとめ、高蔵

寺ニュータウンの未来を創造するプランを策定した。 

計画策定から５年を経て、グルッポふじとう（多世代交流拠点施設）の整備や

高蔵寺まちづくり株式会社の設立など、計画に基づき実現された施策がある一

方で、新たに生じた課題への対応を含め、さらなる施策の充実を図る必要が生

じている。このため、計画の第１次の改定を行い、令和３（2021）年度を初年度と

して次の 10 年間を見通した「高蔵寺リ・ニュータウン計画」を策定、公表する。 

 

はじめに 

 

 高蔵寺ニュータウンは、2018 年（平成 30 年）にまちびらきから 50 周年を迎え

た。日本で最も早い時期に計画的に整備された大規模住宅地であり、日本三

大ニュータウンにも数えられるが、50 年を経過する中で、成熟した資産を形成

する一方、初期の入居者が一斉に高齢期を迎える等の課題が生じつつある。

道路や公園、住宅は老朽化しつつあるものの、緑豊かで広々とした空間が広が

り、居住環境は良好であり、中心部の商業エリアは平日でもにぎわいを見せて

いる。高齢化の進展に伴い、まちが衰退するシナリオから脱却し、多様な世代

が共に笑顔で暮らす明るい未来を見通すためには、活力が維持されている「い

ま」こそ、高蔵寺ニュータウンのまちづくりに積極的に取組まなければならない。 

 

このため、2016 年（平成 28 年）に高蔵寺リ・ニュータウン計画と題して、山積

する課題の分析をもとに、今後の 10 年間で取組むべきプロジェクト・施策をまと

め、高蔵寺ニュータウンの未来を創造するプランを策定した。 

計画策定から５年を経て、グルッポふじとう（多世代交流拠点施設)の整備や

高蔵寺まちづくり株式会社の設立など、計画に基づき実現された施策がある一

方で、新たに生じた課題への対応を含め、さらなる施策の充実を図る必要が生

じている。このため、計画の第１次の改定を行い、2021 年度（令和３年度）を初

年度として次の 10 年間を見通した「高蔵寺リ・ニュータウン計画」を策定、公表

する。 

 

 

 

１ 高蔵寺ニュータウンの概要                     

高蔵寺ニュータウンは、愛知県春日井市の東部に位置し、702.1ha（市域

の 7.6％）を占めている。ＪＲ中央本線のＪＲ高蔵寺駅が最寄駅であり、ＪＲ名

古屋駅まで快速列車で約 26 分と高いアクセス性を有している。 

現在の独立行政法人都市再生機構（以下「都市再生機構」という。）であ

る日本住宅公団が施行した土地区画整理事業により整備され、昭和 43 年

に入居が始まった。平成 27 年４月１日時点で 45,217 人(市全体の 14.6％)

が居住している。日本の高度成長を支えた最初期の大規模住宅地であり、

千里ニュータウン、多摩ニュータウンとともに、日本三大ニュータウンの１つ

第１章 高蔵寺ニュータウンの概要とこれまでの取り組み 

 

１ 高蔵寺ニュータウンの概要                 

高蔵寺ニュータウンは、愛知県春日井市の東部に位置し、702.1ha（市域の

7.6％）を占めている。ＪＲ中央本線のＪＲ高蔵寺駅が最寄駅であり、ＪＲ名古屋駅

まで快速列車で約 26 分と高いアクセス性を有している。 

現在の独立行政法人都市再生機構（以下「都市再生機構」という。）である日

本住宅公団が施行した土地区画整理事業により整備され、昭和 43(1968)年に

入居が始まった。令和２年４月１日時点で 42,205 人(市全体の 13.6％)が居住し

ている。日本の高度成長を支えた最初期の大規模住宅地であり、千里ニュータ

ウン、多摩ニュータウンとともに、日本三大ニュータウンの１つに数えられる。 

第１章 高蔵寺ニュータウンの概要とこれまでの取り組み 

 

１ 高蔵寺ニュータウンの概要 

高蔵寺ニュータウンは、愛知県春日井市の東部に位置し、702.1ha（市域の

7.6％）を占めている。ＪＲ中央本線のＪＲ高蔵寺駅が最寄駅であり、ＪＲ名古屋駅

まで快速列車で約 26 分と高いアクセス性を有している。 

現在の独立行政法人都市再生機構（以下「都市再生機構」という。）である日

本住宅公団が施行した土地区画整理事業により整備され、1968 年 (昭和 43

年)に入居が始まった。2020 年（令和２年）４月１日時点で 42,205 人(市全体の

13.6％)が居住している。日本の高度成長を支えた最初期の大規模住宅地であ

り、千里ニュータウン、多摩ニュータウンとともに、日本三大ニュータウンの１つに

中間案からの変更箇所に下線 
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に数えられる。 

最初に入居が始まった藤山台地区を始めとした７つの地区と駅前周辺が

土地区画整理事業で整備された区域である。中心部に商業施設を集約し

たワンセンター方式が特徴であり、センター周辺に都市再生機構の賃貸住

宅、分譲集合住宅が立地し、その周辺を戸建住宅のエリアが囲んでいる。

谷筋に整備された緑豊かな幅の広い幹線道路と尾根筋に並び建つ団地の

風景が高蔵寺ニュータウンの独特の景観を形成している。 

 

２ 歴史とこれまでの取組                       

（１） 開発の背景と経緯 

高蔵寺ニュータウンは、日本住宅公団が実施した最初のニュータウン開

発であり、土地区画整理事業としては中部圏最大の規模である。 

当時、名古屋都市圏に流入し、増大する人口に対応するため、高蔵寺ニ

ュータウンの開発は行われた。立地場所としてこの地区が選定された理由と

して、ＪＲ中央本線及び愛知用水に近接していること、比較的なだらかな丘

陵地がまとまって存在していたこと、国有地や県有地が比較的多かったこと

等が挙げられる。 

開発地域はほとんどが山林・原野であったが、10％程度の農地が含まれ

ていた。高森池、石尾池等のため池の名前が現在の町名として残されてい

る。 

昭和 35 年に開発が決定し、開発事業は 41 年から 56 年にかけて行わ

れ、最初の入居は 43 年である。平成 7 年に人口はピークに達し、52,000 人

を超えたが、以後、減少傾向に転じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 春日井市の取組 

21 世紀に入る頃、初期に開発されたニュータウンでは入居開始から約 40

 

最初に入居が始まった藤山台地区を始めとした７つの地区と駅前周辺が土

地区画整理事業で整備された区域である。中心部に商業施設を集約したワン

センター方式が特徴であり、センター周辺に都市再生機構の賃貸住宅、分譲

集合住宅が立地し、その周辺を戸建住宅のエリアが囲んでいる。谷筋に整備さ

れた緑豊かな幅の広い幹線道路と尾根筋に並び建つ団地の風景が高蔵寺ニ

ュータウンの独特の景観を形成している。 

 

２ 高蔵寺ニュータウン計画と開発以降の歴史 

 

高蔵寺ニュータウンは、日本住宅公団が実施した最初のニュータウン開発で

あり、土地区画整理事業としては中部圏最大の規模である。 

当時、名古屋都市圏に流入し、増大する人口に対応するため、高蔵寺ニュ

ータウンの開発は行われた。立地場所としてこの地区が選定された理由として、

ＪＲ中央本線及び愛知用水に近接していること、比較的なだらかな丘陵地がまと

まって存在していたこと、国有地や県有地が比較的多かったこと等が挙げられ

る。 

開発地域はほとんどが山林・原野であったが、10％程度の農地が含まれてい

た。高森池、石尾池等のため池の名前が現在の町名として残されている。 

 

昭和 35(1960)年に開発が決定し、昭和 31 年から 33 年にかけて、マスター

プランとなる「高蔵寺ニュータウン計画」が策定された。この計画の策定にあたっ

ては、当時の都市計画の研究者と日本住宅公団職員の精鋭が特別にプロジェ

クトチームを編成して取り組み、ワンセンター方式、オープンコミュニティなどの

先端的な計画思想が盛り込まれた。開発事業は昭和 41 年から 56 年にかけて

行われ、最初の入居は昭和 43 年であった。先駆的なマスタープランのすべて

が完全に実現することはなかったが、ワンセンター、幹線道路の骨格、住棟の

配置などにマスタープランの反映を見ることができる。平成 7(1995)年に人口は

ピークに達し、52,000 人を超えたが、以後、減少傾向に転じた。 

 

 

３ 高蔵寺リ・ニュータウン計画成立までの経緯 

（１） 春日井市の取組 

21 世紀に入る頃、初期に開発されたニュータウンでは入居開始から約 40 年

数えられる。 

最初に入居が始まった藤山台地区を始めとした７つの地区と駅前周辺が土

地区画整理事業で整備された区域である。中心部に商業施設を集約したワン

センター方式が特徴であり、センター周辺に都市再生機構の賃貸住宅、分譲

集合住宅が立地し、その周辺を戸建住宅のエリアが囲んでいる。谷筋に整備さ

れた緑豊かな幅の広い幹線道路と尾根筋に並び建つ団地の風景が高蔵寺ニ

ュータウンの独特の景観を形成している。 

 

２ 高蔵寺ニュータウン計画と開発以降の歴史 

 

高蔵寺ニュータウンは、日本住宅公団が実施した最初のニュータウン開発で

あり、土地区画整理事業としては中部圏最大の規模である。 

当時、名古屋都市圏に流入し、増大する人口に対応するため、高蔵寺ニュ

ータウンの開発は行われた。立地場所としてこの地区が選定された理由として、

ＪＲ中央本線及び愛知用水に近接していること、比較的なだらかな丘陵地がまと

まって存在していたこと、国有地や県有地が比較的多かったこと等が挙げられ

る。 

開発地域はほとんどが山林・原野であったが、10％程度の農地が含まれてい

た。高森池、石尾池等のため池の名前が現在の町名として残されている。 

 

1960 年（昭和 35 年）に開発が決定し、1961 年（昭和 36 年）から 1964 年（昭

和 39 年）にかけて、マスタープランとなる「高蔵寺ニュータウン計画」が策定され

た。この計画の策定にあたっては、当時の都市計画の研究者と日本住宅公団

職員の精鋭が特別にプロジェクトチームを編成して取り組み、ワンセンター方

式、オープンコミュニティなどの先端的な計画思想が盛り込まれた。開発事業は

1966 年（昭和 41 年）から 1981 年（昭和 56 年）にかけて行われ、最初の入居は

1968 年（昭和 43 年）であった。先駆的なマスタープランのすべてが完全に実

現することはなかったが、ワンセンター、幹線道路の骨格、住棟の配置などにマ

スタープランの反映を見ることができる。1995 年（平成７年）に人口はピークに達

し、52,000 人を超えたが、以後、減少傾向に転じた。 

 

３ 高蔵寺リ・ニュータウン計画成立までの経緯 

（１） 春日井市の取組 

21 世紀に入る頃、初期に開発されたニュータウンでは入居開始から約 40 年
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年が経過しつつあり、初期の入居者が一斉に高齢化する等、全国的にニュ

ータウンが抱える課題について議論されるようになった。人口減少、少子高

齢化、身近な商業機能の衰退、全体的な活力の低下等が典型的な現象で

ある。 

高蔵寺ニュータウンにおいても、平成 19 年に市、愛知県、都市再生機構

中部支社、高蔵寺ニュータウンセンター開発株式会社を構成員とする「高蔵

寺ニュータウン活性化施策検討会」を設置し、議論を始めた。平成 19 年に

「高蔵寺ニュータウン話そう会」、21 年に「ニュータウンミーティング」を開催

し、地域住民の意見の集約、反映を図る取組も行ってきた。この時の議論を

踏まえ、子育て支援拠点「東部子育てセンター」、市民団体の活動拠点「東

部ほっとステーション」を開設し、まちのガイドブック「まちなび」を発行した。 

 

これらの取組に先行して、平成 13 年に中央台小学校の余裕教室を活用

し、地域におけるさまざまな活動の拠点としている。 

高蔵寺ニュータウンの総合的なまちづくりに向けて、本格的な取組が始ま

った契機は、平成 25 年の藤山台地区における小学校統合である。平成 25

年以降、高蔵寺ニュータウンを専門に担当する市政アドバイザーの設置、ま

ち語りサロンの開催、市と都市再生機構中部支社のまちづくり支援のための

覚書の締結、公民連携による空き家流通促進のためのプロジェクト、住民参

加型の※インフラ修繕活動「緑のクリーンプロジェクト」等の施策を集中的に

展開している。平成 28 年には新たな藤山台小学校が地域に開かれた学校

として開校することになっており、旧小学校施設についても、多世代交流拠

点として整備するための準備を進めている。 

 

（３） 諸機関・団体の取組 

高蔵寺ニュータウンでは、入居開始から 45 年を超える歴史の中で、地縁

団体、市民団体、民間企業等による多様な活動が行われており、※ソーシャ

ルキャピタルが充実してきている。 

 

センター地区の商業施設等の運営・管理を行う高蔵寺ニュータウンセンタ

ー開発株式会社は、高蔵寺ニュータウン内を循環するバス（２ルート）を平成

18 年から運行しており、年間 150,000 人程度が利用する重要な日常生活の

足を提供しているほか、ＮＰＯ団体等と連携し、高蔵寺ニュータウン全体の

お祭りとして「高蔵寺きてみん祭」を 21 年から実施している。 

が経過しつつあり、初期の入居者が一斉に高齢化する等、全国的にニュータウ

ンが抱える課題について議論されるようになった。人口減少、少子高齢化、身

近な商業機能の衰退、全体的な活力の低下等が典型的な現象である。 

 

高蔵寺ニュータウンにおいても、平成 19(2007)年に市、愛知県、都市再生機

構中部支社、高蔵寺ニュータウンセンター開発株式会社を構成員とする「高蔵

寺ニュータウン活性化施策検討会」を設置し、議論を始めた。市でも平成 19 年

に「高蔵寺ニュータウン話そう会」、21 年に「ニュータウンミーティング」を開催

し、地域住民の意見の集約、反映を図る取組も行ってきた。この時の議論を踏

まえ、子育て支援拠点「東部子育てセンター」、市民団体の活動拠点「東部ほっ

とステーション」を開設し、まちのガイドブック「まちなび」を発行した。 

 

これらの取組に先行して、平成 13 年には、中央台小学校の余裕教室を活用

し、地域におけるさまざまな活動の拠点としていた。 

高蔵寺ニュータウンの総合的なまちづくりに向けて、本格的な取組が始まっ

た契機は、平成 25 年の藤山台地区における小学校統合である。平成 25 年以

降、高蔵寺ニュータウンを専門に担当する市政アドバイザーの設置、まち語りサ

ロンの開催、市と都市再生機構中部支社のまちづくり支援のための覚書の締

結、公民連携による空き家流通促進のためのプロジェクト、住民参加型の※イン

フラ修繕活動「緑のクリーンプロジェクト」等の施策を集中的に展開してきた。平

成 28 年には新たな藤山台小学校が地域に開かれた学校として開校し、高蔵

寺ニュータウンの総合的なまちづくりの計画として、「高蔵寺リ・ニュータウン計

画」が策定された。 

 

（２） 諸機関・団体の取組 

高蔵寺リ・ニュータウン計画の策定時までに、高蔵寺ニュータウンでは、入居

開始から 45 年を超える歴史の中で、地縁団体、市民団体、民間企業等による

多様な活動が行われてきており、充実した※ソーシャルキャピタルが形成されて

いた。 

センター地区の商業施設等の運営・管理を行う高蔵寺ニュータウンセンター

開発株式会社は、高蔵寺ニュータウン内を循環するバス（２ルート）の運行を平

成 18 年から開始しており、年間 150,000 人程度が利用する重要な日常生活の

足を提供するほか、ＮＰＯ団体等と連携し、高蔵寺ニュータウン全体のお祭りと

して「高蔵寺きてみん祭」を 21 年から運営してきた。 

が経過しつつあり、初期の入居者が一斉に高齢化する等、全国的にニュータウ

ンが抱える課題について議論されるようになった。人口減少、少子高齢化、身

近な商業機能の衰退、全体的な活力の低下等が典型的な現象である。 

 

高蔵寺ニュータウンにおいても、2007 年（平成 19 年）に市、愛知県、都市再

生機構中部支社、高蔵寺ニュータウンセンター開発株式会社を構成員とする

「高蔵寺ニュータウン活性化施策検討会」を設置し、議論を始めた。市でも

2007 年に「高蔵寺ニュータウン話そう会」、2009 年（平成 21 年）に「ニュータウ

ンミーティング」を開催し、地域住民の意見の集約、反映を図る取組も行ってき

た。この時の議論を踏まえ、子育て支援拠点「東部子育てセンター」、市民団体

の活動拠点「東部ほっとステーション」を開設し、まちのガイドブック「まちなび」

を発行した。 

これらの取組に先行して、2001 年（平成 13 年）には、中央台小学校の余裕

教室を活用し、地域におけるさまざまな活動の拠点としていた。 

高蔵寺ニュータウンの総合的なまちづくりに向けて、本格的な取組が始まっ

た契機は、2013 年（平成 25 年）の藤山台地区における小学校統合である。

2013 年以降、高蔵寺ニュータウンを専門に担当する市政アドバイザーの設置、

まち語りサロンの開催、市と都市再生機構中部支社のまちづくり支援のための

覚書の締結、公民連携による空き家流通促進のためのプロジェクト、住民参加

型の※インフラ修繕活動「緑のクリーンプロジェクト」等の施策を集中的に展開し

てきた。2016 年（平成 28 年）には新たな藤山台小学校が地域に開かれた学校

として開校し、高蔵寺ニュータウンの総合的なまちづくりの計画として、「高蔵寺

リ・ニュータウン計画」が策定された。 

 

（２） 諸機関・団体の取組 

高蔵寺リ・ニュータウン計画の策定時までに、高蔵寺ニュータウンでは、入居

開始から 45 年を超える歴史の中で、地縁団体、市民団体、民間企業等による

多様な活動が行われてきており、充実した※ソーシャルキャピタルが形成されて

いた。 

センター地区の商業施設等の運営・管理を行う高蔵寺ニュータウンセンター

開発株式会社は、高蔵寺ニュータウン内を循環するバス（２ルート）の運行を

2006 年（平成 18 年）から開始しており、年間 150,000 人程度が利用する重要な

日常生活の足を提供するほか、ＮＰＯ団体等と連携し、高蔵寺ニュータウン全

体のお祭りとして「高蔵寺きてみん祭」を 2009 年から運営してきた。 
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高蔵寺ニュータウン近くに立地する中部大学は、文部科学省の「地（知）

の拠点整備事業」に採択され、平成 25 年から高齢者宅への学生のホーム

ステイや都市再生機構賃貸住宅等に学生が入居し、住民との交流の深める

取組を始めとした高蔵寺ニュータウンの活性化に向けた取組を行っている。 

都市再生機構は、居住ニーズの多様化に対応するため、ペット共生住

宅、※ＤＩＹ住宅、学会・学生と連携した賃貸住宅の※リノベーション等を試み

ている。 

買い物弱者対策として、春日井市観光コンベンション協会による移動販

売事業が、平成 27 年から藤山台地区、石尾台地区で実施されており、28

年１月からは、高森台地区の一部でも開始された。 

東部ほっとステーションで活動している 10 団体を始め、多くの市民団体

が、まちづくりや福祉等のさまざまな分野で活動を展開している。 

高蔵寺ニュータウンにおける町内会・自治会への加入率は 88.9％であ

り、地区推進協議会、地区社会福祉協議会等の多様な地縁団体が活発な

活動を展開している。 

 

表１ これまでの主要な出来事 

年 出来事 

昭和35年 

 43年 

  51年 

  56年 

平成７年 

  18年 

  25 年 

日本住宅公団が高蔵寺地区でのニュータウン開発を決定 

藤山台地区で入居開始 

ショッピングセンター「サンマルシェ」が開店 

土地区画整理事業の完了 

人口がピークとなる（52,261 人） 

サンマルシェ循環バスの運行開始 

藤山台地区の小学校が統合 

 

 
 

 

高蔵寺ニュータウン近くに立地する中部大学は、文部科学省の「地（知）の拠

点整備事業」に採択され、平成 25 年から都市再生機構賃貸住宅等に学生が

入居し、住民との交流を深める取組を始めとし、高蔵寺ニュータウンの活性化に

向けた取組を推進してきた。 

都市再生機構は、居住ニーズの多様化に対応するため、ペット共生住宅、※

ＤＩＹ住宅、学会・学生と連携した賃貸住宅の※リノベーション等を試みてきた。 

 

買い物弱者対策として、春日井市観光コンベンション協会による移動販売事

業が、平成 27 年から藤山台地区、石尾台地区で実施されており、28 年１月か

らは、高森台地区の一部でも開始された。 

東部ほっとステーションで活動している 10 団体を始め、多くの市民団体が、

まちづくりや福祉等のさまざまな分野で活動を展開してきた。 

高蔵寺ニュータウンにおける町内会・自治会への加入率は 83.9％であり、地

区推進協議会、地区社会福祉協議会等の多様な地縁団体が活発な活動を展

開してきた。 

 

表１ 高蔵寺リ・ニュータウン計画策定までの主要な出来事 

年 出来事 

昭和35年  

43年 

  51年 

  56年 

平成７年 

  18年 

  25年 

28 年 

日本住宅公団が高蔵寺地区でのニュータウン開発を決定 

藤山台地区で入居開始 

ショッピングセンター「サンマルシェ」が開店 

土地区画整理事業の完了 

人口がピークとなる（52,261 人） 

サンマルシェ循環バスの運行開始 

藤山台地区の小学校が統合 

高蔵寺リ・ニュータウン計画を策定 

新たな藤山台小学校が開校 
 

 

高蔵寺ニュータウン近くに立地する中部大学は、文部科学省の「地（知）の拠

点整備事業」に採択され、2013 年から都市再生機構賃貸住宅等に学生が入居

し、住民との交流を深める取組を始めとし、高蔵寺ニュータウンの活性化に向け

た取組を推進してきた。 

都市再生機構は、居住ニーズの多様化に対応するため、ペット共生住宅、※

ＤＩＹ住宅、学会・学生と連携した賃貸住宅の※リノベーション等を試みてきた。 

 

買い物弱者対策として、春日井市観光コンベンション協会による移動販売事

業が、2015 年（平成 27 年）から藤山台地区、石尾台地区で実施されており、

2016 年１月からは、高森台地区の一部でも開始された。 

東部ほっとステーションで活動している 10 団体を始め、多くの市民団体が、

まちづくりや福祉等のさまざまな分野で活動を展開してきた。 

高蔵寺ニュータウンにおける町内会・自治会への加入率は 83.9％であり、地

区推進協議会、地区社会福祉協議会等の多様な地縁団体が活発な活動を展

開してきた。 

 

表１ 高蔵寺リ・ニュータウン計画策定までの主要な出来事 

年 出来事 

1960年 

1968年 

 1976年 

 1981年

1995年 

 2006年 

 2013 年 

2016 年 

日本住宅公団が高蔵寺地区でのニュータウン開発を決定 

藤山台地区で入居開始 

ショッピングセンター「サンマルシェ」が開店 

土地区画整理事業の完了 

人口がピークとなる（52,261 人） 

サンマルシェ循環バスの運行開始 

藤山台地区の小学校が統合 

高蔵寺リ・ニュータウン計画を策定 

新たな藤山台小学校が開校 
 

 ４ 高蔵寺リ・ニュータウン計画に基づく取組と評価 

高蔵寺リ・ニュータウン計画に基づく成果目標を達成するため、先導的な主

要プロジェクト及び課題に応じた主要な施策について、これまで様々な取組を

進めてきた。 

これらの成果目標の達成状況や取組の実施状況については、有識者等によ

る「高蔵寺リ・ニュータウン推進会議」において、評価・検証を受けて進めてき

４ 高蔵寺リ・ニュータウン計画に基づく取組と評価 

高蔵寺リ・ニュータウン計画に基づく成果目標を達成するため、先導的な主

要プロジェクト及び課題に応じた主要な施策について、これまで様々な取組を

進めてきた。 

これらの成果目標の達成状況や取組の実施状況については、有識者等によ

る「高蔵寺リ・ニュータウン推進会議」において、評価・検証を受けて進めてき
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た。 

取組による成果目標への効果及び取組の進捗状況について、次のとおり、

令和２年 10 月現在の評価を行った。 

 

（１） 人口・世帯の目標 

ア 人口 

【数値の推移】 

令和７年の目標値 48,000 人に対し、平成 27 年４月１日の基準値 45,217 人

は以後減少を続け、令和２年４月１日には 42,205 人となっている。 

 

【評価（効果）】 

 取組は実施中であり、その効果はまだ表れていない。 

なお、減少の主な要因として、通勤、通学等を契機とした社会減や都市再生

機構の団地再生事業という特殊要因があった。 

イ 子育て世帯（18 歳未満の子どもがいる世帯）の割合 

【数値の推移】 

令和７年の目標値 25.0％に対し、平成 27 年４月１日の基準値 19.7％は以

後減少を続け、令和２年４月１日には 16.5％となっている。 

【評価（効果）】 

 人口と同様、取組は実施中であり、その効果はまだ表れていない。 

なお、減少の主な要因として、通勤、通学等を契機とした社会減、都市再生

機構の団地再生事業という特殊要因があった。 

 

（２） 成果指標（分野） 

ア 戸建住宅の空き家率（住宅流通） 

【数値の推移】 

令和７年度の目標値 3.2％以下に対し、平成 26 年度の基準値 3.2％は、平

成 29 年度には 2.9％、令和２年度には 2.6％に減少している。 

 

【評価（効果）】 

 取組の効果があり、新規居住、更地化を伴う新築等により流動化が進んでお

り、空き家の総数としては、新たに発生する空き家があり、大きな変化はない

が、取組の効果により空き家増加を抑止している。 

イ 公共交通の人口カバー率（交通） 

た。 

取組による成果目標への効果及び取組の進捗状況について、次のとおり、

2020 年（令和２年）10 月現在の評価を行った。 

 

（１） 人口・世帯の目標 

ア 人口 

【数値の推移】 

2025 年（令和７年）の目標値 48,000 人に対し、2015 年（平成 27 年）４月１日

の基準値 45,217 人は以後減少を続け、2020 年４月１日には 42,205 人となって

いる。 

【評価（効果）】 

取組は実施中であり、その効果はまだ表れていない。 

なお、減少の主な要因として、通勤、通学等を契機とした社会減や都市再生

機構の団地再生事業という特殊要因があった。 

イ 子育て世帯（18 歳未満の子どもがいる世帯）の割合 

【数値の推移】 

2025 年の目標値 25.0％に対し、2015 年４月１日の基準値 19.7％は以後減

少を続け、2020 年４月１日には 16.5％となっている。 

【評価（効果）】 

人口と同様、取組は実施中であり、その効果はまだ表れていない。 

なお、減少の主な要因として、通勤、通学等を契機とした社会減、都市再生

機構の団地再生事業という特殊要因があった。 

 

（２） 成果指標（分野） 

ア 戸建住宅の空き家率（住宅流通） 

【数値の推移】 

2025 年度の目標値 3.2％以下に対し、2014 年度（平成 26 年度）の基準値

3.2％は、2017 年度（平成 29 年度）には 2.9％、2020 年度には 2.8％に減少し

ている。 

【評価（効果）】 

取組の効果があり、新規居住、更地化を伴う新築等により流動化が進んでお

り、空き家の総数としては、新たに発生する空き家があり、大きな変化はない

が、取組の効果により空き家増加を抑止している。 

イ 公共交通の人口カバー率（交通） 
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【数値の推移】 

令和７年度の目標値 85％に対し、平成 27 年度の基準値 76.2％は、平成 30

年度までは変化がなく、令和元年度には 77.3％になっている。 

 

【評価（効果）】 

 令和元年度は、バス停が１か所できたことにより増加したが、デマンド交通が

実現できていないため、取組の効果は発生していない。 

ウ 要介護等認定率（地域包括ケア） 

【数値の推移】 

令和７年度の目標値 21％以下に対し、平成 27 年度の基準値 12.2％は以後

増加を続け、令和２年度は 15.2％となっている。 

【評価（効果）】 

 高齢化率の増加と関連し、要介護等認定率も増加を続けているが、取組の効

果があり、大幅な増加を抑止している。 

エ 長寿命化対策を実施した公園数（既存資産（ストック）の活用） 

【数値の推移】 

令和７年度の目標値 15 公園に対し、平成 26 年度の基準値７公園は、令和

元年度は 15 公園となっている。 

【評価（効果）】 

 取組の効果があり、目標値を上回る実績がある。 

オ 高蔵寺駅の１日平均乗降客数（広域連携） 

【数値の推移】 

令和７年度の目標値 51,000 人に対し、平成 26 年度の基準値 50,033 人は、

平成 29 年度以降 51,000 人を上回り、令和元年度は 51,935 人となっている。 

【評価（効果）】 

 取組の効果があり、平成 29 年度以降、目標値を上回る数値で推移している。 

カ ホームページ年間アクセス件数（情報発信） 

【数値の推移】 

令和７年度の目標値 30,000 件に対し、平成 26 年度の基準値 6,851 件は、

平成 29 年度以降 30,000 件を上回り、令和元年度は 165,935 件となっている。 

【評価（効果）】 

 取組の効果があり、平成 29 年度以降、目標値を大幅に上回る数値で推移し

ている。 

 

【数値の推移】 

2025 年度の目標値 85％に対し、2015 年度の基準値 76.2％は、2018 年度

（平成 30 年度）までは変化がなく、2019 年度（令和元年度）には 77.3％になっ

ている。 

【評価（効果）】 

2019 年度は、バス停が１か所できたことにより増加したが、デマンド交通が実

現できていないため、取組の効果は発生していない。 

ウ 要介護等認定率（地域包括ケア） 

【数値の推移】 

2025 年度の目標値 21％以下に対し、2015 年度の基準値 12.2％は以後増

加を続け、2020 年度は 15.2％となっている。 

【評価（効果）】 

高齢化率の増加と関連し、要介護等認定率も増加を続けているが、取組の

効果があり、大幅な増加を抑止している。 

エ 長寿命化対策を実施した公園数（既存資産（ストック）の活用） 

【数値の推移】 

2025 年度の目標値 15 公園に対し、2014 年度の基準値７公園は、2019 年

度は 15 公園となっている。 

【評価（効果）】 

取組の効果があり、目標値を上回る実績がある。 

オ 高蔵寺駅の１日平均乗降客数（広域連携） 

【数値の推移】 

2025 年度の目標値 51,000 人に対し、2014 年度の基準値 50,033 人は、

2017 年度以降 51,000 人を上回り、2019 年度は 51,935 人となっている。 

【評価（効果）】 

取組の効果があり、2017 年度以降、目標値を上回る数値で推移している。 

カ ホームページ年間アクセス件数（情報発信） 

【数値の推移】 

2025 年度の目標値 30,000 件に対し、2014 年度の基準値 6,851 件は、2017

年度以降 30,000 件を上回り、2019 年度は 165,935 件となっている。 

【評価（効果）】 

取組の効果があり、2017 年度以降、目標値を大幅に上回る数値で推移して

いる。 
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（旧）高蔵寺リ・ニュータウン計画 （中間案）高蔵寺リ・ニュータウン計画 （最終案）高蔵寺リ・ニュータウン計画 2021-2030 

（3） 先導的な主要プロジェクト 

ア 先行プロジェクト 

（ア） 旧小学校施設（旧藤山台東小学校）を活用した多世代交流拠点の整備 

【取組の進捗状況】 

東部市民センター図書室を移転拡充した図書館、新規設置した児童館及び

コミュニティカフェ、区域割再編に伴い新規設置した地域包括支援センター等

の複合機能を有する多世代交流拠点施設「春日井市高蔵寺まなびと交流セン

ター（愛称：グルッポふじとう）（以下「グルッポふじとう」という。）」を平成 30 年４

月に開所した。 

また、センター地区や隣接する中学校、高校と一体となった「まなびと交流の

センター」としては、烏洞公園への保育園移転整備は別地建替えにより実現し

なかったが、グルッポふじとう周辺の歩道拡幅等による交通環境の改善行った。 

 

【評価】 

予定どおり全ての取組を完了した。 

【今後の方向性】 

 取組は完了したため継続しない。 

 

（イ） 民間活力を導入したＪＲ高蔵寺駅周辺の再整備 

【取組の進捗状況】 

北口周辺整備では、住民アンケート調査、駅前交通量調査、民間事業者ヒア

リング、交通事業者、公安委員会等の関係者協議、地元関係者勉強会等の基

礎調査を終え、その成果に基づき、公共用地での賑わい空間の創出及び交通

機能の改善を図りながら、民有地への高度利用の誘導を図るための方策の検

討を進めることとし、公共用地における基本設計を行っている。 

地下道では、賑わい実証事業「歌う！高蔵寺マーケット」を継続的に開催し、

新たな商業事業者の発掘、集客を行うことによる賑わい創出などを行っており、

南口駅前広場とともにデザイン検討及び実施設計を行っている。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、誘導事業、事業主体などの具体化に向けた検討を進め、基本設

計及び実施設計を経て整備工事を進めていく。 

 

（３） 先導的な主要プロジェクト 

ア 先行プロジェクト 

（ア） 旧小学校施設（旧藤山台東小学校）を活用した多世代交流拠点の整備 

【取組の進捗状況】 

東部市民センター図書室を移転拡充した図書館、新規設置した児童館及び

コミュニティカフェ、区域割再編に伴い新規設置した地域包括支援センター等

の複合機能を有する多世代交流拠点施設「春日井市高蔵寺まなびと交流セン

ター（愛称：グルッポふじとう）（以下「グルッポふじとう」という。）」を 2018 年４月に

開所した。 

また、センター地区や隣接する中学校、高校と一体となった「まなびと交流の

センター」としては、烏洞公園への保育園移転整備は別地建替えにより実現し

なかったが、グルッポふじとう周辺の歩道拡幅等による交通環境の改善を行っ

た。 

【評価】 

予定どおり全ての取組を完了した。 

【今後の方向性】 

取組は完了したため継続しない。 

 

（イ） 民間活力を導入した JR 高蔵寺駅周辺の再整備 

【取組の進捗状況】 

北口周辺整備では、住民アンケート調査、駅前交通量調査、民間事業者ヒア

リング、交通事業者、公安委員会等の関係者協議、地元関係者勉強会等の基

礎調査を終え、その成果に基づき、公共用地での賑わい空間の創出及び交通

機能の改善を図りながら、民有地への高度利用の誘導を図るための方策の検

討を進めることとし、公共用地における基本設計を行っている。 

地下道では、賑わい実証事業「歌う！高蔵寺マーケット」を継続的に開催し、

新たな商業事業者の発掘、集客を行うことによる賑わい創出などを行っており、

南口駅前広場とともにデザイン検討及び実施設計を行っている。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、誘導事業、事業主体などの具体化に向けた検討を進め、基本設

計及び実施設計を経て整備工事を進めていく。 
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（旧）高蔵寺リ・ニュータウン計画 （中間案）高蔵寺リ・ニュータウン計画 （最終案）高蔵寺リ・ニュータウン計画 2021-2030 

（ウ） 旧西藤山台小学校施設への生活利便施設の誘致 

【取組の進捗状況】 

 既存建物の利活用検討、地域住民との意見交換、民間事業者ヒアリング等を

進め、体育館を存置した避難所や投票所機能の確保、運動場・旧校舎エリアに

おける土地の定期借地による生活利便施設の誘導を行うことを決定し、民間活

力を誘導するための民間事業者公募に向けた条件整理等の検討を行ってい

る。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、民間事業者公募に向けた検討を行い、地域住民の利便性の高い

暮らしを送ることができ、新たな居住者を呼び込むことにもつながる西のサブセ

ンターとして、生活利便施設の整備を進めていく。 

 

イ 展開プロジェクト 

（ア） 交通拠点をつなぐ快適移動ネットワークの構築 

【取組の進捗状況】 

 主要交通拠点である高蔵寺駅及び西のサブ交通拠点「旧西藤山台小学校施

設周辺」は、先行プロジェクトを実施する中で検討を進めている。 

東のサブ交通拠点「ナフコ石尾台店周辺」をモデルとしたラストマイル型自動

運転移動サービス及びデマンド乗合いタクシーといった新たなモビリティサービ

スの社会実装を目指した産学官による実証実験を行っている。 

主要交通拠点であるセンター地区は、具体的な検討の着手には至っていな

い。 

高蔵寺ニュータウン全体の交通ネットワークの構築にあたっては、具体的な

検討の着手には至っていない。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、個々の交通拠点の検討を進め、既存バス、タクシー等の交通事業

者と連携しながら、交通拠点を核とした将来に渡り持続可能な交通サービスの

定着を図るための検討を進めるとともに、ラストマイル型自動運転移動サービス

及びデマンド乗合いタクシーといった新たなモビリティサービスの社会実装を目

指して検討を進めていく。 

（ウ） 旧西藤山台小学校施設への生活利便施設の誘致 

【取組の進捗状況】 

既存建物の利活用検討、地域住民との意見交換、民間事業者ヒアリング等を

進め、体育館を存置した避難所や投票所機能の確保、運動場・旧校舎エリアに

おける土地の定期借地による生活利便施設の誘導を行うことを決定し、民間活

力を誘導するための民間事業者公募に向けた条件整理等の検討を行ってい

る。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、民間事業者公募に向けた検討を行い、地域住民の利便性の高い

暮らしを送ることができ、新たな居住者を呼び込むことにもつながる西のサブセ

ンターとして、生活利便施設の整備を進めていく。 

  

イ 展開プロジェクト 

（ア） 交通拠点をつなぐ快適移動ネットワークの構築 

【取組の進捗状況】 

主要交通拠点である高蔵寺駅及び西のサブ交通拠点「旧西藤山台小学校

施設周辺」は、先行プロジェクトを実施する中で検討を進めている。 

東のサブ交通拠点「ナフコ石尾台店周辺」をモデルとしたラストマイル型自動

運転移動サービス及びデマンド乗合いタクシーといった新たなモビリティサービ

スの社会実装を目指した産学官による実証実験を行っている。 

主要交通拠点であるセンター地区は、具体的な検討の着手には至っていな

い。 

高蔵寺ニュータウン全体の交通ネットワークの構築にあたっては、具体的な

検討の着手には至っていない。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、個々の交通拠点の検討を進め、既存バス、タクシー等の交通事業

者と連携しながら、交通拠点を核とした将来に渡り持続可能な交通サービスの

定着を図るための検討を進めるとともに、ラストマイル型自動運転移動サービス

及びデマンド乗合いタクシーといった新たなモビリティサービスの社会実装を目

指して検討を進めていく。 
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（旧）高蔵寺リ・ニュータウン計画 （中間案）高蔵寺リ・ニュータウン計画 （最終案）高蔵寺リ・ニュータウン計画 2021-2030 

（イ） センター地区の商業空間の魅力向上と公共サービスの充実 

【取組の進捗状況】 

高蔵寺ニュータウン全体から見たセンター地区の将来像をテーマとして、「ま

ちづくり・都市デザイン競技」を実施し、全国から 33 点の応募があり、貴重な基

礎資料を得た。 

東部市民センターでは、グルッポふじとうへ移転拡充した旧図書室の跡地

に、音楽、軽運動等の新たな市民サービス空間を創出した。 

交通結節機能を高めるためのバスターミナルや交通プラットフォーム、回遊

性を高めるトランジットモール等の整備については、具体的な検討の着手には

至っていない。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、センター地区の関連企業と連携しながら、将来に渡り持続可能な

センター地区となるよう取組を進めていく。 

（ウ） スマートウェルネスを目指した団地再生の推進 

【取組の進捗状況】 

都市再生機構による高森台団地再生事業が段階的に進んでおり、第１期事

業区域の居住者の退去が終了し、対象住棟の解体工事が行われている。 

第２期事業区域は居住者の退去が始まっている。 

事業対象の約 1,100 戸の解体に伴い生まれる約 9.8ha の用地活用について

都市再生機構と意見交換を進めており、健康、医療、福祉等の事業誘致や新

規戸建て住宅整備などが具体化しつつある。 

県有地では、未整備区画について愛知県が引き続き福祉施設の公募を実施

している。 

高森山公園では、ワークショップを開催し、健康づくりや住民参加による維持

管理体制を考えながら将来像を描いた未来プラン構想を策定した。 

これらの基礎資料に基づき、高森台地区におけるスマートウェルネスモデル

のあり方の検討を進めている。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、都市再生機構と連携し、高森台地区でモデルを形成し、高蔵寺ニ

ュータウン全体が多様な居住者のニーズを満たすスマートウェルネスモデル住

（イ） センター地区の商業空間の魅力向上と公共サービスの充実 

【取組の進捗状況】 

高蔵寺ニュータウン全体から見たセンター地区の将来像をテーマとして、「ま

ちづくり・都市デザイン競技」を実施し、全国から 33 点の応募があり、貴重な基

礎資料を得た。 

東部市民センターでは、グルッポふじとうへ移転拡充した旧図書室の跡地

に、音楽、軽運動等の新たな市民サービス空間を創出した。 

交通結節機能を高めるためのバスターミナルや交通プラットフォーム、回遊

性を高めるトランジットモール等の整備については、具体的な検討の着手には

至っていない。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、センター地区の関連企業と連携しながら、将来に渡り持続可能な

センター地区となるよう取組を進めていく。 

（ウ） スマートウェルネスを目指した団地再生の推進 

【取組の進捗状況】 

都市再生機構による高森台団地再生事業が段階的に進んでおり、第１期事

業区域の居住者の退去が終了し、対象住棟の解体工事が行われている。 

第２期事業区域は居住者の退去が始まっている。 

事業対象の約 1,100 戸の解体に伴い生まれる約 9.8ha の用地活用について

都市再生機構と意見交換を進めており、健康、医療、福祉等の事業誘致や新

規戸建て住宅整備などが具体化しつつある。 

県有地では、未整備区画について愛知県が引き続き福祉施設の公募を実施

している。 

高森山公園では、ワークショップを開催し、健康づくりや住民参加による維持

管理体制を考えながら将来像を描いた未来プラン構想を策定した。 

これらの基礎資料に基づき、高森台地区におけるスマートウェルネスモデル

のあり方の検討を進めている。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、都市再生機構と連携し、高森台地区でモデルを形成し、高蔵寺ニ

ュータウン全体が多様な居住者のニーズを満たすスマートウェルネスモデル住
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（旧）高蔵寺リ・ニュータウン計画 （中間案）高蔵寺リ・ニュータウン計画 （最終案）高蔵寺リ・ニュータウン計画 2021-2030 

宅地となるよう取組を進めていく。 

ウ 情報発信プロジェクト 

（ア） ニュータウン・プロモーション 

【取組の進捗状況】 

 高蔵寺ニュータウンの情報発信に特化した専用サイト「高蔵寺ニュータウン公

式サイト」を開設し、年間約 163,000 件のアクセス数を誇る情報発信ツールを得

ている。 

令和２年４月には、子育て世代の目を引くデザインへのリニューアルを行うと

ともに、ツイッターやインスタグラムといったＳＮＳ掲載機能を整備し、ＳＮＳの運

用ルールの検討を行っている。  

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、子育て世代に訴求するタウンプロモーションを進めていく。 

（イ） ニュータウンまるごとミュージアム 

【取組の進捗状況】 

平成 30 年のまちびらき 50 周年を記念して、市と高蔵寺まちづくり株式会社と

都市再生機構は、高蔵寺ニュータウン 50 周年記念誌「ニュータウンの計画資産

と未来のまちづくり（著者：服部 敦）」を出版し、計画的に整備されたインフラ・

住宅等の既存資産（ストック）と景観を評価するとともに、未来に向けたまちづく

りを考える著書を得た。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、高蔵寺ニュータウンが居住地として選ばれるよう、機会を捉えて戦

略的かつ総合的なタウンプロモーションを進めていく。 

 

（４） 課題に応じた主要な施策 

ア 住宅・土地の流通促進と良好な環境の保全・創造 

【取組の進捗状況】 

住宅・土地の流通促進については、高蔵寺まちづくり株式会社による若い世

代のニーズに対応するＤＩＹリノベーション住宅のモデル形成、ＤＩＹ講演・ショー

トムービー上映会の開催、金融機関による住宅ローン金利優遇のインセンティ

ブ等、高蔵寺ニュータウン住宅流通促進協議会によるリバースモーゲージセミ

宅地となるよう取組を進めていく。 

ウ 情報発信プロジェクト 

（ア） ニュータウン・プロモーション 

【取組の進捗状況】 

高蔵寺ニュータウンの情報発信に特化した専用サイト「高蔵寺ニュータウン公

式サイト」を開設し、年間約 163,000 件のアクセス数を誇る情報発信ツールを得

ている。 

2020 年４月には、子育て世代の目を引くデザインへのリニューアルを行うとと

もに、ツイッターやインスタグラムといったＳＮＳ掲載機能を整備し、ＳＮＳの運用

ルールの検討を行っている。  

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、子育て世代に訴求するタウンプロモーションを進めていく。 

（イ） ニュータウンまるごとミュージアム 

【取組の進捗状況】 

2018 年のまちびらき 50 周年を記念して、市と高蔵寺まちづくり株式会社と都

市再生機構は、高蔵寺ニュータウン 50 周年記念誌「ニュータウンの計画資産と

未来のまちづくり（著者：服部 敦）」を出版し、計画的に整備されたインフラ・住

宅等の既存資産（ストック）と景観を評価するとともに、未来に向けたまちづくりを

考える著書を得た。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、高蔵寺ニュータウンが居住地として選ばれるよう、機会を捉えて戦

略的かつ総合的なタウンプロモーションを進めていく。 

 

（４） 課題に応じた主要な施策 

ア 住宅・土地の流通促進と良好な環境の保全・創造 

【取組の進捗状況】 

住宅・土地の流通促進については、高蔵寺まちづくり株式会社による若い世

代のニーズに対応するＤＩＹリノベーション住宅のモデル形成、ＤＩＹ講演・ショー

トムービー上映会の開催、金融機関による住宅ローン金利優遇のインセンティ

ブ等、高蔵寺ニュータウン住宅流通促進協議会によるリバースモーゲージセミ
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ナー、ホームインスペクションセミナーなど、官民が連携した様々な取組を継続

的に行っている。 

良好な環境の保全・創造については、最低有効敷地面積の引き下げ（例え

ば、第一種低層住居専用地域において 160 ㎡とする）について検討を行って

いる。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、住環境の保全を図りながら、住宅・土地の流通に寄与する多様な

メニューを形成する取組を進めていく。 

イ 身近な買い物環境の整備と多様な移動手段の確保 

【取組の進捗状況】 

身近な買い物環境の整備については、幹線道路沿線を中心とした用途地域

の変更、移動スーパーマーケット道風くんの販売地域拡大、高蔵寺駅地下道に

おけるマルシェ「歌う！高蔵寺マーケット」の開催など、商業及び生活サービス

の身近な場所における提供を行うとともに、ネットスーパー冷蔵ロッカー受取サ

ービス実証実験、先行プロジェクト「旧西藤山台小学校施設への生活利便施設

の誘導」により、様々な検討を進めている。 

多様な移動手段の確保については、産学官が連携し、ラストマイル型自動運

転サービス及びデマンド乗合いタクシーといった新たなモビリティサービスの社

会実装を目指した産学官による実証実験を行っている。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、高蔵寺ニュータウンの商業及び生活サービスと移動手段のバラン

スの確保を図る取組を進めていく。 

ウ 多世代の共生・交流と子育て・医療・福祉の安心の向上 

【取組の進捗状況】 

 多世代の共生・交流については、展開プロジェクト「スマートウェルネスを目指

した団地再生の推進」による都市再生機構の団地再生事業や近居割等のサー

ビス提供、高蔵寺まちづくり株式会社による若い世代のニーズに対応するＤＩＹ

リノベーション住宅のモデル形成など、官民により多世代が共生するミクストコミ

ュニティの形成に寄与する取組を進めている。 

子育て・医療・福祉の安心の向上については、新たな藤山台小学校に設置

ナー、ホームインスペクションセミナーなど、官民が連携した様々な取組を継続

的に行っている。 

良好な環境の保全・創造については、最低有効敷地面積の引き下げ（例え

ば、第一種低層住居専用地域において 160 ㎡とする）について検討を行ってい

る。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、住環境の保全を図りながら、住宅・土地の流通に寄与する多様な

メニューを形成する取組を進めていく。 

イ 身近な買い物環境の整備と多様な移動手段の確保 

【取組の進捗状況】 

身近な買い物環境の整備については、幹線道路沿線を中心とした用途地域

の変更、移動スーパーマーケット道風くんの販売地域拡大、高蔵寺駅地下道に

おけるマルシェ「歌う！高蔵寺マーケット」の開催など、商業及び生活サービス

の身近な場所における提供を行うとともに、ネットスーパー冷蔵ロッカー受取サ

ービス実証実験、先行プロジェクト「旧西藤山台小学校施設への生活利便施設

の誘導」により、様々な検討を進めている。 

多様な移動手段の確保については、産学官が連携し、ラストマイル型自動運

転サービス及びデマンド乗合いタクシーといった新たなモビリティサービスの社

会実装を目指した産学官による実証実験を行っている。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、高蔵寺ニュータウンの商業及び生活サービスと移動手段のバラン

スの確保を図る取組を進めていく。 

ウ 多世代の共生・交流と子育て・医療・福祉の安心の向上 

【取組の進捗状況】 

多世代の共生・交流については、展開プロジェクト「スマートウェルネスを目指

した団地再生の推進」による都市再生機構の団地再生事業や近居割等のサー

ビス提供、高蔵寺まちづくり株式会社による若い世代のニーズに対応するＤＩＹ

リノベーション住宅のモデル形成など、官民により多世代が共生するミクストコミ

ュニティの形成に寄与する取組を進めている。 

子育て・医療・福祉の安心の向上については、新たな藤山台小学校に設置
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した学校地域連携室による地域連携、グルッポふじとうにおける新たな児童館

の整備、児童発達支援センターの設立など、安心して子育てができる環境の整

備を進めてきた。 

また、市内の地域包括支援センターの再編に伴い、住み慣れた地域で高齢

者を支える地域包括ケアシステムを確立した。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、若い世代から老後を過ごす世代までの多様な住民がともに暮らす

まちとなるよう取組を進めていく。 

エ 既存資産（ストック）の有効活用による多様な活動の推進 

【取組の進捗状況】 

高蔵寺まちづくり株式会社による集合住宅のＤＩＹリノベーション、住民発意に

よるガードレール、公園のベンチのペンキ塗り、空き地や個人の遊休資産を活

用したハートフルパーキング事業の実施、高森山公園の住民参加型管理運営

体制の構築検討など、官民連携により既存資産（ストック）の有効活用を図る取

組を進めてきた。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、多大なコストをかけて再整備するのではなく、知恵と工夫により既

存資産を有効に活用し、地域住民による多様な活動を促進し、まちの魅力の向

上を図る取組を進めていく。 

オ 高蔵寺ニュータウンを超えた広域的なまちづくりの推進 

【取組の進捗状況】 

高蔵寺ニュータウン内と周辺の様々な魅力を紹介した高蔵寺ニュータウンガ

イドブック「まちなび」（平成 28 年改訂）の発刊、高蔵寺ニュータウン公式サイト

における広域的な地域資源の掲載など、広域的な視点による情報発信を行っ

ている。 

また、名古屋市の東方エリアの状況把握を行うため、名古屋市と継続的に意

見交換を行っている。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

した学校地域連携室による地域連携、グルッポふじとうにおける新たな児童館

の整備、児童発達支援センターの設立など、安心して子育てができる環境の整

備を進めてきた。 

また、市内の地域包括支援センターの再編に伴い、住み慣れた地域で高齢

者を支える地域包括ケアシステムを確立した。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、若い世代から老後を過ごす世代までの多様な住民がともに暮らす

まちとなるよう取組を進めていく。 

エ 既存資産（ストック）の有効活用による多様な活動の推進 

【取組の進捗状況】 

高蔵寺まちづくり株式会社による集合住宅のＤＩＹリノベーション、住民発意に

よるガードレール、公園のベンチのペンキ塗り、空き地や個人の遊休資産を活

用したハートフルパーキング事業の実施、高森山公園の住民参加型管理運営

体制の構築検討など、官民連携により既存資産（ストック）の有効活用を図る取

組を進めてきた。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 

引き続き、多大なコストをかけて再整備するのではなく、知恵と工夫により既

存資産を有効に活用し、地域住民による多様な活動を促進し、まちの魅力の向

上を図る取組を進めていく。 

オ 高蔵寺ニュータウンを超えた広域的なまちづくりの推進 

【取組の進捗状況】 

高蔵寺ニュータウン内と周辺の様々な魅力を紹介した高蔵寺ニュータウンガ

イドブック「まちなび」（2016 年（平成 28 年）改訂）の発刊、高蔵寺ニュータウン

公式サイトにおける広域的な地域資源の掲載など、広域的な視点による情報発

信を行っている。 

また、名古屋市の東方エリアの状況把握を行うため、名古屋市と継続的に意

見交換を行っている。 

【評価】 

実現に向けての取組を進めているが、現時点では完了していない。 

【今後の方向性】 
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引き続き、広域的な視点の中で、高蔵寺ニュータウンが居住地として選ばれ

るきっかけとなるよう、情報発信の取組を進めていく。 

引き続き、広域的な視点の中で、高蔵寺ニュータウンが居住地として選ばれ

るきっかけとなるよう、情報発信の取組を進めていく。 
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３ 現状と課題                                

（１）高蔵寺ニュータウンの特性と周辺との関係 

ア 高蔵寺ニュータウンの特性 

高蔵寺ニュータウンとともに三大ニュータウンと呼ばれる千里ニュータウ

ン、多摩ニュータウンと比較すると、次のような特性が挙げられる。 

①日本住宅公団単独による開発であること。 

②すべての区域が春日井市域内であること。 

③商業施設が中心部に集約されている（ワンセンター方式である）こと。 

④区域内に鉄道駅がなく、公共交通をバスが担っていること。 

これらの特性により、次のような影響がうかがえる。 

日本住宅公団単独の開発であり、一部に県営住宅があるほか、公的住宅

は都市再生機構賃貸住宅が大半を占めていることから、再生の主体として

都市再生機構に期待が集まる傾向にある。 

他のニュータウンが複数の行政区域にまたがっているのに対して、春日

井市域内で完結するため、国の地方支分部局や県が、広域的な行政課

題として取り上げる機会が少なかった。 

ワンセンター方式であることから、人口の減少局面においてもセンター

地区の商業施設のにぎわいが保たれている一方で、センター地区から離

れた場所では最寄品の購入に不便が生じるようになってきている。 

区域内に鉄道駅がないことから、民間開発の誘導が進まない傾向があ

る。バス路線については相当な運行本数が確保されているが、不動産評

価等の経済的な価値に反映されていない。 

これらの論点は、高蔵寺ニュータウンが抱える構造的な特性であり、充

分に理解しつつ、課題の克服にのぞむ必要がある。 

 

イ 当初の計画思想と実現状況 

日本住宅公団にとって最初のニュータウン開発であったことから、計画

にあたっては多くの都市計画研究者が参加し、最先端の計画思想の導入

を図った。幹線道路から馬蹄形の補助幹線を通じて各住区に至る段階的

な道路構成、尾根筋への集合住宅の配置、歩車分離を徹底した歩道ネッ

トワークは、高蔵寺ニュータウンの特徴的な景観として実現している。な

お、歩道ネットワークについては、集合住宅内の駐車場増設により、一部

変更されている箇所がある。 

 

第２章 現状と課題                                

１ 高蔵寺ニュータウンの特性と周辺との関係 

（１） 高蔵寺ニュータウンの特性 

高蔵寺ニュータウンとともに三大ニュータウンと呼ばれる千里ニュータウン、多

摩ニュータウンと比較すると、次のような特性が挙げられる。 

これらの特性により、次のような影響がうかがえる。 

日本住宅公団単独の開発であり、一部に県営住宅があるほか、公的住宅は

都市再生機構賃貸住宅が大半を占めていることから、まちづくりの主体として都

市再生機構に期待が集まる傾向にある。 

他のニュータウンが複数の行政区域にまたがっているのに対して、春日井市

域内で完結するため、国の地方支分部局や県が、広域的な行政課題として取

り上げる機会が少なかった。 

ワンセンター方式であることから、人口の減少局面においてもセンター地区

の商業施設のにぎわいが保たれている一方で、センター地区から離れた場所

では最寄品の購入に不便が生じるようになってきている。 

区域内に鉄道駅がないことから、民間開発の誘導が進まない傾向がある。バ

ス路線については相当な運行本数が確保されているが、不動産評価等の経済

的な価値に反映されていない。 

これらの論点は、高蔵寺ニュータウンが抱える構造的な特性であり、充分に

理解しつつ、課題の克服にのぞむ必要がある。 

 

（２） 当初の計画思想と実現状況 

日本住宅公団にとって最初のニュータウン開発であったことから、計画にあた

っては東京大学の高山英華教授をはじめ多くの都市計画研究者が参加し、公

団の若手計画者と連携して、最先端の計画思想の導入を図った。幹線道路か

ら馬蹄形の補助幹線を通じて各住区に至る段階的な道路構成、尾根筋への集

合住宅の配置、歩車分離を徹底した歩道ネットワーク、オープンスペースをつ

なげる緑道のネットワークは、高蔵寺ニュータウンの特徴的な景観として実現し

ている。なお、歩道ネットワークについては、集合住宅内の駐車場増設により、

一部変更されている箇所がある。 

①日本住宅公団単独による開発であること。 

②すべての区域が春日井市域内であること。 

③商業施設が中心部に集約されている（ワンセンター方式である）こと。 

④区域内に鉄道駅がなく、公共交通をバスが担っていること。 

第２章 現状と課題  

１ 高蔵寺ニュータウンの特性と周辺との関係 

（１） 高蔵寺ニュータウンの特性 

高蔵寺ニュータウンとともに三大ニュータウンと呼ばれる千里ニュータウン、多

摩ニュータウンと比較すると、次のような特性が挙げられる。 

これらの特性により、次のような影響がうかがえる。 

日本住宅公団単独の開発であり、一部に県営住宅があるほか、公的住宅は

都市再生機構賃貸住宅が大半を占めていることから、まちづくりの主体として都

市再生機構に期待が集まる傾向にある。 

他のニュータウンが複数の行政区域にまたがっているのに対して、春日井市

域内で完結するため、国の地方支分部局や県が、広域的な行政課題として取

り上げる機会が少なかった。 

ワンセンター方式であることから、人口の減少局面においてもセンター地区

の商業施設のにぎわいが保たれている一方で、センター地区から離れた場所

では最寄品の購入に不便が生じるようになってきている。 

区域内に鉄道駅がないことから、民間開発の誘導が進まない傾向がある。バ

ス路線については相当な運行本数が確保されているが、不動産評価等の経済

的な価値に反映されていない。 

これらの論点は、高蔵寺ニュータウンが抱える構造的な特性であり、充分に

理解しつつ、課題の克服にのぞむ必要がある。 

 

（２） 当初の計画思想と実現状況 

日本住宅公団にとって最初のニュータウン開発であったことから、計画にあた

っては東京大学の高山英華教授をはじめ多くの都市計画研究者が参加し、公

団の若手計画者と連携して、最先端の計画思想の導入を図った。幹線道路か

ら馬蹄形の補助幹線を通じて各住区に至る段階的な道路構成、尾根筋への集

合住宅の配置、歩車分離を徹底した歩道ネットワーク、オープンスペースをつ

なげる緑道のネットワークは、高蔵寺ニュータウンの特徴的な景観として実現し

ている。なお、歩道ネットワークについては、集合住宅内の駐車場増設により、

一部変更されている箇所がある。 

①日本住宅公団単独による開発であること。 

②すべての区域が春日井市域内であること。 

③商業施設が中心部に集約されている（ワンセンター方式である）こと。 

④区域内に鉄道駅がなく、公共交通をバスが担っていること。 
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※近隣住区の商業エリアを分散させたまちづくりへの反省から、当時注

目されていたワンセンター方式がいち早く導入され、現在のセンター地区

が形成されている。その機能を補完するものとして、藤山台地区、岩成台

地区、高森台地区に※サブセンターが整備された。センター地区のにぎわ

いは現在も確保されているものの、サブセンターの商業機能は自動車によ

るアクセスに充分に対応できていないこと等により縮小している。 

 

当初計画では、南部に位置する航空自衛隊高蔵寺分屯基地も計画区

域に含まれていたが、基地の移転が実現しなかったことから、計画区域を

縮小して事業が実施された。 

計画人口は、世帯人員を集合住宅 3.75 人、戸建住宅 4.2 人と想定し、

81,000 人と設定されたが、少子化等により、人口ピーク時（約 52,000 人）

の平成７年においても、世帯人員は集合住宅 2.58 人、戸建住宅 3.28 人

にとどまり、計画人口には届かなかった。 

高森台地区には、職住近接の観点から企業誘致を行うサービスインダ

ストリー地区が設けられたが、環境保全の観点から、環境負荷の少ない企

業の誘致が行われた。隣接する県有地は長らく未利用のままであったが、

近年、社会福祉施設の立地が進展しつつある。 

 

ウ 春日井市における高蔵寺ニュータウン 

春日井市は、名古屋市への通勤・通学者が多く居住する県内有数の住

宅都市であり、市街化区域の 76.8％を土地区画整理事業で整備し、良好

な住宅地を形成してきた。これらの住宅地を貫いてＪＲ中央本線が伸びて

おり、市内には５つの駅（うち３つは快速列車停車駅）がある。５つの駅のう

ち、ＪＲ高蔵寺駅の乗降客数が１日平均約 40,000 人と最も多い。名古屋市

に最も近いＪＲ勝川駅周辺では、昭和 61 年から平成 23 年にかけて大規

模な駅周辺開発を実施した。次いで、ＪＲ神領駅、ＪＲ春日井駅でも自由通

路の整備を推進する等、駅周辺のまちづくりを進めている。 

入居開始から 45 年以上が経過した高蔵寺ニュータウンは、土地区画整

理事業により一体的に整備された住宅地に生じる課題に市内でもいち早く

直面しつつある。高蔵寺ニュータウンの課題に取組むことは、春日井市に

とって、その成果を市内全域に適用できるモデルケースとして捉えることが

できる。 

 

商業エリアを分散させた※近隣住区の考え方に基づくまちづくりへの反省か

ら、当時注目されていたワンセンター方式がいち早く導入され、現在のセンター

地区が形成されている。その機能を補完するものとして、藤山台地区、岩成台

地区、高森台地区に住区サービス施設（※サブセンターと呼ばれた）が整備され

た。センター地区のにぎわいは現在も確保されているものの、住区サービス施

設の商業機能は自動車によるアクセスに充分に対応できていないこと等により

縮小している。 

当初計画では、南部に位置する航空自衛隊高蔵寺分屯基地も計画区域に

含まれていたが、基地の移転が実現しなかったことから、計画区域を縮小して

事業が実施された。 

計画人口は、世帯人員を集合住宅 3.75 人、戸建住宅 4.2 人と想定し、

81,000 人と設定されたが、少子化等により、人口ピーク時（約 52,000 人）の平

成７年においても、世帯人員は集合住宅 2.58 人、戸建住宅 3.28 人にとどまり、

計画人口には届かなかった。 

高森台地区には、職住近接の観点から企業誘致を行うサービスインダストリ

ー地区が設けられたが、環境保全の観点から、環境負荷の少ない企業の誘致

が行われた。隣接する県有地は長らく未利用のままであったが、近年、社会福

祉施設の立地が進展しつつある。 

 

（３） 春日井市における高蔵寺ニュータウン 

春日井市は、名古屋市への通勤・通学者が多く居住する県内有数の住宅都

市であり、市街化区域の 76.8％を土地区画整理事業で整備し、良好な住宅地

を形成してきた。これらの住宅地を貫いてＪＲ中央本線が伸びており、市内には

５つの駅（うち３つは快速列車停車駅）がある。５つの駅のうち、ＪＲ高蔵寺駅の乗

降客数が１日平均約 40,000 人と最も多い。名古屋市に最も近いＪＲ勝川駅周辺

では、昭和 61 年から平成 23 年にかけて大規模な駅周辺開発を実施した。次

いで、ＪＲ神領駅、ＪＲ春日井駅でも自由通路の整備を推進する等、駅周辺のま

ちづくりを進めている。 

入居開始から 50 年以上が経過した高蔵寺ニュータウンは、土地区画整理事

業により一体的に整備された住宅地に生じる課題に市内でもいち早く直面しつ

つある。高蔵寺ニュータウンの課題に取組むことは、春日井市にとって、その成

果を市内全域に適用できるモデルケースとして捉えることができる。 

 

 

商業エリアを分散させた※近隣住区の考え方に基づくまちづくりへの反省か

ら、当時注目されていたワンセンター方式がいち早く導入され、現在のセンター

地区が形成されている。その機能を補完するものとして、藤山台地区、岩成台

地区、高森台地区に住区サービス施設（※サブセンターと呼ばれた）が整備され

た。センター地区のにぎわいは現在も確保されているものの、住区サービス施

設の商業機能は自動車によるアクセスに充分に対応できていないこと等により

縮小している。 

当初計画では、南部に位置する航空自衛隊高蔵寺分屯基地も計画区域に

含まれていたが、基地の移転が実現しなかったことから、計画区域を縮小して

事業が実施された。 

計画人口は、世帯人員を集合住宅 3.75 人、戸建住宅 4.2 人と想定し、

81,000 人と設定されたが、少子化等により、人口ピーク時（約 52,000 人）の

1995 年（平成７年）においても、世帯人員は集合住宅 2.58 人、戸建住宅 3.28

人にとどまり、計画人口には届かなかった。 

高森台地区には、職住近接の観点から企業誘致を行うサービスインダストリ

ー地区が設けられたが、環境保全の観点から、環境負荷の少ない企業の誘致

が行われた。隣接する県有地は長らく未利用のままであったが、近年、社会福

祉施設の立地が進展しつつある。 

 

（３） 春日井市における高蔵寺ニュータウン 

春日井市は、名古屋市への通勤・通学者が多く居住する県内有数の住宅都

市であり、市街化区域の 76.8％を土地区画整理事業で整備し、良好な住宅地

を形成してきた。これらの住宅地を貫いてＪＲ中央本線が伸びており、市内には

５つの駅（うち３つは快速列車停車駅）がある。５つの駅のうち、ＪＲ高蔵寺駅の乗

降客数が１日平均約 40,000 人と最も多い。名古屋市に最も近いＪＲ勝川駅周辺

では、1986 年（昭和 61 年）から 2011 年（平成 23 年）にかけて大規模な駅周辺

開発を実施した。次いで、ＪＲ神領駅、ＪＲ春日井駅でも自由通路の整備を推進

する等、駅周辺のまちづくりを進めている。 

入居開始から 50 年以上が経過した高蔵寺ニュータウンは、土地区画整理事

業により一体的に整備された住宅地に生じる課題に市内でもいち早く直面しつ

つある。高蔵寺ニュータウンの課題に取組むことは、春日井市にとって、その成

果を市内全域に適用できるモデルケースとして捉えることができる。 
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エ 名古屋市の東方に位置する住宅地の集積 

高蔵寺ニュータウンを始め、桃花台ニュータウン（小牧市）、菱野団地

（瀬戸市）といった昭和 40 年代に開発事業が始まった郊外型の大規模ニ

ュータウンが名古屋市の東方に集中している。また、隣接する名古屋市守

山区の志段味地区において、高蔵寺ニュータウンと同規模の住宅地開発

が進行中である。 

住宅地としての魅力向上のためには、単独の住宅地だけでなく、近接

する住宅地を一体として捉えて、交通網の充実、商業施設の集積等を図

っていくことが有効である。 

また、都市緑化植物園（春日井市）、市民四季の森（小牧市）、東谷山フ

ルーツパーク（名古屋市）といった緑豊かな広域的な公園の集積を始めと

した地域の魅力的な資源の集積を行政区域を超えて情報発信し、認知の

向上を図ることが重要である。 

リニア中央新幹線の開通により実現する関東から関西までの※メガリー

ジョンにおいて、名古屋都市圏が牽引力を発揮するためには、ものづくり

産業の集積を活かしつつ、名古屋都心の業務機能の強化を図るとともに、

高蔵寺ニュータウンを始め、周辺の住宅地においては、魅力的な住環境

を伴った住宅供給を担う必要がある。 

これらの名古屋市の東方に位置する住宅地にとって、ＪＲ高蔵寺駅は鉄

道とバス路線（名古屋ガイドウェイバスを含む）を結ぶ重要な交通結節点と

なっている。ＪＲ高蔵寺駅には愛知環状鉄道が乗り入れており、豊田・岡崎

方面への通勤・通学のニーズにも対応していくことが重要となっている。 

 

【課題】 

・約 8,000 戸の賃貸住宅を抱える都市再生機構が取組む団地再生を高

蔵寺ニュータウン全体のまちづくりにいかに活かすことができるか。 

・計画的に整備された既存資産（※ストック）をいかに活かすことができる

か。 

・ワンセンター方式の商業集積の利点を活かしつつ、身近な生活利便

性をいかに高めるか。 

・バスを主体とした利便性の高い公共交通を経済的な価値にいかに結

びつけるか。 

・名古屋市の東方に位置する住宅地全体の魅力をいかに高め、認知の

向上を図るか。 

（４） 名古屋市の東方に位置する住宅地の集積 

高蔵寺ニュータウンを始め、桃花台ニュータウン（小牧市）、菱野団地（瀬戸

市）といった昭和 40 年代に開発事業が始まった郊外型の大規模ニュータウン

が名古屋市の東方に集中している。また、隣接する名古屋市守山区の志段味

地区において、高蔵寺ニュータウンと同規模の住宅地開発が進行中である。 

住宅地としての魅力向上のためには、単独の住宅地だけでなく、近接する住

宅地を一体として捉えて、交通網の充実、商業施設の集積等を図っていくこと

が有効である。 

 

また、都市緑化植物園（春日井市）、市民四季の森（小牧市）、東谷山フルー

ツパーク（名古屋市）といった緑豊かな広域的な公園の集積を始めとした地域

の魅力的な資源の集積を行政区域を超えて情報発信し、認知の向上を図るこ

とが重要である。 

リニア中央新幹線の開通により実現する関東から関西までの※メガリージョン

において、名古屋都市圏が牽引力を発揮するためには、ものづくり産業の集積

を活かしつつ、名古屋都心の業務機能の強化を図るとともに、高蔵寺ニュータ

ウンを始め、周辺の住宅地においては、魅力的な住環境を伴った住宅供給を

担う必要がある。 

これらの名古屋市の東方に位置する住宅地にとって、ＪＲ高蔵寺駅は鉄道と

バス路線（名古屋ガイドウェイバスを含む）を結ぶ重要な交通結節点となってい

る。ＪＲ高蔵寺駅には愛知環状鉄道が乗り入れており、豊田・岡崎方面への通

勤・通学のニーズにも対応していくことが重要となっている。 

 

【課題】 

・約 7,100 戸の賃貸住宅を抱える都市再生機構が取組む団地再生を高蔵 

寺ニュータウン全体のまちづくりにいかに活かすことができるか。 

・計画的に整備された既存資産（※ストック）をいかに活かすことができるか。 

 

・ワンセンター方式の商業集積の利点を活かしつつ、身近な生活利便性を

いかに高めるか。 

・バスを主体とした利便性の高い公共交通を経済的な価値にいかに結び

つけるか。 

・名古屋市の東方に位置する住宅地全体の魅力をいかに高め、認知の向

上を図るか。 

（４） 名古屋市の東方に位置する住宅地の集積 

高蔵寺ニュータウンを始め、桃花台ニュータウン（小牧市）、菱野団地（瀬戸

市）といった昭和40年代に開発事業が始まった郊外型の大規模ニュータウンが

名古屋市の東方に集中している。また、隣接する名古屋市守山区の志段味地

区において、高蔵寺ニュータウンと同規模の住宅地開発が進行中である。 

住宅地としての魅力向上のためには、単独の住宅地だけでなく、近接する住

宅地を一体として捉えて、交通網の充実、商業施設の集積等を図っていくこと

が有効である。 

 

また、都市緑化植物園（春日井市）、市民四季の森（小牧市）、東谷山フルー

ツパーク（名古屋市）といった緑豊かな広域的な公園の集積を始めとした地域

の魅力的な資源の集積を行政区域を超えて情報発信し、認知の向上を図るこ

とが重要である。 

リニア中央新幹線の開通により実現する関東から関西までの※メガリージョン

において、名古屋都市圏が牽引力を発揮するためには、ものづくり産業の集積

を活かしつつ、名古屋都心の業務機能の強化を図るとともに、高蔵寺ニュータ

ウンを始め、周辺の住宅地においては、魅力的な住環境を伴った住宅供給を

担う必要がある。 

これらの名古屋市の東方に位置する住宅地にとって、ＪＲ高蔵寺駅は鉄道と

バス路線（名古屋ガイドウェイバスを含む）を結ぶ重要な交通結節点となってい

る。ＪＲ高蔵寺駅には愛知環状鉄道が乗り入れており、豊田・岡崎方面への通

勤・通学のニーズにも対応していくことが重要となっている。 

 

【課題】 

・約 7,100 戸の賃貸住宅を抱える都市再生機構が取組む団地再生を高蔵

寺ニュータウン全体のまちづくりにいかに活かすことができるか。 

・計画的に整備された既存資産（※ストック）をいかに活かすことができるか。 

 

・ワンセンター方式の商業集積の利点を活かしつつ、身近な生活利便性を

いかに高めるか。 

・バスを主体とした利便性の高い公共交通を経済的な価値にいかに結び

つけるか。 

・名古屋市の東方に位置する住宅地全体の魅力をいかに高め、認知の向

上を図るか。 
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・交通結節点であるＪＲ高蔵寺駅の機能をどのように活用・発展させる

か。 
 

・交通結節点であるＪＲ高蔵寺駅の機能をどのように活用・発展させるか。 
 

・交通結節点であるＪＲ高蔵寺駅の機能をどのように活用・発展させるか。 
 

（２）人口・世帯の動向 

ア 人口・世帯 

人口は、平成７年の 52,000 人超をピークに減少傾向に転じ、27 年４月

現在、45,217 人となっている。一方、世帯数は 20,000 世帯前後を推移し

ており、小世帯化が進んでいる。 

戸建住宅の居住者が最近 15 年間は 30,000 人超の横ばいで推移して

いるのに対して、集合住宅の居住者は減少を続けている。これまでの人口

減少は、主に都市再生機構賃貸住宅の居住者の減少が影響している。 

 

 

イ 少子高齢化 

65 歳以上の高齢者人口が総人口に占める割合である高齢化率は平成

20 年から市平均を上回り、27 年には 30.0％となっており、0～14 歳の年

少人口が総人口に占める割合である年少人口率は 12 年から市平均を下

回り、27 年には 11.9％となっている。 

地区別に見ると、戸建住宅の割合が高い地区で高齢化率が高く、石尾

台地区では 40％を超えている。 

児童数の減少により、最初期に入居が始まった藤山台地区では１地区

に３つあった小学校（他地区は２校以下）を統合し、平成 28 年には新たな

藤山台小学校を開校する。 

 

ウ 子育て世帯 

全世帯に占める子育て世帯（18 歳未満の子どもがいる世帯）の割合は、

減少しており、人口が最も多かった平成７年には 39.6％であった割合が、

22 年には 22.5％まで減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人口・世帯の動向 

 （１） 人口・世帯 

 人口は、平成７年の 52,000 人超をピークに減少傾向に転じ、令和２年４月現

在、42,205 人となっている。一方、世帯数は 20,000 世帯弱で推移しており、小

世帯化が進んでいる。 

 戸建住宅の居住者が最近 15 年間は 30,000 人前後超の横ばいで推移して

いるのに対して、集合住宅の居住者は減少を続けている。これまでの人口減少

は、主に都市再生機構賃貸住宅における小世帯化、単身世帯化及び集約事

業の着手に伴う居住者の減少が影響している。 

 

（２） 少子高齢化 

65 歳以上の高齢者人口が総人口に占める割合は平成 20 年から市平均を

上回り、令和２年には 35.6％となっており、0～14 歳の年少人口が総人口に占

める割合である年少人口率は、平成 12 年から市平均を下回り、令和２年は

10.6％となっている。 

 地区別に見ると、戸建住宅の割合が高い地区で高齢化率が高く、石尾台地

区では 45％を超えている。 

 児童数の減少により、最初期に入居が始まった藤山台地区では１地区に３つ

あった小学校（他地区は２校以下）が統合し、平成 28 年に新たに藤山台小学

校が開校した。 

 

（３） 子育て世帯 

 全世帯に占める子育て世帯（18 歳未満の子どもがいる世帯）の割合は、減少

しており、人口が最も多かった平成７年には 39.6％であった割合が、令和２年

には 16.5％まで減少している。 

 

（４） 社会増減 

 平成 28 年度から平成 30 年度までの転入及び転出による人口増減は、1,470

人の減少となっており、主な転出先は春日井市内や名古屋市への転出が約半

数を占めている。 

 高齢世帯では、転出超過となっている一方で、子育て世帯では、転入超過と

なっている。 

２ 人口・世帯の動向 

 （１） 人口・世帯 

人口は、1995 年（平成７年）の 52,000 人超をピークに減少傾向に転じ、2020

年（令和２年）４月現在、42,205 人となっている。一方、世帯数は 20,000 世帯弱

で推移しており、小世帯化が進んでいる。 

戸建住宅の居住者が最近 15 年間は 30,000 人前後の横ばいで推移してい

るのに対して、集合住宅の居住者は減少を続けている。これまでの人口減少

は、主に都市再生機構賃貸住宅における小世帯化、単身世帯化及び集約事

業の着手に伴う居住者の減少が影響している。 

 

（２） 少子高齢化 

65 歳以上の高齢者人口が総人口に占める割合は 2008 年（平成 20 年）から

市平均を上回り、2020 年には 35.6％となっており、0～14 歳の年少人口が総人

口に占める割合である年少人口率は、2000 年（平成 12 年）から市平均を下回

り、2020 年は 10.6％となっている。 

地区別に見ると、戸建住宅の割合が高い地区で高齢化率が高く、石尾台地

区では 45％を超えている。 

児童数の減少により、最初期に入居が始まった藤山台地区では１地区に３つ

あった小学校（他地区は２校以下）が統合し、2016 年（平成 28 年）に新たに藤

山台小学校が開校した。 

 

（３） 子育て世帯 

全世帯に占める子育て世帯（18 歳未満の子どもがいる世帯）の割合は、減少

しており、人口が最も多かった 1995 年には 39.6％であった割合が、2020 年に

は 16.5％まで減少している。 

 

（４） 社会増減 

2016 年度から 2018 年度（平成 30 年度）までの転入及び転出による人口増

減は、1,470 人の減少となっており、主な転出先は春日井市内や名古屋市への

転出が約半数を占めている。 

高齢世帯では、転出超過となっている一方で、子育て世帯では、転入超過と

なっている。 
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【課題】 

・若い世代の居住をいかに誘導し、世代間の均整がとれた住宅地を目

指すか。 

・都市再生機構における団地再生の取組の機運をいかに高めるか。 

・高齢世代の居住の安全・安心をいかに高めるか。 

・子育て世代の教育・子育て支援へのニーズにいかに応えるか。 

 

（３） 住宅・土地の状況 

ア 住宅の構成 

高蔵寺ニュータウンにおける住宅の構成は、全体戸数の 42％を戸建住

宅（約 9,200 戸）と 36％（約 8,000 戸）の都市再生機構賃貸住宅とが大半

を占めている。この他に、都市再生機構（日本住宅公団時のものを含む）

が分譲した集合住宅が 11％（約 2,400 戸）を占めており、初期に分譲され

た集合住宅が老朽化しつつあることにも留意する必要がある。 

 

都市再生機構賃貸住宅が 58％を占める地区がある一方、戸建住宅が

88％を占める地区もあり、地区により住宅の状況が大きく異なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て世帯では、共同住宅から戸建て住宅への転入が約４割を占めてい

る。 

 

【課題】 

・子育て世代の居住をいかに誘導し、世代間の均整がとれた住宅地を目指

すか。 

・都市再生機構における団地再生の取組の機運をいかに高めるか。 

・高齢世代の居住の安心・安全性をいかに高めるか。 

・子育て世代の教育・子育て支援へのニーズにいかに応えるか。 

 

３ 住宅・土地の状況 

（１） 住宅の構成 

 住宅の構成は、全体戸数の 44％を戸建住宅（約 9,400 戸）が、34％を都市再

生機構賃貸住宅（約 7,100 戸）が占めている。この他に、都市再生機構（日本

住宅公団時のものを含む）が分譲した集合住宅が 10％（約 2,200 戸）を占めて

おり、初期に分譲された集合住宅が老朽化しつつあることにも留意する必要が

ある。 

 

 都市再生機構賃貸住宅が 56％を占める地区がある一方、戸建住宅が 90％

を占める地区もあり、地区により住宅の状況が大きく異なっている。 

 

（２） 住宅ストックの状況（性能・リフォーム） 

平成 30 年住宅・土地統計調査結果（総務省統計統計局）によると、市内の

住宅数は 141,500 戸であり、そのうち人が居住している住宅数は 124,460 戸で

ある。 

 

 

 

 

 

また、居住住宅数のうち断熱性対応の住宅数は 26.0％（32,380 戸）であり、

バリアフリー対応の住宅数は 52.6％（65,450 戸）である。 

耐震性のない住宅(昭和 55 年以前に建てられた住宅)は 24.3％（30,270 戸）

であり、戸建て住宅が約６割を占めている。 

子育て世帯では、共同住宅から戸建て住宅への転入が約４割を占めてい

る。 

 

【課題】 

・子育て世代の居住をいかに誘導し、世代間の均整がとれた住宅地を目指す

か。 

・都市再生機構における団地再生の取組の機運をいかに高めるか。 

・高齢世代の居住の安心・安全性をいかに高めるか。 

・子育て世代の教育・子育て支援へのニーズにいかに応えるか。 

 

３ 住宅・土地の状況 

（１） 住宅の構成 

2020 年（令和２年）の住宅の構成は、全体戸数の 43％を戸建住宅（約 9,000

戸）が、34％を都市再生機構賃貸住宅（約 7,100 戸）が占めており、2014 年（平

成 26 年）と比較して都市再生機構賃貸住宅は 850 戸減少している。この他

に、都市再生機構（日本住宅公団時のものを含む）が分譲した集合住宅が

12％（約 2,400 戸）を占めており、初期に分譲された集合住宅が老朽化しつつ

あることにも留意する必要がある。 

都市再生機構賃貸住宅が 56％を占める地区がある一方、戸建住宅が 89％を

占める地区もあり、地区により住宅の状況が大きく異なっている。 

 

（２） 住宅ストックの状況（性能・リフォーム） 

2013 年（平成 25 年）住宅・土地統計調査結果（総務省統計統計局）による

と、市内の住宅数は 134,350 戸であり、そのうち人が居住している住宅数は

118,420 戸である。また、居住住宅数のうち断熱性対応の住宅数は 23.4％

（27,720 戸）であり、バリアフリー対応の住宅数は 52.1％（61,650 戸）である。 

耐震性のない住宅 1980 年（昭和 55 年）以前に建てられた住宅は 30.7％

（36,390 戸）であり、戸建て住宅が 7 割を占めている。 

2018 年（平成 30 年）住宅・土地統計調査結果によると、市内の住宅数は

141,500 戸であり、そのうち人が居住している住宅数は 124,460 戸である。 

また、居住住宅数のうち断熱性対応の住宅数は 26.0％（32,380 戸）であり、

バリアフリー対応の住宅数は 52.6％（65,450 戸）である。 

耐震性のない住宅(1980 年（昭和 55 年）以前に建てられた住宅)は 24.3％

（30,270 戸）であり、戸建て住宅が約６割を占めている。 
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イ 空き家・空き地の発生状況 

高蔵寺ニュータウン内の空き家・空き地については、平成 26 年に高蔵

寺ニュータウン住宅流通促進協議会が調査しており、空き家率は、9.2％

であり、25 年に実施された住宅・土地統計調査の全国（13.5％）、県

（12.3％）と比べて低い。 

戸建住宅の空き家率は 3.2％（293 戸）である一方、都市再生機構賃貸

住宅の空き家率は 16.9％（1,344 戸）であり、高蔵寺ニュータウンの空き家

は都市再生機構賃貸住宅の影響が大きい。５階建て・エレベーターなし・※

階段室型集合住宅の４、５階で空き家が多くなる傾向がある。分譲集合住

宅の空き家率は 6.8％（177 戸）と高いとは言えないが、一部に 20％を超え

るものがあることに留意が必要である。 

 

高蔵寺ニュータウンにおける空き地は、平成 26 年現在で 727 区画あ

り、47％が民間駐車場、41％が未利用の状態である。平成 21 年の調査時

には 867 区画あったが、住宅の建設等により空き地は減少している。 

 

ウ 住宅・土地の流通状況 

国土交通省が発表している地価公示価格は、高蔵寺ニュータウン内の

全ての標準地で低下を続けている。平成 26 年の春日井市の宅地平均地

価である 95,454 円／㎡と比較すると、ＪＲ高蔵寺駅前を除き 50,000～

70,000 円と低価格である。不動産業者へのヒアリングによると高蔵寺ニュ

ータウン内の宅地は敷地面積が大きく、敷地全体の価格が高くなることか

ら、相対的に平米単価が低くなる傾向があるという指摘がある。 

 

 

高蔵寺ニュータウンにおいては、約６割が昭和 56 年 5 月以前に建てられた

住宅となっている。 

 

 

建替えやリフォームが必要な住宅が一定数存在している。 

都市再生機構の賃貸住宅では、高齢者が安全に住み続けられるよう、手すり

の設置、浴室ヒーターの設置、既存の中層階段室型住棟へのエレベーターの

設置などが行われている。 

 

（３） 空き家・空き地の発生状況 

 令和2年に実施した空き家調査では、戸建住宅の空き家率は2.6％（273戸）

で、前回調査（平成29年）の2.9％（286戸）より低くなっている。前回調査におけ

る空き家のうち、解消したものは118戸、継続して空き家であるものは198戸、新

たに空き家となったものは75戸となっている。 

分譲集合住宅の空き家率は4.8％（126戸）で、前回調査の5.6％（146戸）より

低くなっているものの、一部に16％を超えるものがあることに留意が必要であ

る。 

都市再生機構賃貸住宅の空き家率は16.9％（1,344戸）（平成26年調査結

果）であり、高蔵寺ニュータウンの空き家は都市再生機構賃貸住宅の影響が大

きい。５階建て・エレベーターなし・※階段室型集合住宅の４、５階で空き家が多

くなる傾向がある。 

 高蔵寺ニュータウンにおける空き地は、平成 26 年時点で 727 区画あり、47％

が民間駐車場、41％が未利用の状態である。平成 21 年の調査時には 867 区

画あり、住宅の建設等により空き地は減少している。 

 

（４） 住宅・土地の流通状況 

 国土交通省が発表している地価公示価格は、高蔵寺ニュータウン内の全ての

標準地で下げ止まっている。令和 2 年の春日井市の宅地平均地価である

105,400 円／㎡と比較するとＪＲ高蔵寺駅前を除き 52,000 円/㎡～71,500 円/

㎡と低価格である。 不動産業者へのヒアリングによると高蔵寺ニュータウン内

の宅地は敷地面積が大きく、敷地全体の価格が高くなることから、相対的に平

米単価が低くなる傾向があるという指摘がある。 

新築住宅については、平成 28 年から平成 30 年度までで更地に新築（滅失

を伴う新築を含む。）されたものは、平均で年間 119 戸ある。また、民間が供給

高蔵寺ニュータウンにおいては、2016 年（平成 28 年）では 60.2％、2020 年

では 58.5％が 1981 年（昭和 56 年）５月以前に建てられた住宅となっている。そ

のうちの約６割を都市再生機構の賃貸住宅が占めているが、耐震性は確保され

ている。 

建替えやリフォームが必要な住宅が一定数存在している。 

都市再生機構の賃貸住宅では、高齢者が安全に住み続けられるよう、手すり

の設置、浴室ヒーターの設置、既存の中層階段室型住棟へのエレベーターの

設置などが行われている。 

 

（３） 空き家・空き地の発生状況 

2020年に実施した空き家調査では、戸建住宅の空き家率は2.8％（273戸）

で、前回調査（2017年（平成29年））の2.9％（286戸）より低くなっている。前回調

査における空き家のうち、解消したものは103戸、継続して空き家であるものは

183戸、新たに空き家となったものは90戸となっている。 

分譲集合住宅の空き家率は4.8％（126戸）で、前回調査の5.6％（146戸）より

低くなっているものの、一部に16％を超えるものがあることに留意が必要であ

る。 

都市再生機構賃貸住宅の空き家率は16.9％（1,344戸）（2014年調査結果）

であり、高蔵寺ニュータウンの空き家は都市再生機構賃貸住宅の影響が大き

い。５階建て・エレベーターなし・※階段室型集合住宅の４、５階で空き家が多く

なる傾向がある。 

高蔵寺ニュータウンにおける空き地は、2014 年時点で 727 区画あり、47％が

民間駐車場、41％が未利用の状態である。2009 年（平成 21 年）の調査時には

867 区画あり、住宅の建設等により空き地は減少している。 

 

（４） 住宅・土地の流通状況 

国土交通省が発表している地価公示価格は、高蔵寺ニュータウン内の全て

の標準地で 2018 年度（平成 30 年度）から下げ止まっている。2020 年の春日

井市の宅地平均地価である 105,400 円／㎡と比較するとＪＲ高蔵寺駅前を除き

52,000 円/㎡～71,500 円/㎡と低価格である。不動産業者へのヒアリングによる

と高蔵寺ニュータウン内の宅地は敷地面積が大きく、敷地全体の価格が高くな

ることから、相対的に平米単価が低くなる傾向があるという指摘がある。 

新築住宅については、2016 年度から 2018 年度までで更地に新築(滅失を伴

う新築を含む。)されたものは、平均で年間 119 戸ある。また、民間が供給する
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中古住宅についても、敷地面積が大きいことから価格帯が高く設定さ

れ、流通しにくい傾向にある。 

平成 26 年に高蔵寺ニュータウン住宅流通促進協議会が実施した持ち

家居住者アンケートの結果から、高蔵寺ニュータウンに住み続けたい人が

75％である一方、住み替え意向のある人が 21％、うち半数が持ち家の売

却意向を持っている。今後、持ち家の 10％程度が少なくとも市場流通の

可能性があり、流通促進を図らない場合は、一部が空き家となるおそれが

ある。 

 

【課題】 

・住宅地としての高蔵寺ニュータウンのブランドイメージをいかに再生す

るか。 

・老朽化しつつある集合住宅ストックをいかに活用・再生するか。 

・エレベーターなしの階段室型中層集合住宅の高層階空き家をいかに

取り扱うか。 

・中古住宅の流通促進をいかに図るか。 

・最低敷地面積をどのように取り扱うか。 

・空き家住宅のリノベーション、他用途活用、コミュニティ利用をいかに

行うか。 

 

（４） 交通の状況 

ア 鉄道の状況 

ＪＲ中央本線の市内５駅の中で、乗降客数はＪＲ高蔵寺駅が最も多く、１

日平均約 40,000 人であるが、近年は、通勤・通学者の減少により一貫して

利用者も減少している。  

一方、ＪＲ高蔵寺駅に乗り入れている愛知環状鉄道の乗降客数は増加

傾向にあり、豊田・岡崎方面への通勤・通学の手段としての役割が増して

いる。 

イ バスの状況 

高蔵寺ニュータウン内を運行するバス路線は、ＪＲ高蔵寺駅発着が８路

線あり、朝夕は１時間あたり 20 本以上の頻度で運行され、市内の他地区と

比較すると利便性は高い。なお、深夜割増料金が発生する深夜バスを除

くと、終バスが 23 時 00 分であり、早過ぎるとの指摘が多い。 

する戸建て住宅の約６割は、従前の敷地を分筆したものとなっている。 

一方、中古住宅については、敷地面積が大きいことから価格帯が高く設定さ

れ、流通しにくい傾向にある。 

 平成 26 年に高蔵寺ニュータウン住宅流通促進協議会が実施した持ち家居

住者アンケートの結果から、高蔵寺ニュータウンに住み続けたい人が 75％であ

る一方、住み替え意向のある人が 21％、うち半数が持ち家の売却意向を持っ

ている。今後、持ち家の 10％程度が少なくとも市場流通の可能性があり、流通

促進を図らない場合は、一部が空き家となるおそれがある。 

 

 

【課題】 

・住宅地としての高蔵寺ニュータウンのブランドイメージをいかに再生するか。 

 

・老朽化しつつある集合住宅ストックをいかに活用・再生するか。 

・エレベーターなしの階段室型中層集合住宅の高層階空き家をいかに取り扱

うか。 

・中古住宅の流通促進をいかに図るか。 

（削除） 

・空き家住宅のリノベーション、他用途活用、コミュニティ利用をいかに行う

か。 

 

４ 交通の状況 

（１） 鉄道の状況 

  ＪＲ中央本線の市内 5 駅の中で乗降客数はＪＲ高蔵寺駅が最も多く、令和元

年度実績では、１日平均 40,800 人であり、近年は微増傾向である。 

  

一方、ＪＲ高蔵寺駅に乗り入れている愛知環状鉄道の乗降客数は増加傾向

にあり、豊田・岡崎方面への通勤・通学の手段としての役割が増している。 

 

（２） バスの状況 

 高蔵寺ニュータウン内を運行するバス路線は、令和２年 10 月現在で、ＪＲ高蔵

寺駅発着が８路線あり、朝夕は１時間あたり 20 本以上の頻度で運行され、市内

の他地区と比較すると利便性は高い。なお、深夜割増料金が発生する深夜バ

スを除くと、終バスが 23 時 01 分であり、早過ぎるとの指摘が多い。 

戸建て住宅の約６割は、従前の敷地を分筆したものとなっている。 

一方、中古住宅については、敷地面積が大きいことから価格帯が高く設定さ

れ、流通しにくい傾向にある。 

2014 年に高蔵寺ニュータウン住宅流通促進協議会が実施した持ち家居住

者アンケートの結果から、高蔵寺ニュータウンに住み続けたい人が 75％である

一方、住み替え意向のある人が 21％、うち半数が持ち家の売却意向を持って

いる。今後、持ち家の 10％程度が少なくとも市場流通の可能性があり、流通促

進を図らない場合は、一部が空き家となるおそれがある。 

 

 

【課題】 

・住宅地としての高蔵寺ニュータウンのブランドイメージをいかに再生するか。 

 

・老朽化しつつある集合住宅ストックをいかに活用・再生するか。 

・エレベーターなしの階段室型中層集合住宅の高層階空き家をいかに取り扱う

か。 

・中古住宅の流通促進をいかに図るか。 

 

・空き家住宅のリノベーション、他用途活用、コミュニティ利用をいかに行うか。 

 

 

４ 交通の状況 

（１） 鉄道の状況 

ＪＲ中央本線の市内 5 駅の中で乗降客数はＪＲ高蔵寺駅が最も多く、2019 年

度（令和元年度）実績では、１日平均 40,800 人であり、近年は微増傾向であ

る。 

一方、ＪＲ高蔵寺駅に乗り入れている愛知環状鉄道の乗降客数は増加傾向

にあり、豊田・岡崎方面への通勤・通学の手段としての役割が増している。 

 

（２） バスの状況 

高蔵寺ニュータウン内を運行するバス路線は、2020 年（令和２年）10 月現在

で、ＪＲ高蔵寺駅発着が８路線と 2015 年（平成 27 年）の路線数を維持してお

り、朝夕は１時間あたり 20 本以上の頻度で運行され、市内の他地区と比較する

と利便性は高い。なお、深夜割増料金が発生する深夜バスを除くと、終バスが
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また、高蔵寺ニュータウンセンター開発株式会社が運行するサンマルシ

ェ循環バスは、センター地区を中心に西回り、東回りの２ルートがあり、１時

間あたり１～２本の頻度で運行されている。 

 

その他、高蔵寺ニュータウン周辺に立地する病院が送迎用の巡回バス

を運行し、地域の病院利用者である高齢者等の日常の足として貢献して

いる。 

高蔵寺ニュータウン内を運行する名鉄バス（高蔵寺ニュータウン線）の

利用者は、通勤・通学客の減少により、平成 18 年度の年間約 2,530,000

人から約 1,900,000 人を下回るまでに減少している。一方、サンマルシェ

循環バスの利用者は、年間 150,000 人前後で推移している。 

ウ 交通渋滞の状況 

朝夕の通勤・通学時間帯には、ＪＲ高蔵寺駅北口の駅前広場及び市道

高座線沿道で、送迎車による混雑が発生することがある。また、幹線道路

から市道駅前広場線の左折車線においては、天候等によっては渋滞が発

生し、バスの運行に遅れが生じることがある。 

 

エ 歩行環境 

戸建住宅の敷地の多くは斜面地に設けられているため、坂道が多く、商

業施設やバス停への移動に困難や不安を抱えている居住者が多くいる。

また、初期に整備された道路には歩道が充分に確保されておらず、バリア

フリーへの配慮が充分でないものが多くある。 

センター地区から周辺の集合住宅については、歩道ネットワークが計画

的に整備されているが、駐車場の増設により、一部変更されている箇所が

ある。 

 

 

【課題】 

・交通結節点であるＪＲ高蔵寺駅の機能をどのように活用・発展させ

るか。 

・天候等によって発生する交通混雑をいかに緩和するか。 

・バスを中心にした交通環境をいかに維持・向上するか。 

・バス等の高い利便性をいかにアピールするか。 

  

また、高蔵寺ニュータウンセンター開発株式会社が運行するサンマルシェ循環

バスは、センター地区を中心に西回り、東回りの２ルートにおいて、１時間あたり

１～２本の頻度で運行されており、年間約 150,000 人の利用者がある。 

 

 その他、高蔵寺ニュータウン周辺に立地する病院が送迎用の巡回バスを運行

し、地域の病院利用者である高齢者等の日常の足として貢献している。 

  

高蔵寺ニュータウン内を運行する名鉄バス（高蔵寺ニュータウン線）の利用者

は、通勤・通学者の減少により、平成18年度の年間約2,530,000人から令和元

年度は年間約1,650,000人までに減少している。 

 

（３） 交通渋滞の状況 

 朝夕の通勤・通学時間帯には、ＪＲ高蔵寺駅北口の駅前広場及び市道高座

線沿道でバスと一般車の錯綜や送迎車による混雑がみられる。また、幹線道路

から市道駅前広場線の左折車線においては、天候等によっては渋滞が発生

し、バスの運行に遅れが生じることがある。 

 

（４） 歩行環境と移動の支援 

 歩行環境では、戸建住宅の敷地の多くは斜面地に設けられているため、坂道

が多く、商業施設やバス停への移動に困難や不安を抱えている居住者が多く

存在している。また、初期に整備された道路には歩道が充分に確保されておら

ず、バリアフリーへの配慮が充分でないものが多くある。 

センター地区から周辺の集合住宅については、歩道ネットワークが計画的に

整備されているが、駐車場の増設により、一部変更されている箇所がある。 

移動の支援では、一部の地域で住民ボランティアによる移動支援が行われ

ているが、担い手の不足により縮退傾向にある。 

 

【課題】 

・交通結節点であるＪＲ高蔵寺駅の機能をどのように活用・発展させるか。 

 

・天候等によって発生する交通混雑をいかに緩和するか。 

・バスを中心にした交通環境をいかに維持・向上するか。 

・バス等の高い利便性をいかにアピールするか。 

23 時 01 分であり、早過ぎるとの指摘が多い。 

また、高蔵寺ニュータウンセンター開発株式会社が運行するサンマルシェ循

環バスは、センター地区を中心に西回り、東回りの２ルートにおいて、１時間あ

たり１～２本の頻度で運行されており、近年は年間約 150,000 人の利用者があ

る。 

その他、高蔵寺ニュータウン周辺に立地する病院が送迎用の巡回バスを運

行し、地域の病院利用者である高齢者等の日常の足として貢献している。 

 

高蔵寺ニュータウン内を運行する名鉄バス（高蔵寺ニュータウン線）の利用者

は、通勤・通学者の減少により、2006年度（平成18年度）の年間約2,530,000人

から2019年度は年間約1,650,000人までに減少している。 

 

（３） 交通渋滞の状況 

朝夕の通勤・通学時間帯には、ＪＲ高蔵寺駅北口の駅前広場及び市道高座

線沿道でバスと一般車の錯綜や送迎車による混雑がみられる。また、幹線道路

から市道駅前広場線の左折車線においては、天候等によっては渋滞が発生

し、バスの運行に遅れが生じることがある。 

 

（４） 歩行環境と移動の支援 

歩行環境では、戸建住宅の敷地の多くは斜面地に設けられているため、坂

道が多く、商業施設やバス停への移動に困難や不安を抱えている居住者が多

く存在している。また、初期に整備された道路には歩道が充分に確保されてお

らず、バリアフリーへの配慮が充分でないものが多くある。 

センター地区から周辺の集合住宅については、歩道ネットワークが計画的に

整備されているが、駐車場の増設により、一部変更されている箇所がある。 

移動の支援では、一部の地域で住民ボランティアによる移動支援が行われ

ているが、担い手の不足により縮退傾向にある。 

 

【課題】 

・交通結節点であるＪＲ高蔵寺駅の機能をどのように活用・発展させるか。 

 

・天候等によって発生する交通混雑をいかに緩和するか。 

・バスを中心にした交通環境をいかに維持・向上するか。 

・バス等の高い利便性をいかにアピールするか。 
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・高蔵寺ニュータウンの外縁部や周辺地域の交通困難エリアをいか

にサポートするか。 

・公共交通では対応できない坂道の移動困難性をいかに克服する

か。 

・施設の適正配置等により、歩いて暮らせるまちをいかに実現する

か。 

 

（５） 商業・工業の状況 

ア 商業施設の立地状況 

ワンセンター方式により、センター地区には大規模小売店舗を核として

商業施設が公共施設とともに集積している。大規模小売店舗は平日でも

にぎわっており、売り上げも比較的高い水準を保っているが、近年、減少

傾向にある。 

このほか、高蔵寺ニュータウン内には、スーパーが２か所、コンビニエン

スストアが 10 か所ある。移動に不安を抱える高齢者が増加する中で、最

寄品が購入できる身近な商業施設を望む声が多い。一方、土地利用規制

が厳しいこと、幹線道路沿いの敷地が少ないことが、商業施設の立地が進

まない要因となっている。 

 

集合住宅内には身近な商業施設としてサブセンターが設けられている

が、自動車利用を重視していない立地に加え、近郊における大型商業施

設の増加による環境の変化に伴って利用者が減少した。その結果、商業

施設が撤退し、飲食、福祉等の施設に入れ替わっており、にぎわいが乏し

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

・センター地区の魅力の維持・向上をいかに図るか。 

・高蔵寺ニュータウンの外縁部や周辺地域の交通困難エリアをいかにサポー

トするか。 

・近距離の移動や坂道の移動困難性をいかに克服するか。 

 

・施設の適正配置等により、歩いて暮らせるまちをいかに実現するか。 

 

 

５ 生活利便サービスの状況 

（１） 商業サービスと買い物支援 

  ワンセンター方式により、センター地区には大規模小売店舗を核として商業

施設が公共施設とともに集積している。大規模小売店舗は平日でもにぎわって

おり、売り上げも比較的高い水準を保っているが、近年、横ばい傾向にある。 

  

このほか、高蔵寺ニュータウン内には、令和２年 10 月現在、スーパーが 2 か

所、ドラッグストアが３か所、コンビニエンスストアが９か所ある。移動に不安を抱

える高齢者が増加する中で、最寄品が購入できる身近な商業施設を望む声が

多い。一方、幹線道路沿いの敷地が少ないことは、商業施設の立地が進まない

要因となっている。 

 

集合住宅内には身近な商業施設として住区サービス施設が設けられている

が、自動車利用を重視していない立地に加え、近郊における大型商業施設の

増加による環境の変化に伴って利用者が減少した。その結果、商業施設が撤

退し、飲食、福祉等の施設に入れ替わっている。 

買い物支援では、一部のスーパーやコンビニエンスストアにおいて宅配サー

ビスが実施されている。 

 

（２） その他の生活利便サービス 

その他の生活利便サービスとして、喫茶店などの身近な飲食店は 40 店舗あ

り、そのうち 29 店舗が中央台、藤山台、岩成台の３地区に集まっている。 

理美容室やクリーニングのサービス店舗は 57 店舗あり、高森台東部以外の

地区で分散して立地している。 

 

【課題】 

・センター地区の魅力の維持・向上をいかに図るか。 

・高蔵寺ニュータウンの外縁部や周辺地域の交通困難エリアをいかにサポート

するか。 

・近距離の移動や坂道の移動困難性をいかに克服するか。 

 

・施設の適正配置等により、歩いて暮らせるまちをいかに実現するか。 

 

 

５ 生活利便サービスの状況 

（１） 商業サービスと買い物支援 

ワンセンター方式により、センター地区には大規模小売店舗を核として商業

施設が公共施設とともに集積している。大規模小売店舗は平日でもにぎわって

おり、売り上げも比較的高い水準を保っているが、近年、横ばい傾向にある。 

 

このほか、高蔵寺ニュータウン内には、2020 年（令和２年）10 月現在、スーパ

ーが 2 か所、ドラッグストアが 2015 年（平成 27 年）と比較して１か所増加し３か

所、コンビニエンスストアが１か所減少し９か所ある。移動に不安を抱える高齢

者が増加する中で、最寄品が購入できる身近な商業施設を望む声が多い。一

方、幹線道路沿いの敷地が少ないことは、商業施設の立地が進まない要因とな

っている。 

集合住宅内には身近な商業施設として住区サービス施設が設けられている

が、自動車利用を重視していない立地に加え、近郊における大型商業施設の

増加による環境の変化に伴って利用者が減少した。その結果、商業施設が撤

退し、飲食、福祉等の施設に入れ替わっている。 

買い物支援では、一部のスーパーやコンビニエンスストアにおいて宅配サー

ビスが実施されている。 

 

（２） その他の生活利便サービス 

その他の生活利便サービスとして、喫茶店などの身近な飲食店は 40 店舗あ

り、そのうち 29 店舗が中央台、藤山台、岩成台の３地区に集まっている。 

理美容室やクリーニングのサービス店舗は５７店舗あり、高森台東部以外の

地区で分散して立地している。 

 

【課題】 

・センター地区の魅力の維持・向上をいかに図るか。 
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・立地適正化の観点から、高蔵寺ニュータウンの拠点であるセンター地

区を補うサブ拠点をどのように配置するか。 

・従来のサブセンターの役割をどのように見直すか。 

・生活利便施設の立地をいかに促進するか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 工業の立地状況 

高蔵寺ニュータウン北側に位置するサービスインダストリー地区には、環

境負荷が比較的小さい工場等の企業が立地している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・立地適正化の観点から、高蔵寺ニュータウンの拠点であるセンター地区を

補うサブ拠点をどのように配置するか。 

・従来の住区サービス施設の役割をどのように見直すか。 

・生活利便施設の立地をいかに促進するか。 

 

６ 地域の雇用・産業の状況 

（１） 就業状況 

  平成７年国勢調査では、高蔵寺ニュータウン内の就業者は約 25,100 人であ

り、就業先は、内春日井市内（自宅以外）が約 37％（約 9,200 人）、春日井市外

かつ愛知県内が約 56％（約 14,100 人）であった。 

平成 27 年国勢調査では、高蔵寺ニュータウン内の就業者は約 18,700 人で

あり、就業先は、春日井市内（自宅以外）が約 43％（約 8,100 人）、春日井市外

かつ愛知県内が約 45％（約 8,500 人）であった。 

また、令和２年に実施した高蔵寺ニュータウンに関するアンケート調査結果

（以下「令和２年調査」という。）では、勤務地等として名古屋市、小牧市に次い

で、瀬戸市、豊田市などの愛知環状鉄道沿線上の市があった。 

 

 

（２） ニュータウン内及び近隣の工業立地 

高蔵寺ニュータウン内では、北部に位置するサービスインダストリー地区があ

り、環境負荷が比較的小さい工場等の企業が立地している。 

また、高蔵寺ニュータウン周辺では、大規模な工業団地である神屋工業団地

があり、春日井インターチェンジ周辺では、近年、本市が大規模な企業誘致を

進めているところである。 

高蔵寺ニュータウンの近隣では、製造業が盛んな豊田市内の企業に関連す

る多数の工場等が立地しており、愛知環状鉄道沿線上に隣接して、「新豊田

駅」周辺に豊田市鉄工団地、「篠原」駅周辺に篠原工業団地が立地している。 

 

（３） 近隣の農業 

高蔵寺ニュータウン内には農用地区域(農地)は無いが、周辺地区である廻

間町や細野町に 50ha 程の農地が存在する。 

個人で野菜や花の栽培ができる市民農園は、高蔵寺ニュータウンの近隣で

ある白山町や出川町に立地しており、市民の利用ニーズが高く空きがない状況

が続いている。 

・立地適正化の観点から、高蔵寺ニュータウンの拠点であるセンター地区を

補うサブ拠点をどのように配置するか。 

・従来の住区サービス施設の役割をどのように見直すか。 

・生活利便施設の立地をいかに促進するか。 

 

６ 地域の雇用・産業の状況 

（１） 就業状況 

1995 年（平成７年）国勢調査では、高蔵寺ニュータウン内の就業者は約

25,100 人であり、就業先は、内春日井市内(自宅以外)が約 37％(約 9,200 人)、

春日井市外かつ愛知県内が約 56％(約 14,100 人)であった。 

2015 年（平成 27 年）国勢調査では、高蔵寺ニュータウン内の就業者は約

18,700 人であり、就業先は、春日井市内(自宅以外)が約 43％(約 8,100 人)、春

日井市外かつ愛知県内が約 45％(約 8,500 人)であった。 

また、2020 年（令和２年）に実施した高蔵寺ニュータウンに関するアンケート

調査結果(以下「2020 年（令和２年）調査」という。)では、勤務地等として名古屋

市、小牧市に次いで、瀬戸市、豊田市などの愛知環状鉄道沿線の都市があっ

た。 

 

（２） ニュータウン内及び近隣の工業立地 

高蔵寺ニュータウン内では、北部に位置するサービスインダストリー地区があ

り、環境負荷が比較的小さい工場等の企業が立地している。 

また、高蔵寺ニュータウン周辺では、大規模な工業団地である神屋工業団

地、明知工業団地及び明知東工業団地があり、春日井インターチェンジ周辺で

は、近年、本市が大規模な企業誘致を進めているところである。 

高蔵寺ニュータウンの近隣では、製造業が盛んな豊田市内の企業に関連す

る多数の工場等が立地しており、愛知環状鉄道沿線に隣接して、豊田市鉄工

団地等の工業団地、工場等が立地している。 

 

（３） 近隣の農業 

高蔵寺ニュータウン内には農地は無いが、周辺地区である廻間町や玉野町

等に計 130ha 程の農地が存在する。 

個人で野菜や花の栽培ができる市民農園は、高蔵寺ニュータウンの近隣で

ある白山町や出川町に立地しており、市民の利用ニーズが高く空きがない状況

が続いている。 
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【課題】 

 

（６）公共公益施設の状況 

ア 公民館・集会施設 

公民館が１か所（東部市民センター）、その他の集会施設が 39 か所あ

る。 

東部市民センターには、市役所出張所、図書室、ホール(495 席)、集会

室等があり、さまざまな市民活動に利用されている。その他の集会施設も

含めて、市民活動が活発であり、利用率は高い。 

 

 

 

 

 

イ 学校・児童福祉施設 

高等学校が１校、中学校が４校、小学校が９(平成 28 年度から８)校、幼

稚園が５園、保育園が６園、子どもの家（学童保育）が６施設ある。センター

地区には、子育て支援センターがあり、高蔵寺ニュータウン外からの利用

者も多い。 

 

 

 

ウ 病院・社会福祉施設 

当初の計画により医者村が設けられ、多くの診療所が立地しているが、

医師の高齢化等のため、今後の継続を心配する声がある。高蔵寺ニュー

タウン周辺には、比較的規模の大きな総合病院が２つある。 

 

・職住近接の観点から、雇用の確保・促進をいかに図るか。 

 

 

また、西尾町には、収穫体験等を通じて幅広い世代が農に親しむことができ

る施設「春日井市ふれあい農業公園（愛称：あい農パーク）」が立地している。 

 

 

【課題】 

・職住近接の観点から、の雇用の確保・促進をいかに図るか。 

・愛知環状鉄道沿線上の事業所就業者の居住をいかに促進するか。 

・市民農園ニーズにあったライフスタイルをいかに提供するか。 

 

７ 公共公益サービスの状況 

（１） コミュニティ活動 

コミュニティ活動を支えるサービスとして、東部市民センター（公民館）、グル

ッポふじとう（貸し会議室）があり、東部市民センターは利用率が高いが、グルッ

ポふじとうは利用率が低い。その他の地域の集会施設が 40 か所あり、生涯学

習、サロンなど、様々な用途で使用されており、利用率は高い。 

 

都市再生機構賃貸住宅内では、地域医療福祉拠点化の取組により、岩成台

及び高森台に「連携コミュニティスペース」が設置され、多世代が気軽に立ち寄

れる空間として団地自治会が主体となり子育て支援、高齢者のふれあいなどの

コミュニティ活動が行われている。 

 

（２） 教育・子育て支援 

高等学校が１校、中学校が４校、小学校が８校、幼稚園が５園、保育園が６

園、子どもの家（学童保育）が６施設、小規模保育園が２園、民間児童クラブが２

施設あり、公立サービスを民間サービスが補完している。センター地区には、東

部子育てセンターがあり、高蔵寺ニュータウン外からの利用者も多い。 

 

このほか、高蔵寺駅周辺を中心に学習塾が 15 か所ある。 

 

（３） 医療 

当初の計画により医者村が設けられ、多くの診療所が立地しているが、医師

の高齢化等により、閉院した診療所があり、かかりつけ医の機能が低下してい

る。その一方で、近年、新たな診療所が開院した地域もある。また、高蔵寺ニュ

ータウン周辺には、比較的規模の大きな総合病院が 2 つあり、病院自らがバス

また、西尾町には、収穫体験等を通じて幅広い世代が農に親しむことができ

る施設「春日井市ふれあい農業公園（愛称：あい農パーク春日井）」が立地して

いる。 

 

【課題】 

・職住近接の観点から、雇用の確保・促進をいかに図るか。 

・愛知環状鉄道沿線の事業所就業者の居住をいかに促進するか。 

・市民農園ニーズにあったライフスタイルをいかに提供するか。 

 

７ 公共公益サービスの状況 

（１） コミュニティ活動 

コミュニティ活動を支えるサービスとして、東部市民センター(公民館)、グルッ

ポふじとう(貸し会議室）があり、東部市民センターは利用率が高いが、グルッポ

ふじとうは利用率が低い。その他の地域の集会施設は、2015 年（平成 27 年）と

比較して 1 か所増加し 40 か所あり、生涯学習、サロンなど、様々な用途で使用

されており、利用率は高い。 

都市再生機構賃貸住宅内では、地域医療福祉拠点化の取組により、岩成台

及び高森台に「連携コミュニティスペース」が設置され、多世代が気軽に立ち寄

れる空間として団地自治会が主体となり子育て支援、高齢者のふれあいなどの

コミュニティ活動が行われている。 

 

（２） 教育・子育て支援 

高等学校が１校、中学校が４校、小学校が８校、幼稚園が５園、保育園が６

園、子どもの家（学童保育）が６施設、民間児童クラブが 2 施設あり、小規模保

育園が近年２園開園し、公立サービスを民間サービスが補完している。センタ

ー地区には、東部子育てセンターがあり、高蔵寺ニュータウン外からの利用者

も多い。 

このほか、高蔵寺駅周辺を中心に学習塾が 15 か所ある。 

 

（３） 医療 

当初の計画により医者村が設けられ、多くの診療所が立地しているが、医師

の高齢化等により、閉院した診療所があり、かかりつけ医の機能が低下してい

る。その一方で、近年、新たな診療所が開院した地域もある。また、高蔵寺ニュ

ータウン周辺には、比較的規模の大きな総合病院が 2 つある。自らバスを運行
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社会福祉施設については、土地利用規制が厳しいことから地区内での

立地が進まず、高蔵寺ニュータウン周辺に多くの施設が立地している。ま

た、※地域包括支援センターは地区内には立地していない。 

長年の間、利用が進まなかった県有地では、近年、高齢者、障がい者

のための社会福祉施設の立地が行われるようになってきている。 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

・東部市民センターの公的サービスをいかに充実させるか。 

・東部市民センターのホール、図書室等の文化施設の機能の向上をい

かに図るか。 

・市民の活発な活動を支えるスペースをいかに確保するか。 

・子育て世帯のニーズにあった施設をいかに適正に立地させるか。 

・福祉・医療施設を身近な場所にいかに立地させるか。 

 

（７）社会基盤施設の状況 

ア 道路・駅前広場 

幅員 36ｍの幹線道路とともに、18ｍ以上の補助幹線道路が高蔵寺ニュ

ータウンの骨格を形成しており、大きく育った街路樹によって緑豊かな公

共空間が育まれている。一方、区画道路では歩道の確保、バリアフリー化

の面で充分でないものも多い。 

ＪＲ高蔵寺駅北口広場は、約 11,000 ㎡の面積で、土地利用には比較的

余裕がある。 

過去には、桃花台ニュータウンから新交通システム（平成 18 年に廃止と

なったピーチライナー）が高蔵寺ニュータウン内を通ってＪＲ高蔵寺駅まで

乗り入れる計画があり、これらの比較的余裕のある道路空間は新交通シス

を運行して高蔵寺ニュータウンの利用者を支えている。 

 

（４） 高齢者等への福祉 

日常生活圏域及び※地域包括支援センターの再編が行われ、地域包括ケア

システムが確立した。 

居住系の福祉施設の立地状況は、介護職員の人材不足により施設整備が

計画どおりに進んでいない。 

居宅系の福祉施設は、各地域に一定数は立地しているが、介護職員の人材

不足により、新規の立地があまり進んでいない。 

各地域では、地域包括支援センターや地域福祉コーディネーターにより、住

民主体の介護予防・生活支援サービス事業となる高齢者サロン等高齢者の通

いの場の創出を推進しており、利用件数は増加している。 

都市再生機構賃貸住宅内では、生活支援アドバイザーが設置され、団地居

住者の高齢者の相談、見守り等の取組を行っている。 

 

【課題】 

（削除） 

（削除） 

 

・市民の活発な活動を支えるスペースをいかに確保するか。 

・子育て世帯のニーズにあった施設サービスをいかに充実させるか。 

・福祉・医療施設を身近な場所にいかに立地させるか。 

 

８ 社会基盤施設の状況 

（１） 道路・駅前広場 

幅員 36ｍの幹線道路とともに、18ｍ以上の補助幹線道路が高蔵寺ニュータ

ウンの骨格を形成しており、大きく育った街路樹によって緑豊かな公共空間が

育まれている。一方、区画道路では歩道の確保、バリアフリー化の面で充分で

ないものも多い。 

ＪＲ高蔵寺駅北口広場は、約 11,000 ㎡の面積があり、土地利用には比較的

余裕がある。 

過去には桃花台ニュータウンから新交通システム（平成 18 年に廃止となった

ピーチライナー）が高蔵寺ニュータウン内を通ってＪＲ高蔵寺駅まで乗り入れる

計画があり、これらの比較的余裕のある道路空間は新交通システムの乗り入れ

する病院もあり、高蔵寺ニュータウンの利用者を支えている。 

 

（４） 高齢者等への福祉 

日常生活圏域及び※地域包括支援センターの再編が行われ、地域包括ケア

システムが確立した。 

居住系の福祉施設の立地状況は、介護職員の人材不足により施設整備が

計画どおりに進んでいない。 

居宅系の福祉施設は、各地域に一定数は立地しているが、介護職員の人材

不足により、新規の立地があまり進んでいない。 

各地域では、地域包括支援センターや地域福祉コーディネーターにより、住

民主体の介護予防・生活支援サービス事業となる高齢者サロン等高齢者の通

いの場の創出を推進しており、利用件数は増加している。 

都市再生機構賃貸住宅内では、生活支援アドバイザーが設置され、団地居

住者の高齢者の相談、見守り等の取組を行っている。 

 

【課題】 

 

 

 

・市民の活発な活動を支えるスペースをいかに確保するか。 

・子育て世帯のニーズにあった施設サービスをいかに充実させるか。 

・福祉・医療施設を身近な場所にいかに立地させるか。 

 

８ 社会基盤施設の状況 

（１） 道路・駅前広場 

幅員 36ｍの幹線道路とともに、18ｍ以上の補助幹線道路が高蔵寺ニュータ

ウンの骨格を形成しており、大きく育った街路樹によって緑豊かな公共空間が

育まれている。一方、区画道路では歩道の確保、バリアフリー化の面で充分で

ないものも多い。 

ＪＲ高蔵寺駅北口広場は、約 11,000 ㎡の面積があり、土地利用には比較的

余裕がある。 

過去には桃花台ニュータウンから新交通システム(2006 年（平成 18 年）に廃

止となったピーチライナー)が高蔵寺ニュータウン内を通ってＪＲ高蔵寺駅まで乗

り入れる計画があり、これらの比較的余裕のある道路空間は新交通システムの
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テムの乗り入れに対応することを想定したものでもある。 

 

イ 公園 

一人あたりの公園緑地の面積は 13.7 ㎡であり、市平均の 11.4 ㎡を上

回っており、公園の整備水準は高い。一方、あまり利用がされていない公

園もあり、居住者のニーズに合っていないといった指摘がある。 

都市再生機構賃貸住宅内においては、児童遊園や※プレイロットが設け

られており、今後の団地再生にあたっても、良好な住環境の保全のため、

公園や多目的広場等の確保が期待される。 

 

ウ インフラの老朽化 

当初建設されたインフラは、供用開始から 45 年以上経過しており、道

路、下水道等で老朽化が目立ってきている。一斉に老朽化を迎える時期

に来ており、効率的な対応が求められる。なお、上水道については、改修

工事が平成 11 年までに完了している。 

 

【課題】 

・計画された良好な既存資産（ストック）をいかに次世代につなげるか。 

・道路や公園の豊富なスペースの有効利用をいかに図るか。 

・老朽化しつつある公共インフラの更新をいかに効率的に行うか。 

 

（８）自治組織・市民団体の状況 

ア 自治組織の状況 

自治会・町内会への加入率は 88.9％であり、市平均の 64.9％を大きく

上回っている。このほか、地区社会福祉協議会、地区推進協議会の活動

は比較的活発である。一方、老人クラブへの加入はあまり進んでいない。 

 

小学校の余裕教室を活用し、複数の自治組織が連携して活動する中央

台や東高森台地区、自宅を開放したまち歩きのお祭りや集会所での手作

り居酒屋の開催等のイベントを展開する押沢台地区、地域の人が講師とな

り中高年層が楽しく学びながら、仲間づくりや健康づくりを図れる地域交流

の場を設けている石尾台地区、地域の人による歌や踊り、手芸作品の発

表の場となる芸能大会を開催する岩成台西地区を始めとして、住民による

活動が活発な地区がある一方で、組織化が進まず、活動が活発でない地

に対応することを想定したものでもある。 

 

（２） 公園 

一人あたりの公園緑地の面積は 14.4 ㎡であり、市平均の 11.4 ㎡を上回って

おり、公園の整備水準は高い。一方、あまり利用がされていない公園もあり、居

住者のニーズに合っていないといった指摘がある。 

都市再生機構により高森台団地や岩成台団地等で、児童遊園や※プレイロッ

トの整備、歩行者路の改修等団地屋外環境の整備が進められている。 

 

 

（３） インフラの老朽化 

当初建設されたインフラは供用開始から 50 年以上経過しており、道路や下

水道等で老朽化が目立ってきている。一斉に老朽化を迎える時期に来ており、

修繕、更新工事等を計画的に実施している状況である。 

 

 

【課題】 

・計画された良好な既存資産（ストック）をいかに次世代につなげるか。 

・道路や公園の豊富なスペースの有効利用をいかに図るか。 

・老朽化しつつある公共インフラの更新をいかに効率的に行うか。 

 

９ 自治組織・市民団体の状況 

（１） 自治組織の状況 

 自治会・町内会への加入率は 83.9％で市平均の 59.6％を大きく上回って

いる。このほか、地区社会福祉協議会、地区推進協議会の活動は比較的活発

である。一方、老人クラブへの加入はあまり進んでいない。 

 

また、各地区の特色として、小学校の余裕教室を活用し、複数の自治組織が

連携して活動する中央台や東高森台地区、自宅を開放したまち歩きのお祭り

や集会所での手作り居酒屋の開催等のイベントを展開する押沢台地区、地域

の人が講師となり中高年層が楽しく学びながら、仲間づくりや健康づくりを図れ

る地域交流の場を設けている石尾台地区、地域の人による歌や踊り、手芸作品

の発表の場となる芸能大会を開催する岩成台西地区を始めとして、住民による

活動が活発な地区がある一方で、組織化が進まず、活動が活発でない地区も

乗り入れに対応することを想定したものでもある。 

 

（２） 公園 

一人あたりの公園緑地の面積は 14.4 ㎡であり、市平均の 11.4 ㎡を上回って

おり、公園の整備水準は高い。一方、あまり利用がされていない公園もあり、居

住者のニーズに合っていないといった指摘がある。 

都市再生機構により高森台団地や岩成台団地等で、児童遊園や※プレイロッ

トの整備、歩行者路の改修等団地屋外環境の整備が進められている。 

 

 

（３） インフラの老朽化 

当初建設されたインフラは供用開始から 50 年以上経過しており、道路や下

水道等で老朽化が目立ってきている。一斉に老朽化を迎える時期にきており、

修繕、更新工事等を計画的に実施している状況である。 

 

 

【課題】 

・計画された良好な既存資産（ストック）をいかに次世代につなげるか。 

・道路や公園の豊富なスペースの有効利用をいかに図るか。 

・老朽化しつつある公共インフラの更新をいかに効率的に行うか。 

 

９ 自治組織・市民団体の状況 

（１） 自治組織の状況 

2019 年度（令和元年度）の自治会・町内会への加入率は 83.9％で、2014 年

度（平成 26 年度）の加入率 88.9％より減少しているものの、市平均の 59.6％を

大きく上回っている。このほか、地区社会福祉協議会、地区推進協議会の活動

は比較的活発である。一方、老人クラブへの加入はあまり進んでいない。 

また、各地区の特色として、小学校の余裕教室を活用し、複数の自治組織が

連携して活動する中央台や東高森台地区、自宅を開放したまち歩きのお祭り

や集会所での手作り居酒屋の開催等のイベントを展開する押沢台地区、地域

の人が講師となり中高年層が楽しく学びながら、仲間づくりや健康づくりを図れ

る地域交流の場を設けている石尾台地区、地域の人による歌や踊り、手芸作品

の発表の場となる芸能大会を開催する岩成台西地区を始めとして、住民による

活動が活発な地区がある一方で、組織化が進まず、活動が活発でない地区も
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区もある。 

平成 26 年までは、高蔵寺ニュータウン全体での町内会・自治会の連絡

組織があったが、活動実態が乏しいことから解散した。 

 

イ 市民団体の状況 

高蔵寺ニュータウンに活動拠点を置き、市民活動支援センターに登録

している市民団体は 18 団体ある。また、東部ほっとステーションで活動し

ている市民団体は 10 団体ある。福祉関係の活動を行う団体が多いことが

特徴である。市民団体と自治組織を結ぶ横断的な組織は形成されていな

い。 

 

【課題】 

・自治組織及び市民団体の活動や連携をいかに支援するか。 

・自治組織と市民団体との連携をいかに支援するか。 

 

（９）防災・防犯の状況 

ア 災害の危険性 

高蔵寺ニュータウンがあるエリアは、東海・東南海連動地震の被害想定

では、最大震度、液状化危険度のいずれの面でも比較的安全性の高い場

所にある。また、庄内川の氾濫による浸水危険性も低い。 

 

イ 犯罪の発生状況 

平成 26 年における刑法犯の人口千人あたりの犯罪発生率は 6.89 件

であり、市平均の 10.51 件を大きく下回っており、犯罪危険性の低い地域

であることがわかる。 

 

 

 

【課題】 

・高蔵寺ニュータウンの災害に対する安全性をいかにアピールするか。 

・高蔵寺ニュータウンの治安の良さをいかにアピールするか。 

 

（１０）住民の意識 

平成 19 年に実施した住民意識調査では、住環境への満足度は 74.0％

ある。 

平成 26 年までは、高蔵寺ニュータウン全体での町内会・自治会の連絡組織

があったが、活動実態が乏しいことから解散した。 

 

（２） 市民団体の状況 

高蔵寺ニュータウンに活動拠点を置き、市民活動支援センターに登録してい

る市民団体は 24 団体ある。また、東部ほっとステーションで活動している市民

団体は 10 団体ある。福祉関係の活動を行う団体が多いことが特徴である。市

民団体と自治組織を結ぶ横断的な組織は形成されていない。 

 

 

【課題】 

・自治組織及び市民団体の活動や連携をいかに支援するか。 

・自治組織と市民団体との連携をいかに支援するか。 

 

10 防災・防犯の状況 

（１） 災害の危険性 

高蔵寺ニュータウンがあるエリアは、愛知県東海地震・東南海地震・南海地

震等の被害想定では、最大震度、液状化危険度の、いずれの面でも市内他地

域と比べて低い。また、庄内川の氾濫による浸水危険性も低い。 

 

（２） 犯罪の発生状況 

令和元年における刑法犯の人口千人あたりの犯罪発生率は 3.36 件であり、

市平均の 5.60 件を下回っている。 

 

 

 

 

【課題】 

・高蔵寺ニュータウンの災害に対する地理的状況をいかにアピールするか。 

・高蔵寺ニュータウンの治安の状況をいかにアピールするか。 

 

11 住民の意識 

 令和２年調査では、住環境について「まちの活気」、「高齢者や障がい者のた

ある。 

2014 年（平成 26 年）までは、高蔵寺ニュータウン全体での町内会・自治会の

連絡組織があったが、活動実態が乏しいことから解散した。 

 

（２） 市民団体の状況 

高蔵寺ニュータウンに活動拠点を置き、市民活動支援センターに登録してい

る市民団体は 2015 年（平成 27 年）と比較して 6 団体増加し 24 団体ある。ま

た、東部ほっとステーションで活動している市民団体は 10 団体ある。福祉関係

の活動を行う団体が多いことが特徴である。市民団体と自治組織を結ぶ横断的

な組織は形成されていない。 

 

【課題】 

・自治組織及び市民団体の活動や連携をいかに支援するか。 

・自治組織と市民団体との連携をいかに支援するか。 

 

10 防災・防犯の状況 

（１） 災害の危険性 

高蔵寺ニュータウンがあるエリアは、愛知県東海地震・東南海地震・南海地

震等の被害想定では、最大震度、液状化危険度の、いずれの面でも市内他地

域と比べて低い。また、庄内川の氾濫による浸水危険性も低い。 

 

（２） 犯罪の発生状況 

2019 年（令和元年）における刑法犯の人口千人あたりの犯罪発生件数は、

2014 年（平成 26 年）の 6.89 件から減少し 3.36 件であり、市平均の 5.60 件を

下回っている。 

 また、町内会や市民活動団体等では「防犯パトロール」等の防犯に関する取り

組みが実施されている。 

 

【課題】 

・高蔵寺ニュータウンの災害に対する地理的状況をいかにアピールするか。 

・高蔵寺ニュータウンの治安の状況をいかにアピールするか。 

 

11 住民の意識 

2020 年（令和２年）調査では、住環境について「まちの活気」、「高齢者や障
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と高く、「緑の豊かさ」、「静かさ」、「まち並み」に対する評価が高い。一方、

「高齢化」、「子どもの減少」、「歩きにくい」といった課題が強く認識されて

いる。住民としては「にぎわい」よりも「落ち着いた雰囲気」を重視する人が

多く、74.5％となっている。 

 

 

 

 

【課題】 

・豊かな既存資産（ストック）や良好な住環境をいかに保全するか。 

・少子高齢化、移動の困難さといった重要課題にいかに対応するか。 

・若い世代の流入促進と良好な住宅環境の確保をいかに両立させる

か。 
 

めの福祉施設の充実」、「徒歩や自転車での行動のしやすさ」については、満

足度が低く、一方で、重要度が高くなっており、満足度と重要度で差がみられ

る。 

また、10 年後も住み続けたいと思うために、特に充実すべきと思う項目は、

「高齢化の進行に伴う福祉サービスの充実」、「子育てしやすい環境の充実」、

「家からバス停や店舗への移動手段の確保」、「公共交通の維持・向上」が高く

なっている。 

 

【課題】 

・豊かな既存資産（ストック）や良好な住環境をいかに保全するか。 

・少子高齢化、移動の困難さといった重要課題にいかに対応するか。 

・若い世代の流入促進と良好な住宅環境の確保をいかに両立させるか。 

 
 

がい者のための福祉施設の充実」、「徒歩や自転車での行動のしやすさ」につ

いては、満足度が低く、一方で、重要度が高くなっており、満足度と重要度で差

がみられる。 

また、10 年後も住み続けたいと思うために、特に充実すべきと思う項目は、

「高齢化の進行に伴う福祉サービスの充実」、「子育てしやすい環境の充実」、

「家からバス停や店舗への移動手段の確保」、「公共交通の維持・向上」が高く

なっている。 

 

【課題】 

・豊かな既存資産（ストック）や良好な住環境をいかに保全するか。 

・少子高齢化、移動の困難さといった重要課題にいかに対応するか。 

・若い世代の流入促進と良好な住宅環境の確保をいかに両立させるか。 
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第２章 高蔵寺リ・ニュータウン計画 

１ 基本理念と目標                           

（１） リ・ニュータウンの基本理念 

ア リ・ニュータウン 

高蔵寺ニュータウンのまちづくりは、計画的に整備されたニュータウンの成熟

した資産（ストック）を活かしつつ、更新（リノベーション）を重ねながら、新たな若

い世代への居住の魅力と全ての住民への安らぎを提供し続けるために、「ほっ

とできるふるさとでありながら、新たな価値を提供し続ける“まち”であり続けるこ

と」（リ・ニュータウン）を目指す。 

イ ７つの基本理念 

リ・ニュータウンのまちづくりを推進するための７つの基本的な理念を次に掲

げる。 

①成熟した資産の継承 

計画的に整備されたインフラ、周囲の豊かな自然とまちが育てた緑、多様で

豊富な住宅ストック、活発な地域住民の活動等、成熟した資産を継承し、その

魅力を活かしたまちづくりを進める。 

②公共施設・生活利便施設の集約化とネットワークの構築 

生活に必要なサービスを供給できる拠点を適切に配置し、公共施設や生活

利便施設を集約化するとともに、相互に連携したネットワークを構築する。 

③暮らしと仕事の多様性の確保 

多様な年齢、個性を持った人々が共に居住（※ソーシャルミックス）し、交流

し、連携することができるように、住まいと活動の場を提供するとともに、誰もが

使いやすい（ユニバーサルな）空間とサービスの提供を推進する。大都市へ

の通勤のみではなく、在宅ワーク、※シニアベンチャー、※コミュニティビジネス

を始めとした多様な働き方を実現し、地域内にも雇用を生み出すことができる

環境整備を進める。 

④住民・事業者・市の協働の推進 

住民一人ひとりがまちづくりの主体であることを基礎としつつ、自治組織、市

民団体、地域の事業者及び市がそれぞれの役割と責任を明確にしつつ、力を

合わせてまちづくりに貢献する。 

⑤持続可能な都市経営の仕組みの構築 

常に新たな居住者が流入するように、住宅等の既存資産（ストック）が適切に

市場で流通し、まちの機能更新が継続的に行われるようにすることで、地域内

の経済循環を生み出し、まちづくりの財源の確保を目指す。 

第３章 高蔵寺リ・ニュータウン計画 

１ 基本理念と目標                            

（１） リ・ニュータウンの基本理念 

ア リ・ニュータウン 

高蔵寺ニュータウンのまちづくりは、計画的に整備されたニュータウンの成

熟した資産（ストック）を活かしつつ、更新（リノベーション）を重ねながら、新た

な若い世代への居住の魅力と全ての住民への安らぎを提供し続けるために、

「ほっとできるふるさとでありながら、新たな価値を提供し続ける“まち”であり続

けること」（リ・ニュータウン）を目指す。 

イ ７つの基本理念 

リ・ニュータウンのまちづくりを推進するための７つの基本的な理念を次に掲

げる。 

①成熟した資産の継承 

計画的に整備されたインフラ、周囲の豊かな自然とまちが育てた緑、多様

で豊富な住宅ストック、活発な地域住民の活動等、成熟した資産を継承し、そ

の魅力を活かしたまちづくりを進める。 

②公共施設・生活利便施設の集約化とネットワークの構築 

生活に必要なサービスを供給できる拠点を適切に配置し、公共施設や生

活利便施設を集約化するとともに、相互に連携したネットワークを構築する。 

③暮らしと仕事の多様性の確保 

多様な年齢、個性を持った人々が共に居住（※ソーシャルミックス）し、交

流し、連携することができるように、住まいと活動の場を提供するとともに、誰

もが使いやすい（ユニバーサルな）空間とサービスの提供を推進する。大都

市への通勤のみではなく、在宅ワーク、※シニアベンチャー、※コミュニティビ

ジネスを始めとした多様な働き方を実現し、地域内にも雇用を生み出すこと

ができる環境整備を進める。 

④住民・事業者・市の協働の推進 

住民一人ひとりがまちづくりの主体であることを基礎としつつ、自治組織、市

民団体、地域の事業者及び市がそれぞれの役割と責任を明確にしつつ、力

を合わせてまちづくりに貢献する。 

⑤持続可能な都市経営の仕組みの構築 

常に新たな居住者が流入するように、住宅等の既存資産（ストック）が適切

に市場で流通し、まちの機能更新が継続的に行われるようにすることで、地域

内の経済循環を生み出し、まちづくりの財源の確保を目指す。 

第３章 高蔵寺リ・ニュータウン計画 

１ 基本理念と目標   

（１） リ・ニュータウンの基本理念 

ア リ・ニュータウン 

高蔵寺ニュータウンのまちづくりは、計画的に整備されたニュータウンの成

熟した資産（ストック）を活かしつつ、更新(リノベーション)を重ねながら、新たな

若い世代への居住の魅力と全ての住民への安らぎを提供し続けるために、

「ほっとできるふるさとでありながら、新たな価値を提供し続ける“まち”であり続

けること」（リ・ニュータウン）を目指す。 

イ ７つの基本理念 

リ・ニュータウンのまちづくりを推進するための７つの基本的な理念を次に掲

げる。 

①成熟した資産の継承 

計画的に整備されたインフラ、周囲の豊かな自然とまちが育てた緑、多様

で豊富な住宅ストック、活発な地域住民の活動等、成熟した資産を継承し、そ

の魅力を活かしたまちづくりを進める。 

②公共施設・生活利便施設の集約化とネットワークの構築 

生活に必要なサービスを供給できる拠点を適切に配置し、公共施設や生

活利便施設を集約化するとともに、相互に連携したネットワークを構築する。 

③暮らしと仕事の多様性の確保 

多様な年齢、個性を持った人々が共に居住（※ソーシャルミックス）し、交

流し、連携することができるように、住まいと活動の場を提供するとともに、誰

もが使いやすい（ユニバーサルな）空間とサービスの提供を推進する。大都

市への通勤のみではなく、在宅ワーク、※シニアベンチャー、※コミュニティビ

ジネスを始めとした多様な働き方を実現し、地域内にも雇用を生み出すこと

ができる環境整備を進める。 

④住民・事業者・市の協働の推進 

住民一人ひとりがまちづくりの主体であることを基礎としつつ、自治組織、市

民団体、地域の事業者及び市がそれぞれの役割と責任を明確にしつつ、力

を合わせてまちづくりに貢献する。 

⑤持続可能な都市経営の仕組みの構築 

常に新たな居住者が流入するように、住宅等の既存資産（ストック）が適切

に市場で流通し、まちの機能更新が継続的に行われるようにすることで、地域

内の経済循環を生み出し、まちづくりの財源の確保を目指す。 
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⑥高蔵寺ニュータウンを核とした周辺・広域との連携強化 

まちづくりにより創出されるサービスは、高蔵寺ニュータウン内のみではなく、

周辺地域も対象圏域とすることにより、持続可能な質と量を確保することができ

る。また、行政区域を超えて、近接する住宅地の魅力を連携して創造・発信す

ることにより、魅力的な住宅地としての認知を高める。 

⑦まちの新たなブランド力の創造と発信 

「高蔵寺ニュータウン」が魅力的な住宅地のブランドとして広く認知され、新た

な居住者の流入につながるよう、成熟した資産を活かしつつ、機能とデザインの

更新を図り、まちの魅力の創造と発信を行う。 

 

（２） 計画期間 

 

平成 28 年度から 10 年間において、着手、実施又は検討するプロジェクト、

施策について計画する。 

（３） 計画区域 

高蔵寺ニュータウンの区域（日本住宅公団春日井都市計画高蔵寺土地区画

整理事業区域）内で実施又は適用するプロジェクト、施策について計画する。た

だし、高蔵寺ニュータウンの区域を超えて実施又は適用されるプロジェクト、施策

についても対象とする。 

 

 

（４） 施策の構成 ⇒ 移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥高蔵寺ニュータウンを核とした周辺・広域との連携強化 

まちづくりにより創出されるサービスは、高蔵寺ニュータウン内のみではな

く、周辺地域も対象圏域とすることにより、持続可能な質と量を確保することが

できる。また、行政区域を超えて、近接する住宅地の魅力を連携して創造・発

信することにより、魅力的な住宅地としての認知を高める。 

⑦まちの新たなブランド力の創造と発信 

「高蔵寺ニュータウン」が魅力的な住宅地のブランドとして広く認知され、新

たな居住者の流入につながるよう、成熟した資産を活かしつつ、機能とデザイ

ンの更新を図り、まちの魅力の創造と発信を行う。 

  

（２） 計画の範囲 

 ア 計画期間 

令和３(2021)年度から 10 年間において、推進（着手、実施又は検討）する

プロジェクト、施策について計画する。 

イ 計画区域 

計画区域は、日本住宅公団春日井都市計画高蔵寺土地区画整理事業区域

に加え、高蔵寺駅周辺への効果を考え、高蔵寺町北２丁目及び北４丁目並び

に白山町１丁目の全域とし、計画区域内で推進するプロジェクト、施策につい

て計画する。ただし、計画区域を超えて実施又は適用されるプロジェクト、施策

についても対象とする。 

 

（３） 人口の将来像の調査研究 

平成 28(2016)年に策定したリ・ニュータウン計画では、旧計画区域におい

て、平成 27 年の人口 45,217 人を基準として、平成 37 年までの 10 年間で

48,000 人の人口に達することを目標として掲げた。 

しかし、令和元 (2019)年時点の人口は 44,821 人であり、人口の減少は依

然として続いている状況下において、令和元年度に住宅・人口フレーム検討

を行った結果、現状のままで特段の対策をとらない場合、令和３(2021)年度か

らの 10 年間において、2020 年の約 43,000 人から 2030 年には約 39,000 人

まで減少するという予測を行った。 

 その上で、本計画区域における人口の将来像を調査研究し、次のとおり、対

策の程度に応じた人口規模を設定したシナリオを３つ作成した。 

 これらのシナリオを参考とし、人口目標等の設定を行うこととする。 

 

⑥高蔵寺ニュータウンを核とした周辺・広域との連携強化 

まちづくりにより創出されるサービスは、高蔵寺ニュータウン内のみではな

く、周辺地域も対象圏域とすることにより、持続可能な質と量を確保することが

できる。また、行政区域を超えて、近接する住宅地の魅力を連携して創造・発

信することにより、魅力的な住宅地としての認知を高める。 

⑦まちの新たなブランド力の創造と発信 

「高蔵寺ニュータウン」が魅力的な住宅地のブランドとして広く認知され、新

たな居住者の流入につながるよう、成熟した資産を活かしつつ、機能とデザイ

ンの更新を図り、まちの魅力の創造と発信を行う。 

  

（２） 計画の範囲 

ア 計画期間 

2021 年度（令和３年度）から 10 年間において、推進（着手、実施又は検

討）するプロジェクト、施策について計画する。 

イ 計画区域 

計画区域は、日本住宅公団春日井都市計画高蔵寺土地区画整理事業区域

に加え、高蔵寺駅周辺への効果を考え、高蔵寺町北２丁目及び北４丁目並び

に白山町１丁目の全域とし、計画区域内で推進するプロジェクト、施策につい

て計画する。ただし、計画区域を超えて実施又は適用されるプロジェクト、施策

についても対象とする。 

 

（３） 人口の将来像の調査研究 

2016 年（平成 28 年）に策定したリ・ニュータウン計画では、旧計画区域に

おいて、2015 年（平成 27 年）の人口 45,217 人を基準として、2025 年（令和７

年）までの 10 年間で 48,000 人の人口に達することを目標として掲げた。 

しかし、2019 年（令和元年）時点の人口は 44,821 人であり、人口の減少は

依然として続いている状況下において、2019 年度に住宅・人口フレーム検討

を行った結果、現状のままで特段の対策をとらない場合、2021 年度からの 10

年間において、2020 年（令和２年）の約 43,000 人から 2030 年（令和 12 年）

には約 39,000 人まで減少するという予測を行った。 

その上で、本計画区域における人口の将来像を調査研究し、次のとおり、

対策の程度に応じた人口規模を設定したシナリオを３つ作成した。 

これらのシナリオを参考とし、人口目標等の設定を行うこととする。 
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（５） 目標 

プロジェクト及び施策の推進により達成を図る目標を次のとおり掲げる。 

 

ア 人口・世帯の目標 

 

 【目標値の考え方】 

 世代間の均衡を確保し、多世代が共生する社会を実現するために、若年

ファミリー世帯の流入を図る施策を積極的に講じることにより、高蔵寺ニュー

タウンで新築される住宅及び流通する中古住宅に若年ファミリー世帯が流入

する想定で算出したもの。 

項目 基準値 目標値 

人口 

45,217 人 

（平成 27.4.1） 

48,000 人 

（平成 37 年） 

子育て世帯（18 歳未満の

子どもがいる世帯）の割合 

 

 

19.7％ 

（平成 27.4.1） 

25％ 

（平成 37 年） 

項目 

基準値 

（2020 年） 

将来像（2030 年） 

シナリオ１ 

現状水準の

確保 

シナリオ２ 

ストック活用の

充実 

シナリオ３ 

新規需要の開拓 

人口規模 43,000 人 43,000 人 46,000 人 48,000 人 

シナリオの

考え方 

 計画の基本

的な対策を着

実に推進。 

既存住宅の流

通促進を図るた

めの最大限の

対策を充実。 

駅・センター地区周

辺で新規の住宅供給

を喚起するために最

大限の対策を敢行。 

 

（４） 目標 

住宅・人口フレーム検討結果を踏まえ、プロジェクト及び施策の推進により

達成を図る人口目標値を５年後、10 年後の２段階で次のとおり掲げる。 

ア 人口・世帯の目標 

 

【目標値の考え方】 

 世代間の均衡を確保し、多世代が共生する社会を実現するため、先行プ

ロジェクト及び展開プロジェクトの段階的な推進により、子育て世帯の流入

を図る施策、住宅流通を促進する施策を積極的に講じることにより、高蔵寺

ニュータウンで新築される住宅及び流通する中古住宅に若年ファミリー世

帯が流入する想定で算出したもの。 

項目 
基準値 

（令和２年４月１日） 

目標値 

令和７年 令和 12 年 

人口 43,631 人 43,000 人 46,000 人 

子育て世帯（18

歳未満の子ども

がいる世帯）の

割合 

16.8％ 19％ 22％ 

項目 

基準値 

（2020 年） 

将来像（2030 年） 

シナリオ１ 

現状水準の確保 

シナリオ２ 

ストック活用の充実 

シナリオ３ 

新規需要の開拓 

人口規模 43,000 人 43,000 人 46,000 人 48,000 人 

シナリオの

考え方 

 計画の基本的な

対策を着実に推

進。 

既存住宅の流通促

進を図るための最

大限の対策を充

実。 

駅・センター地区周

辺で新規の住宅供給

を喚起するために最

大限の対策を敢行。 

       

（４） 目標 

住宅・人口フレーム検討結果を踏まえ、プロジェクト及び施策の推進により

達成を図る人口目標値を５年後、10 年後の２段階で次のとおり掲げる。 

ア 人口・世帯の目標 

 

【目標値の考え方】 

世代間の均衡を確保し、多世代が共生する社会を実現するため、先行プ

ロジェクト及び展開プロジェクトの段階的な推進により、子育て世帯の流入を

図る施策、住宅流通を促進する施策を積極的に講じることにより、高蔵寺ニ

ュータウンで新築される住宅及び流通する中古住宅に若年ファミリー世帯が

流入する想定で算出したもの。 

項目 
基準値 

（2020 年４月１日） 

目標値 

2025 年 2030 年 

人口 43,631 人 43,000 人 46,000 人 

子育て世帯（18

歳未満の子ども

がいる世帯）の

割合 

16.8％ 19％ 22％ 

イ 成果指標 

成果指標として次の６つの指標と目標値を設定する。 

（５） 成果指標と評価方法 

成果指標として次の６つの指標と目標値を設定する。 

（５） 成果指標と評価方法 

成果指標として次の６つの指標と目標値を設定する。 
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※１ 公共交通は、名鉄バス、かすがいシティバス、デマンド交通（平成 27 年度

は０％）で算出 

※２ 長寿命化対策とは、公園施設長寿命化計画に基づき適切に維持管理さ

れている公園施設の遊具の改築を進めるもの 

※３ ＪＲ中央本線及び愛知環状鉄道の乗降客数を合算したもの 

※４ 基準値は市のホームページの閲覧数 

 

分野 成果指標 基準値 
目標値 

（平成 37 年度） 
目標値の考え方 

住宅流通 

 

 

戸建住宅

の空き家

率 

3.2％ 

（平成 26

年度） 

3.2％以下 

 

戸建空き家の流通促進により、

現状値以下を目指す 

交通 

 

 

 

公共交通

の人口カ

バー率

（※１） 

76.2％ 

（平成 27

年度） 

 

 

85％ 

 

 

現行交通の維持、※デマンド交

通の導入等により、おおむね

10％の上昇を目指す 

 

※地域包

括ケア 

 

 

要介護等

認定率 

 

12.2％ 

（平成 27

年度） 

21％以下 

 

地域包括ケアシステムの構築

により、平成 37 年度における

市全域の推計値以下を目指す 

既存資産

（ストック）の

活用 

長寿命化

対策を実

施した公

園数【累

計】（※２） 

７公園 

（平成 26

年度） 

15 公園 

引き続き、長寿命化対策を実

施することにより、現状のおお

むね２倍の実施数を目指す 

広域連携 

高蔵寺駅

の１日平

均乗降客

数（※３） 

50,033 人 

（平成 26

年度） 

51,000 人 

名古屋方面及び豊田方面への

通勤者の居住促進により、現状

維持を目指す 

情報発信 

ホームペ

ージ年間

アクセス

件数（※

４） 

6,851 件 

（平成 26

年度） 

30,000 件 

専用ホームページの作成等に

より、現状のおおむね４倍の件

数を目指す 

 

※１ 公共交通は、名鉄バス、かすがいシティバス、デマンド交通（令和２年度

は０％）で算出 

※２ 長寿命化対策とは、公園施設長寿命化計画に基づき適切に維持管理

されている公園施設の遊具の改築を進めるもの 

※３ ＪＲ中央本線及び愛知環状鉄道の乗降客数を合算したもの 

※４ 基準値は、高蔵寺ニュータウン公式サイトのＳＮＳであるツイッター、イン

スタグラムのフォロワー数の合算数 

分野 成果指標 
基準値 

（注） 

目標値 

（令和 12 年度）
目標値の考え方 

住宅流通 
戸建住宅の空

き家率 

2.6％ 

（令和２年

度） 

2.6％以下 

戸建空き家の流通促進

により、現状値以下を目

指す 

交通 

公共交通の人

口カバー率

（※１） 

77.3％ 

（令和元年

度） 

85％ 

現行交通の維持、※デマ

ンド交通の導入等によ

り、おおむね 10％の上

昇を目指す 

※地域包括

ケア 

要介護等認定

率 

15.2％ 

（令和２年

度） 

 23.5％以

下 

地域包括ケアシステムの

継続的な推進により、令

和 12 年における市全域

の推計値以下を目指す。 

既存資産

（ストック）の

活用 

長寿命化対策

を実施した公

園数【累計】

（※２） 

15 公園 

（令和元年

度） 

 25 公園 

引き続き、長寿命化対策

を実施することにより、お

おむね 1.5 倍の実施数を

目指す 

広域連携 

高蔵寺駅の１

日平均乗降客

数（※３） 

51,935 人 

（令和元年

度） 

52,000 人 

名古屋方面及び豊田方

面への通勤者の居住促

進により、現状維持を目

指す 

情報発信 

高蔵寺ニュー

タウン公式サ

イト SNS のフ

ォロワー数（※

４） 

０人 

（令和２年

度） 

10,000 人 

SNS を活用した積極的な

情報発信等により、フォロ

ワーの獲得を目指す 

 

 

※１ 公共交通は、名鉄バス、かすがいシティバス、デマンド交通（2020 年度

は０％）で算出 

※２ 長寿命化対策とは、公園施設長寿命化計画に基づき適切に維持管理

されている公園施設の遊具の改築を進めるもの 

※３ ＪＲ中央本線及び愛知環状鉄道の乗降客数を合算したもの 

※４ 基準値は、高蔵寺ニュータウン公式サイトのＳＮＳであるツイッター、イン

スタグラムのフォロワー数の合算数 

分野 成果指標 
基準値 

（注） 

目標値 

（2030 年度） 
目標値の考え方 

住宅流通 
戸建住宅の

空き家率 

2.8％ 

（2020 年度） 
2.8％以下 

戸建空き家の流通促進

により、現状値以下を目

指す 

交通 

公共交通の

人口カバー率

（※１） 

76.7％ 

（2019 年度） 
85％ 

現行交通の維持、※デマ

ンド交通の導入等により、

おおむね 10％の上昇を

目指す 

※地域包括

ケア 

要介護等認

定率 

15.2％ 

（2020 年度） 
 23.5％以下 

地域包括ケアシステムの

継続的な推進により、

2030 年における市全域

の推計値以下を目指す。

既存資産（ス

トック）の活用 

長寿命化対

策を実施した

公園数【累

計】（※２） 

15 公園 

（2019 年度） 
 25 公園 

引き続き、長寿命化対策

を実施することにより、お

おむね 1.5 倍の実施数を

目指す 

広域連携 

高蔵寺駅の１

日平均乗降

客数（※３） 

51,935 人 

（2019 年度） 
52,000 人 

名古屋方面及び豊田方

面への通勤者の居住促

進により、現状維持を目

指す 

情報発信 

高蔵寺ニュー

タウン公式サ

イト SNS のフ

ォロワー数

（※４） 

０人 

（2020 年度） 
10,000 人 

SNS を活用した積極的な

情報発信等により、フォロ

ワーの獲得を目指す 

（４）施策の構成 ⇒ 移動 

基本理念の実現を目指して、計画期間及び計画区域において実施する施

策を次のように構成する。 

 

 

①先導的な主要プロジェクト（30～38 ページに記載） 

複数の施策をまとめて一体で実施するプロジェクト型の取組を「先導的な主

要プロジェクト」として掲げ、速やかな効果の発現による計画の着実な推進を誘

導する。 

２ 施策の構成 

基本理念の実現を目指して、計画期間及び計画区域において推進する施

策を次のように構成する。 

これらの施策の効果については、高蔵寺リ・ニュータウン推進会議において

各目標値に照らして評価・検証を行い、計画の実施、見直しに反映する。 

①先導的な主要プロジェクト（P42～P49 ページに記載） 

複数の施策をまとめて一体で推進するプロジェクト型の取組を「先導的な主

要プロジェクト」として掲げ、速やかな効果の発現による計画の着実な推進を

誘導する。 

２ 施策の構成 

基本理念の実現を目指して、計画期間及び計画区域において推進する施

策を次のように構成する。 

これらの施策の効果については、高蔵寺リ・ニュータウン推進会議において

各目標値に照らして評価・検証を行い、計画の実施、見直しに反映する。 

①先導的な主要プロジェクト（P46～P53 ページに記載） 

複数の施策をまとめて一体で推進するプロジェクト型の取組を「先導的な主

要プロジェクト」として掲げ、速やかな効果の発現による計画の着実な推進を

誘導する。 
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②課題に応じた主要な施策（39～44 ページに記載） 

第１章で整理した課題に対応するために推進する主要な施策を掲げる。これ

らの施策の推進の中で、特に一体で実施するものを①でプロジェクトとして提示

している。 

 

 

 

 

② 課題に応じた主要な施策（P50～P55 ページに記載） 

第２章で整理した課題に対応するために推進する主要な施策を掲げる。こ

れらの施策の推進の中で、特に一体で実施するものを①でプロジェクトとして

提示している。 

③ 新たな課題への対応 

高蔵寺ニュータウンのまちづくりのために、今後考慮すべき新たな課題に

ついて、検討の方向性を提示している。今後、検討を深め、施策の追加・充実

を図る必要がある。 

②課題に応じた主要な施策（P54～P59 ページに記載） 

第２章で整理した課題に対応するために推進する主要な施策を掲げる。こ

れらの施策の推進の中で、特に一体で実施するものを①でプロジェクトとして

提示している。 

③新たな課題への対応 

高蔵寺ニュータウンのまちづくりのために、今後考慮すべき新たな課題に

ついて、検討の方向性を提示している。今後、検討を深め、施策の追加・充実

を図る必要がある。 

２ 先導的な主要プロジェクト                     

高蔵寺リ・ニュータウン計画をできる限り早く実現するため、先導的な主要プ

ロジェクトを次のとおり推進する。 

先導的な主要プロジェクトには、２年以内に着手する「先行プロジェクト」と先

行プロジェクトの効果を検証して展開を図る「展開プロジェクト」、プロジェクト及

び施策の実施状況を内外に積極的に発信する「情報発信プロジェクト」の３つ

がある。 

 

（１） 先行プロジェクト（２年以内に着手。本項目ウは平成 31 年３月追加） 

ア 旧小学校施設（旧藤山台東小学校）を活用した多世代交流拠点の整備 

【プロジェクトの概要】 

旧藤山台東小学校の施設を活用し、子ども、子育て世帯、高齢者等を始めと

した多世代が交流する拠点を整備する。近接するセンター地区と連携しつつ、

隣接する中学校、高校と一体となった「まなびと交流のセンター」として位置づ

ける。 

【創造する活動のイメージ】 

子どもの居場所や介護相談を始めとして、子ども、子育て世帯、高齢者等に

とって必要なサービスが受けられるようにするとともに、図書室や交流の場等で

多世代がゆるやかに交流することができる。 

【具体的な取組の例】 

①公共系：図書室、児童館、地域包括支援センター 

②民間系：※コミュニティカフェ（交流の場）、市民活動のスペース 

③運動場、体育館は、活動に必要な規模を確保して市民向けに開放 

④近接する敷地に保育園を移転することを検討 

⑤東部市民センターは、ホールと連動した芸術・文化機能や市民活動の場

を充実 

３ 先導的な主要プロジェクト 

高蔵寺リ・ニュータウン計画をできる限り早く実現するため、先導的な主要

プロジェクトを次のとおり推進する。 

先導的な主要プロジェクトには、２年以内に着手する「先行プロジェクト」と

先行プロジェクトの効果を検証して展開を図る「展開プロジェクト」、プロジェク

ト及び施策の実施状況を内外に積極的に発信する「ニュータウン・プロモーシ

ョン」の３つがある。 

 

（１） 先行プロジェクト（２年以内に着手） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 先導的な主要プロジェクト 

高蔵寺リ・ニュータウン計画をできる限り早く実現するため、先導的な主要

プロジェクトを次のとおり推進する。 

先導的な主要プロジェクトには、２年以内に着手する「先行プロジェクト」と

先行プロジェクトの効果を検証して展開を図る「展開プロジェクト」、プロジェク

ト及び施策の実施状況を内外に積極的に発信する「ニュータウン・プロモーシ

ョン」の３つがある。 

 

（１） 先行プロジェクト（２年以内に着手） 
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＜周辺の整備＞ 

⑥施設周辺の交通環境を改善するため、歩道の拡幅等を実施 

＜運営＞ 

⑦公民連携で設立するまちづくり会社により、施設を可能な限り一体的に管

理・運営 

⑧公益性に配慮しつつ、持続的な経営が可能となるように収益を確保 

⑨図書室については、子育て世帯・子ども・※ヤングアダルト向けの蔵書の充

実、高蔵寺ニュータウンに関する文献・資料の※アーカイブ機能、希少な蔵書を

有する住民からの寄贈を活用する等、高蔵寺ニュータウンの特性に応じた特色

ある施設となるよう、工夫を凝らした運営を指向 

 

 

ウ スマートウェルネスを目指した団地再生の推進 

【プロジェクトの概要】 

高森台地区をモデルとして都市再生機構の団地再生と連携し、都市再生

機構賃貸住宅、高森山、県有地を含むエリアを拠点に、高蔵寺ニュータウン

全域でスマートウェルネスを目指したまちづくりを推進する。 

【創造する活動のイメージ】 

医療及び福祉の施設が整備され、都市再生機構賃貸住宅エリアだけでな

く、戸建住宅エリアでもサービスが受けやすくなり、健康な生活を長く続けられる

ようになる。自宅に住み続けたい人、より利便性を求める人を始めとした、多様

な居住ニーズが満たされる。 

【具体的な取組の例】 

①都市再生機構賃貸住宅、県有地等において、地域包括ケアに寄与する在

宅看護・介護の事業所等の医療・福祉施設の誘導を図るとともに、※サービ

ス付き高齢者向け住宅（以下「サ高住」という。）等については需要に応じて

適切に整備 

②高森山周辺を拠点として、ウォーキング等のスポーツ・健康づくり機能を充実 

③既存の戸建住宅を対象にサ高住並みのサービスを提供する事業所、歩いて

通うことができる場所にあるデイサービス施設を始めとした、空き家等を活用

した身近な介護の拠点づくりを推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 団地再生によるモデル住宅地づくり：高森台スマートウェルネスの整備 

【プロジェクトの概要】 

高森台地区をモデルとして都市再生機構の団地再生と連携し、都市再生

機構賃貸住宅、高森山、県有地を含むエリアを拠点に、高蔵寺ニュータウン

全域でスマートウェルネスを目指したまちづくりを推進する。 

【創造する活動のイメージ】 

子育て世代、高齢者等の多様な居住者が安心して健康な生活を長く続け

られるようになる。自宅に住み続けたい人、より利便性を求める人を始めとし

た、多様な居住ニーズが満たされる。 

 

【具体的な取組の例】 

①高森台団地の団地再生事業により、都市再生機構の団地の集約化を図

る中で、民間活力の導入により、子育て世代、高齢者等が安心して健康

に暮らすことができるモデル的な住宅地づくりを推進し、ニュータウン全体

へ展開 

②隣接する高森山公園において、ウォーキング等のスポーツ・健康づくりの

ための機能を充実するとともに、住民参加により維持管理、活用促進を推

進 

③センター地区に近接するエリアにおいて、生活利便施設を充実し、センタ

ー地区とのにぎわいの連続性を向上 

④高森台団地の団地再生事業エリア、県有地等において、地域包括ケアに

寄与する在宅看護・介護の事業所等の医療・福祉施設の誘導を図るととも

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 団地再生によるモデル住宅地づくり：高森台※スマートウェルネスの整備 

【プロジェクトの概要】 

高森台地区をモデルとして都市再生機構の団地再生と連携し、都市再

生機構賃貸住宅、高森山、県有地を含むエリアを拠点に、高蔵寺ニュータ

ウン全域でスマートウェルネスを目指したまちづくりを推進する。 

【創造する活動のイメージ】 

子育て世代、高齢者等の多様な居住者が安心して健康な生活を長く続け

られるようになる。自宅に住み続けたい人、より利便性を求める人を始めとし

た、多様な居住ニーズが満たされる。 

 

【具体的な取組の例】 

①高森台団地の団地再生事業により、都市再生機構の団地の集約化を図

る中で、民間活力の導入により、子育て世代、高齢者等が安心して健康

に暮らすことができるモデル的な住宅地づくりを推進し、ニュータウン全体

へ展開 

②隣接する高森山公園において、ウォーキング等のスポーツ・健康づくりの

ための機能を充実するとともに、住民参加により維持管理、活用促進を推

進 

③センター地区に近接するエリアにおいて、生活利便施設を充実し、センタ

ー地区とのにぎわいの連続性を向上 

④高森台団地の団地再生事業エリア、県有地等において、地域包括ケアに

寄与する在宅看護・介護の事業所等の医療・福祉施設の誘導を図るととも
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イ 民間活力を導入したＪＲ高蔵寺駅周辺の再整備 

【プロジェクトの概要】 

ＪＲ高蔵寺駅周辺については、高蔵寺ニュータウン及び周辺地区の玄関口

として魅力ある顔づくりを推進する。駅北口周辺の再編整備、駅南口周辺や

地下道空間の改善による駅南北の一体感の向上等を図る。 

【創造する活動のイメージ】 

駅利用者が駅周辺の空間にとどまり、にぎわいを創出し、高蔵寺ニュータウ

ンや周辺の住民も楽しみや利便性を享受できる。バスの利便性向上と自動車

によるアクセスのしやすさを同時に実現する。 

【具体的な取組の例】 

①高蔵寺ニュータウン及び周辺地区の玄関口として魅力ある顔づくりの推進 

・駅から出た瞬間に「住みたくなるまち」という印象を与える魅力的な空間の整

備 

 

 

 

 

 

＜駅北口周辺＞ 

②公共空間の再編による交通機能の改善と魅力的な商業サービス機能の充実 

・バスの発着と送迎車が錯綜しないよう駅前広場を改善 

・商業及びサービス施設の集積を図り、駅利用者が買い物、飲食等で一定時

間滞留でき、昼間帯は周辺住民も含めた駅利用者がゆったりと交流できる空

間を提供 

 

 

・小規模保育所等、駅前に必要なサービス機能を検討 

・老朽化した自転車駐車場を更新 

 

 

＜駅南口周辺＞ 

に、※サービス付き高齢者向け住宅（以下「サ高住」という。）等については

需要に応じて適切に整備 

 

イ ニュータウンの顔づくり：高蔵寺ゲートウェイの整備 

【プロジェクトの概要】 

ＪＲ高蔵寺駅周辺については、高蔵寺ニュータウン及び周辺地区の玄関

口として魅力ある顔づくりを推進する。駅北口周辺の再編整備、駅南口周辺

や地下道空間の改善による駅南北の一体感の向上等を図る。 

【創造する活動のイメージ】 

駅利用者が駅周辺の空間にとどまり、にぎわいを創出し、高蔵寺ニュータウ

ンや周辺の住民も楽しみや利便性を享受できる。バスの利便性向上と自動車

によるアクセスのしやすさを同時に実現する。 

【具体的な取組の例】 

①高蔵寺ニュータウン及び周辺地区の玄関口として魅力ある顔づくりの推進 

・駅から出た瞬間に「住みたくなるまち」という印象を与える魅力的な空間の整

備 

・駅の北口周辺、南口周辺、地下道を一体として専門家によるアドバイザリー

ボードがデザインを制御 

・駅周辺整備を契機として、さらに周辺での魅力的なまちづくりや住宅供給が

促進されるよう土地利用を誘導 

・周辺の道路環境の高質化によるウォーカブルな空間の創出 

＜駅北口周辺＞ 

②公共空間の再編による交通機能の改善とライフスタイルセンターの整備 

・バスの発着と送迎車が錯綜しないよう駅前広場を再編 

・ニュータウンらしさを追求した持続可能なライフスタイルを提案する拠点（ライ

フスタイルセンター）を目指して、地域に根ざした個性的な商業及びサービス

施設の集積を図り、駅利用者が買い物、飲食、学び等で一定時間滞留で

き、昼間帯は周辺住民も含めた駅利用者がゆったりと交流できる高質な空間

を提供 

・小規模保育所等、駅前に必要なサービス機能を検討 

・老朽化した自転車駐車場を更新 

・公共空間の再編による整備を推進するとともに、隣接する民有地における共

同化や病院に至る経路の沿道整備を誘導・支援 

＜駅南口周辺＞ 

に、※サービス付き高齢者向け住宅（以下「サ高住」という。）等については

需要に応じて適切に整備 

 
イ ニュータウンの顔づくり：高蔵寺ゲートウェイの整備 

【プロジェクトの概要】 

ＪＲ高蔵寺駅周辺については、高蔵寺ニュータウン及び周辺地区の玄関

口として魅力ある顔づくりを推進する。駅北口周辺の再編整備、駅南口周辺

や地下道空間の改善による駅南北の一体感の向上等を図る。 

【創造する活動のイメージ】 

駅利用者が駅周辺の空間にとどまり、にぎわいを創出し、高蔵寺ニュータウ

ンや周辺の住民も楽しみや利便性を享受できる。バスの利便性向上と自動車

によるアクセスのしやすさを同時に実現する。 

【具体的な取組の例】 

①高蔵寺ニュータウン及び周辺地区の玄関口として魅力ある顔づくりの推進 

・駅から出た瞬間に「住みたくなるまち」という印象を与える魅力的な空間の整

備 

・駅の北口周辺、南口周辺、地下道を一体として専門家による※アドバイザリ

ーボードがデザインを監修 

・駅周辺整備を契機として、さらに周辺での魅力的なまちづくりや住宅供給が

促進されるよう土地利用を誘導 

・周辺の道路環境の高質化による※ウォーカブルな空間の創出 

＜駅北口周辺＞ 

②公共空間の再編による交通機能の改善とライフスタイルセンターの整備 

・バスの発着と送迎車が錯綜しないよう駅前広場を再編 

・ニュータウンらしさを追求した持続可能なライフスタイルを提案する拠点（ライ

フスタイルセンター）を目指して、地域に根ざした個性的な商業及び  サー

ビス施設の集積を図り、駅利用者が買い物、飲食、学び等で一定時間滞留

でき、昼間帯は周辺住民も含めた駅利用者がゆったりと交流できる高質な空

間を提供 

・小規模保育所等、駅前に必要なサービス機能を検討 

・老朽化した自転車駐車場を更新 

・公共空間の再編による整備を推進するとともに、隣接する民有地における共

同化や病院に至る経路の沿道整備を誘導・支援 

＜駅南口周辺＞ 
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③周辺と一体となった駅前空間の改善 

・駅利用者の利便性を高めるため、待車場の改善及び老朽化した自転車駐車

場を更新 

・周辺の公民の敷地を含めた整備のあり方について検討 

＜地下道空間＞ 

④駅南北の一体感を高めるための空間の高質化とバリアフリーの向上 

 

⑤高蔵寺ニュータウンに関する情報発信機能の確保 

 

ウ 旧西藤山台小学校施設への生活利便施設の誘致による整備 

【プロジェクトの概要】 

高蔵寺ニュータウンの居住の魅力を高めるため、旧西藤山台小学校施設を

活用し、民間活力の導入により、周辺地区も対象とした商業・飲食・教育・医療・

福祉等の生活利便施設の誘致・整備を進める。 

【創造する活動のイメージ】 

生活利便施設の立地により、高蔵寺ニュータウンの住民が利便性の高い暮

らしを送ることができ、新たな居住者を呼び込むことにもつながる。災害時の避

難所、投票所機能などを兼ね備え、地域と調和した新たな複合機能を創造す

る。 

【具体的な取組の例】 

①敷地内の区分けによる段階的な整備 

②土地は市が所有し、借地により民間活力を誘導 

③体育館を残置し、敷地内に避難所及び投票所機能を確保 

④スーパーマーケット、カフェなどの生活利便施設の誘致による地域の魅力向

上 

⑤施設周辺の住環境の保全に対して十分に配慮 

⑥公民連携で設立したまちづくり会社によるエリアマネジメント事業と連携した

土地・施設活用の検討 

 

（２） 展開プロジェクト（先行プロジェクトの効果を検証して展開） 

ア 交通拠点をつなぐ快適移動ネットワークの構築 

【プロジェクトの概要】 

ＪＲ高蔵寺駅及びセンター地区を主要交通拠点に位置づけ、東西２か所に

サブ交通拠点（新たなサブ拠点）を置き、切れ目のない交通ネットワークを構

③周辺と一体となった駅前空間の改善 

・駅利用者の利便性を高めるため、待車場の改善及び老朽化した自転車駐

車場を更新 

・周辺の公民の敷地を含めた整備のあり方について検討 

＜地下道空間＞ 

④駅ビルと連動した地下道空間の整備 

・駅南北の一体感を高めるための空間の高質化とバリアフリーの向上 

・高蔵寺ニュータウンに関する情報発信機能の確保 

 

ウ 旧小学校施設の活用による生活利便施設誘致：西のサブセンター整備 

【プロジェクトの概要】 

高蔵寺ニュータウンの居住の魅力を高めるため、旧西藤山台小学校施設を

活用し、民間活力の導入により、周辺地区も対象とした商業・飲食・教育・医

療・福祉等の生活利便施設の誘致・整備を進める。 

【創造する活動のイメージ】 

生活利便施設の立地により、高蔵寺ニュータウンの住民が利便性の高い暮

らしを送ることができ、新たな居住者を呼び込むことにもつながる。災害時の

避難所、投票所機能などを兼ね備え、地域と調和した新たな複合機能を創造

する。 

【具体的な取組の例】 

①敷地内の区分けによる段階的な整備 

②土地は市が所有し、借地により民間活力を誘導 

③体育館を残置し、敷地内に避難所及び投票所機能を確保 

④商業・飲食・教育・医療・福祉等の生活利便施設の誘致による地域の魅力

向上 

⑤施設周辺の住環境の保全に対して十分に配慮 

⑥公民連携で設立したまちづくり会社によるエリアマネジメント事業と連携した

土地・施設活用の検討 

 

（２） 展開プロジェクト（先行プロジェクトの効果を検証して展開） 

ア 交通拠点をつなぐ快適移動ネットワークの構築 

【プロジェクトの概要】 

ＪＲ高蔵寺駅及びセンター地区を主要交通拠点に位置づけ、東西２か所

にサブ交通拠点（新たなサブ拠点）を置き、切れ目のない交通ネットワークを

③周辺と一体となった駅前空間の改善 

・駅利用者の利便性を高めるため、待車場の改善及び老朽化した自転車駐

車場を更新 

・周辺の公民の敷地を含めた整備のあり方について検討 

＜地下道空間＞ 

④駅ビルと連動した地下道空間の整備 

・駅南北の一体感を高めるための空間の高質化とバリアフリーの向上 

・高蔵寺ニュータウンに関する情報発信機能の確保 

 

ウ 旧小学校施設の活用による生活利便施設誘致：西のサブセンター整備 

【プロジェクトの概要】 

高蔵寺ニュータウンの居住の魅力を高めるため、旧西藤山台小学校施設を

活用し、民間活力の導入により、周辺地区も対象とした商業・飲食・教育・医

療・福祉等の生活利便施設の誘致・整備を進める。 

【創造する活動のイメージ】 

生活利便施設の立地により、高蔵寺ニュータウンの住民が利便性の高い暮

らしを送ることができ、新たな居住者を呼び込むことにもつながる。災害時の

避難所、投票所機能などを兼ね備え、地域と調和した新たな複合機能を創造

する。 

【具体的な取組の例】 

①敷地内の区分けによる段階的な整備 

②土地は市が所有し、借地により民間活力を誘導 

③体育館を残置し、敷地内に避難所及び投票所機能を確保 

④商業・飲食・教育・医療・福祉等の生活利便施設の誘致による地域の魅力

向上 

⑤施設周辺の住環境の保全に対して十分に配慮 

⑥公民連携で設立したまちづくり会社によるエリアマネジメント事業と連携した

土地・施設活用の検討 

 

（２） 展開プロジェクト（先行プロジェクトの効果を検証して展開） 

ア 交通拠点をつなぐ快適移動ネットワークの構築 

【プロジェクトの概要】 

ＪＲ高蔵寺駅及びセンター地区を主要交通拠点に位置づけ、東西２か所に

サブ交通拠点（新たなサブ拠点）を置き、切れ目のない交通ネットワークを構
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築する。駅及びセンター地区間において交通需要の拡大と輸送力の向上を

図るとともに、交通拠点には多様な交通手段を確保し、周辺に商業・サービス

機能の集積を図る。 

【創造する活動のイメージ】 

ＪＲ高蔵寺駅とセンター地区間の移動が円滑になるとともに、域内循環バス

（サンマルシェ循環バス）、広域基幹バス、新たに運行するデマンド交通との乗

り換えが円滑になる。交通拠点の周辺ににぎわいが生まれる。 

【具体的な取組の例】 

①主要交通拠点（ＪＲ高蔵寺駅、センター地区）及びサブ交通拠点（新たなサブ

拠点）を東西２か所（例：西藤山台小学校施設周辺及びナフコ石尾台店周

辺）に形成 

②主要交通拠点（トランジットセンター）にはバスターミナルを、サブ交通拠点に

は交通広場を設けるとともに、バリアフリーに配慮した多様な交通手段との接

続を円滑化 

③交通拠点周辺には生活利便施設の集積の誘導により、にぎわいを創出 

④ＪＲ高蔵寺駅とセンター地区間において、頻度、輸送力、定時性、運転時間

等の面で高い利便性を持った新たなイメージを持つバス路線として、バス交

通を強化・充実 

⑤センター地区の主要交通拠点に※パークアンドライドのための駐車場、※キス

アンドライドのための送迎スペース及び自転車等駐車場を設け、ＪＲ高蔵寺駅

とセンター地区間のバス需要の拡大を図り、駅前の送迎車による混雑を緩和 

 

⑥センター地区の主要交通拠点とサブ交通拠点を結ぶ域内循環バスの継続

的な確保 

⑦交通拠点におけるデマンド乗合タクシー等のデマンド交通、※カーシェアリン

グ、※パーソナルモビリティ（小型電気自動車、シニアカー）のレンタル等の多

様な交通手段の確保を検討 

⑧センター地区の主要交通拠点と名古屋都心等を結ぶ高速バスの導入に向け

た働きかけ 

⑨高蔵寺ニュータウン内の交通サービスの発着情報を一元的に提供するシス

テムの整備を検討 

⑩産学官の連携により自動運転技術の導入を検討 

 

イ センター地区の商業空間の魅力向上と公共サービスの充実 

構築する。駅及びセンター地区間において交通需要の拡大と輸送力の向

上を図るとともに、交通拠点には多様な交通手段を確保し、周辺に商業・サ

ービス機能の集積を図る。 

【創造する活動のイメージ】 

ＪＲ高蔵寺駅とセンター地区間の移動が円滑になるとともに、域内循環バス

（サンマルシェ循環バス）、広域基幹バス、新たに運行するデマンド交通との

乗り換えが円滑になる。交通拠点の周辺ににぎわいが生まれる。 

【具体的な取組の例】 

①主要交通拠点（ＪＲ高蔵寺駅、センター地区）及びサブ交通拠点（新たなサ

ブ拠点）を東西２か所（例：西藤山台小学校施設周辺及びナフコ石尾台店

周辺）に形成 

②主要交通拠点（トランジットセンター）にはバスターミナルを、サブ交通拠点

には交通広場を設けるとともに、バリアフリーに配慮した多様な交通手段と

の接続を円滑化 

③交通拠点周辺には生活利便施設の集積の誘導により、にぎわいを創出 

④ＪＲ高蔵寺駅とセンター地区間において、頻度、輸送力、定時性、運転時間

等の面で高い利便性を持った新たなイメージを持つバス路線として、バス

交通を強化・充実 

⑤センター地区の主要交通拠点に※パークアンドライドのための駐車場、※キ

スアンドライドのための送迎スペース及び自転車等駐車場を設け、ＪＲ高蔵

寺駅とセンター地区間のバス需要の拡大を図り、駅前の送迎車による混雑

を緩和 

⑥センター地区の主要交通拠点とサブ交通拠点を結ぶ域内循環バスの継続

的な確保 

⑦交通拠点におけるデマンド乗合タクシー等のデマンド交通、※カーシェアリ

ング、※パーソナルモビリティ（小型電気自動車、シニアカー）のレンタル等

の多様な交通手段の確保を検討 

⑧センター地区の主要交通拠点と名古屋都心等を結ぶ高速バスの導入に向

けた働きかけ 

⑨高蔵寺ニュータウン内の交通サービスの発着情報を一元的に提供するシス

テムの整備を検討 

⑩産学官の連携により自動運転技術の導入を検討 

 

イ センター地区の商業空間の魅力向上と公共サービスの充実 

築する。駅及びセンター地区間において交通需要の拡大と輸送力の向上を

図るとともに、交通拠点には多様な交通手段を確保し、周辺に商業・サービ

ス機能の集積を図る。 

【創造する活動のイメージ】 

ＪＲ高蔵寺駅とセンター地区間の移動が円滑になるとともに、域内循環バス

（サンマルシェ循環バス）、広域基幹バス、新たに運行するデマンド交通との

乗り換えが円滑になる。交通拠点の周辺ににぎわいが生まれる。 

【具体的な取組の例】 

①主要交通拠点（ＪＲ高蔵寺駅、センター地区）及びサブ交通拠点（新たなサ

ブ拠点）を東西２か所（例：西藤山台小学校施設周辺及びナフコ石尾台店周

辺）に形成 

②主要交通拠点（トランジットセンター）にはバスターミナルを、サブ交通拠点

には交通広場を設けるとともに、バリアフリーに配慮した多様な交通手段と

の接続を円滑化 

③交通拠点周辺には生活利便施設の集積の誘導により、にぎわいを創出 

④ＪＲ高蔵寺駅とセンター地区間において、頻度、輸送力、定時性、運転時間

等の面で高い利便性を持った新たなイメージを持つバス路線として、バス交

通を強化・充実 

⑤センター地区の主要交通拠点に※パークアンドライドのための駐車場、※キ

スアンドライドのための送迎スペース及び自転車等駐車場を設け、ＪＲ高蔵寺

駅とセンター地区間のバス需要の拡大を図り、駅前の送迎車による混雑を緩

和 

⑥センター地区の主要交通拠点とサブ交通拠点を結ぶ域内循環バスの継続

的な確保 

⑦交通拠点におけるデマンド乗合タクシー等のデマンド交通、※カーシェアリ

ング、※パーソナルモビリティ(小型電気自動車、シニアカー)のレンタル等の多

様な交通手段の確保を検討 

⑧センター地区の主要交通拠点と名古屋都心等を結ぶ高速バスの導入に向

けた働きかけ 

⑨高蔵寺ニュータウン内の交通サービスの発着情報を一元的に提供するシス

テムの整備を検討 

⑩産学官の連携により自動運転技術の導入を検討 

 

イ センター地区の商業空間の魅力向上と公共サービスの充実 
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【プロジェクトの概要】 

高蔵寺ニュータウンを特徴づけるワンセンター方式の商業サービス機能を担

ってきたセンター地区において、交通結節機能を強化するとともに、商業及び

サービス機能の充実を図る。 

【創造する活動のイメージ】 

商業施設から東部市民センターまでのセンター地区全体を歩いて楽しむこと

ができるようになる。高蔵寺ニュータウンや周辺地区からセンター地区への公共

交通によるアクセスがしやすくなる。「まなびと交流のセンター」を始めとした他

地区へのアクセスも一層便利になる。 

【具体的な取組の例】 

①バスターミナル、パークアンドライドのための駐車場、キスアンドライドのため

の送迎スペース及び自転車等駐車場を設けることによる交通結節機能の

強化 

②バスターミナルにおいて、異なる交通手段間の接続を円滑化するためのプラ

ットフォームを設置 

③バスターミナルの整備にあわせて、センター地区の低利用地に商業及びサ

ービス機能の集積を誘導し、歩道ネットワークの充実を図り、東部市民セン

ターと大規模小売店舗間の回遊性を高めることによる、センター地区全体

のにぎわいを創出 

④※トランジットモールの検討 

⑤東部市民センターの機能（市民サービス、文化・芸術）を充実 

⑥※スマートウェルネスを目指す高森台地区と藤山台地区の「まなびと交流のセ

ンター」との接続性を高めるため、立体横断施設等による歩道ネットワークの

拡張 

 

ウ スマートウェルネスを目指した団地再生の推進 

  →先行プロジェクトに移動 

 

 

 

 

 

 

 

【プロジェクトの概要】 

高蔵寺ニュータウンを特徴づけるワンセンター方式の商業サービス機能を

担ってきたセンター地区において、交通結節機能を強化するとともに、商業及

びサービス機能の充実を図る。 

【創造する活動のイメージ】 

商業施設から東部市民センターまでのセンター地区全体を歩いて楽しむこ

とができるようになる。高蔵寺ニュータウンや周辺地区からセンター地区への

公共交通によるアクセスがしやすくなる。「まなびと交流のセンター」を始めとし

た他地区へのアクセスも一層便利になる。 

【具体的な取組の例】 

①バスターミナル、パークアンドライドのための駐車場、キスアンドライドのた

めの送迎スペース及び自転車等駐車場を設けることによる交通結節機能

の強化 

②バスターミナルにおいて、異なる交通手段間の接続を円滑化するためのプ

ラットフォームを設置 

③バスターミナルの整備にあわせて、センター地区の低利用地に商業及び

サービス機能の集積を誘導し、歩道ネットワークの充実を図り、東部市民

センターと大規模小売店舗間の回遊性を高めることによる、センター地区

全体のにぎわいを創出 

④※トランジットモールの検討 

⑤東部市民センターの機能（市民サービス、文化・芸術）を充 実 

⑥※スマートウェルネスを目指す高森台地区と藤山台地区の「まなびと交流の

センター」との接続性を高めるため、立体横断施設等による歩道ネットワー

クの拡張 

 

ウ 戸建て住宅エリアのストック活用の促進 

【プロジェクトの概要】 

ニュータウンの周縁部に配置されている戸建て住宅エリアにおいて、住宅

ストックの流通及び活用を促進するための支援の仕組みを構築する。 

【創造する活動のイメージ】 

戸建て住宅エリアにおいて、歩いていける範囲に、生活に必要なサービス

を受けることができ、多世代が交流できる場が創出され、居住の安心が確保さ

れるとともに、住宅地としての価値が向上する。 

【具体的な取組の例】 

【プロジェクトの概要】 

高蔵寺ニュータウンを特徴づけるワンセンター方式の商業サービス機能を

担ってきたセンター地区において、交通結節機能を強化するとともに、商業及

びサービス機能の充実を図る。 

【創造する活動のイメージ】 

商業施設から東部市民センターまでのセンター地区全体を歩いて楽しむこ

とができるようになる。高蔵寺ニュータウンや周辺地区からセンター地区への

公共交通によるアクセスがしやすくなる。「まなびと交流のセンター」を始めとし

た他地区へのアクセスも一層便利になる。 

【具体的な取組の例】 

①バスターミナル、パークアンドライドのための駐車場、キスアンドライドのた

めの送迎スペース及び自転車等駐車場を設けることによる交通結節機能

の強化 

②バスターミナルにおいて、異なる交通手段間の接続を円滑化するための

プラットフォームを設置 

③バスターミナルの整備にあわせて、センター地区の低利用地に商業及び

サービス機能の集積を誘導し、歩道ネットワークの充実を図り、東部市民

センターと大規模小売店舗間の回遊性を高めることによる、センター地区

全体のにぎわいを創出 

④※トランジットモールの検討 

⑤東部市民センターの機能（市民サービス、文化・芸術）を充実 

⑥スマートウェルネスを目指す高森台地区と藤山台地区の「まなびと交流のセ

ンター」との接続性を高めるため、立体横断施設等による歩道ネットワークの

拡張 

 

ウ 戸建て住宅エリアのストック活用の促進 

【プロジェクトの概要】 

ニュータウンの周縁部に配置されている戸建て住宅エリアにおいて、住宅

ストックの流通及び活用を促進するための支援の仕組みを構築する。 

【創造する活動のイメージ】 

戸建て住宅エリアにおいて、歩いていける範囲に、生活に必要なサービス

を受けることができ、多世代が交流できる場が創出され、居住の安心が確保さ

れるとともに、住宅地としての価値が向上する。 

【具体的な取組の例】 
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（３） 情報発信プロジェクト 

ア ニュータウン・プロモーション 

【プロジェクトの概要】 

子育てしやすいまち等のブランドイメージを形成するため、さまざまな※プロモ

ーションを展開する。 

 

 

 

【創造する活動のイメージ】 

高蔵寺ニュータウンの最新情報や魅力が常に発信されており、高蔵寺ニュー

タウン外でもまちの情報をいつでも得ることができる。 

 

 

【具体的な取組の例】 

①多様な情報提供手段を活用したまちのプロモーションの集中的な実施 

・ロゴ、キャラクター、キャッチフレーズを始めとした、まちの※ＣＩ（コーポレー

ト・アイデンティティ）を作成 

・テレビ放送、紙媒体、ウェブ、携帯アプリ等、多様な情報提供手段を総合

的に活用 

・地域の魅力を発信する※コミュニティイベントを実施 

②ホームページ等により、まちづくりに関する情報を迅速に共有 

①戸建て住宅エリアの空き家、転居を予定している高齢者等の住居などの流

通促進を図るため、金融機関、地元企業、まちづくり会社等が連携し、リノ

ベーション、サブレントなどを推進 

②戸建て住宅エリアの空き家を活用し、周辺への食事・見守り等のサービス提

供、交流のための拠点、コワーキングスペースの提供等の機能を有する施

設を運営する場合に支援する仕組みを構築 

③戸建て住宅エリアの空き地を活用し、２台目以降の自家用車やシェアリング

カーの共用駐車場、移動販売車や在宅の介護や医療の提供者の営業車

等の駐車スペース、多世代が交流する広場等のコモンスペースを運営する

場合に支援する仕組みを構築 

④戸建て住宅エリアにおいて、散在する空き家・空き地の土地を集約して、生

活利便施設や共用施設を整備する際に支援する仕組みを構築 

 

（３） ニュータウン・プロモーション 

 

【プロジェクトの概要】 

子育てしやすいまち等のブランドイメージを形成するため、さまざまな※プロ

モーションを展開する。 

計画的に整備された住宅団地やインフラ等の既存資産（ストック）を保全及

び活用し、「住まいづくりの先進地」としてブランドイメージを確立し、発信する

多様な取組を展開する。 

【創造する活動のイメージ】 

高蔵寺ニュータウンの最新情報や魅力が常に発信されており、高蔵寺ニュ

ータウン外でもまちの情報をいつでも得ることができる。 

高蔵寺ニュータウンのまち全体が価値のある財産として認識されるととも

に、住まいに関する情報が集積し、発信されるまちとなる。 

【具体的な取組の例】 

①多様な情報提供手段を活用したまちのプロモーションの集中的な実施 

・ロゴ、キャラクター、キャッチフレーズを始めとした、まちの※ＣＩ（コーポレ

ート・アイデンティティ）を作成 

・テレビ放送、紙媒体、ウェブ、携帯アプリ等、多様な情報提供手段を総合

的に活用 

・地域の魅力を発信する※コミュニティイベントを実施 

②ホームページ、かわら版の配付等により、まちづくりに関する情報を迅速に

①戸建て住宅エリアの空き家、転居を予定している高齢者等の住居などの

流通促進を図るため、金融機関、地元企業、まちづくり会社等が連携し、

リノベーション、※サブレントなどを推進 

②戸建て住宅エリアの空き家を活用し、周辺への食事・見守り等のサービス

提供、交流のための拠点、※コワーキングスペースの提供等の機能を有

する施設を運営する場合に支援する仕組みを構築 

③戸建て住宅エリアの空き地を活用し、２台目以降の自家用車やシェアリン

グカーの共用駐車場、移動販売車や在宅の介護や医療の提供者の営

業車等の駐車スペース、多世代が交流する広場等のコモンスペースを運

営する場合に支援する仕組みを構築 

④戸建て住宅エリアにおいて、散在する空き家・空き地の土地を集約して、

生活利便施設や共用施設を整備する際に支援する仕組みを構築 

 

（３） ニュータウン・プロモーション 

 

【プロジェクトの概要】 

子育てしやすいまち等のブランドイメージを形成するため、さまざまな※プロ

モーションを展開する。 

計画的に整備された住宅団地やインフラ等の既存資産（ストック）を保全及

び活用し、「住まいづくりの先進地」としてブランドイメージを確立し、発信する

多様な取組を展開する。 

【創造する活動のイメージ】 

高蔵寺ニュータウンの最新情報や魅力が常に発信されており、高蔵寺ニュ

ータウン外でもまちの情報をいつでも得ることができる。 
高蔵寺ニュータウンのまち全体が価値のある財産として認識されるととも

に、住まいに関する情報が集積し、発信されるまちとなる。 

【具体的な取組の例】 

①多様な情報提供手段を活用したまちのプロモーションの集中的な実施  

・ロゴ、キャラクター、キャッチフレーズを始めとした、まちの※ＣＩ（コーポレ

ート・アイデンティティ）を作成 

・テレビ放送、紙媒体、ウェブ、携帯アプリ等、多様な情報提供手段を総合

的に活用 

・地域の魅力を発信する※コミュニティイベントを実施 

②ホームページ、かわら版の配布等により、まちづくりに関する情報を迅速に
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③高蔵寺ニュータウン・インフォメーション・センターの設置等による情報発信

の場の確保 

 

イ ニュータウンまるごとミュージアム 

【プロジェクトの概要】 

計画的に整備された住宅団地やインフラ等の既存資産（ストック）を保全及び

活用し、「住まいづくりの先進地」としてブランドイメージを確立し、発信する多様

な取組を展開する。 

【創造する活動のイメージ】 

高蔵寺ニュータウンのまち全体が価値のある財産として認識されるとともに、

住まいに関する情報が集積し、発信されるまちとなる。 

【具体的な取組の例】 

①住宅やまちの既存資産（ストック）を活かした「リノベーション・プロジェクト」を

展開するとともに、他地域にモデルとして成果を発信 

②計画的に整備されたインフラ・住宅等の既存資産（ストック）と景観を居住遺

産として積極的に評価し、保全及び活用を推進 

③日本のニュータウン開発、住まいづくりの歴史、最新の住まいづくり、まちづ

くりの技術や情報を展示及び発信する施設の整備について、関係機関へ

の働きかけ 

共有 

③高蔵寺ニュータウン・インフォメーション・センターの設置等による情報発

信の場の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④住宅やまちの既存資産（ストック）を活かした「リノベーション・プロジェクト」

を展開するとともに、他地域にモデルとして成果を発信 

⑤計画的に整備されたインフラ・住宅等の既存資産（ストック）と景観を居住

遺産として積極的に評価し、保全及び活用を推進 

⑥日本のニュータウン開発、住まいづくりの歴史、最新の住まいづくり、まち

づくりの技術や情報を展示及び発信する施設の整備について、関係機関

への働きかけ 

共有 

③高蔵寺ニュータウン・インフォメーション・センターの設置等による情報発

信の場の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④住宅やまちの既存資産（ストック）を活かした「リノベーション・プロジェクト」

を展開するとともに、他地域にモデルとして成果を発信 

⑤計画的に整備されたインフラ・住宅等の既存資産（ストック）と景観を居住

遺産として積極的に評価し、保全及び活用を推進 

⑥日本のニュータウン開発、住まいづくりの歴史、最新の住まいづくり、まち

づくりの技術や情報を展示及び発信する施設の整備について、関係機関

への働きかけ 

３ 課題に応じた主要な施策                     

第１章で整理した課題に基づき、５つの施策分野を設定し、課題の解決に向

けて具体的な取組を推進する。 

 

（１） 住宅・土地の流通促進と良好な環境の保全・創造 

【課題のとらえ方と施策の方向】 

   高蔵寺ニュータウンにおける最大の課題は、子育て世帯の流入促進であ

ることから、住宅や土地の市場流通を促進するための施策を講じる必要があ

る。一方、土地等の流通のしやすさを追求すると土地の過剰な分割により、

良好な住宅地としての質の低下を招くおそれがあることから、住民の合意が

可能な場合は住環境保全のための施策の導入を図る必要がある。 

【実現を目指す生活のイメージ】 

子育て世帯等の若い世代が、よりニーズにあった中古住宅や土地が購入

しやすくなり、高蔵寺ニュータウンを居住地として選ぶようになる。静かでゆっ

４ 課題に応じた主要な施策                    

第２章で整理した課題に基づき、５つの施策分野を設定し、課題の解決に

向けて具体的な取組を推進する。 

 

（１） 住宅・土地の流通促進と良好な環境の保全・創造 

【課題のとらえ方と施策の方向】 

   高蔵寺ニュータウンにおける最大の課題は、子育て世帯の流入促進で

あることから、住宅や土地の市場流通を促進するための施策を講じる必要

がある。一方、土地等の流通のしやすさを追求すると土地の過剰な分割に

より、良好な住宅地としての質の低下を招くおそれがあることから、住民の

合意が可能な場合は住環境保全のための施策の導入を図る必要がある。 

【実現を目指す生活のイメージ】 

子育て世帯等の若い世代が、よりニーズにあった中古住宅や土地が購

入しやすくなり、高蔵寺ニュータウンを居住地として選ぶようになる。静かで

４ 課題に応じた主要な施策 

第２章で整理した課題に基づき、５つの施策分野を設定し、課題の解決に

向けて具体的な取組を推進する。 

 

（１） 住宅・土地の流通促進と良好な環境の保全・創造 

【課題のとらえ方と施策の方向】 

   高蔵寺ニュータウンにおける最大の課題は、子育て世帯の流入促進で

あることから、住宅や土地の市場流通を促進するための施策を講じる必要

がある。一方、土地等の流通のしやすさを追求すると土地の過剰な分割に

より、良好な住宅地としての質の低下を招くおそれがあることから、住民の

合意が可能な場合は住環境保全のための施策の導入を図る必要がある。 

【実現を目指す生活のイメージ】 

子育て世帯等の若い世代が、よりニーズにあった中古住宅や土地が購

入しやすくなり、高蔵寺ニュータウンを居住地として選ぶようになる。静かで



41 

（旧）高蔵寺リ・ニュータウン計画 （中間案）高蔵寺リ・ニュータウン計画 （最終案）高蔵寺リ・ニュータウン計画 2021-2030 

たりとした住環境が整っている場所では、地域の住民の希望により、質の高

い暮らしを維持し続けることができる。 

【具体的な取組】 

①地区の実情を踏まえたうえで、最低敷地面積の見直しを行うとともに、

※地区計画等による住環境の保全を図る。例えば、狭小敷地を生み

出すおそれのない一定規模以上（例えば 330 ㎡）の敷地について

は、最低敷地面積を引き下げる（例えば 165 ㎡とする）とともに、実施

までに５年程度の一定期間を設けて、地区計画等を導入し、良好な

住環境を保全する。 

②リノベーション提案付きの中古物件情報を提供するシステムを構築し、

中古住宅の流通促進を図る。 

 

③集合住宅や※テラスハウスを始めとした現代の住宅にはないデザインや

間取り等を積極的に評価し、価値に反映する仕組みの構築を図る。 

 

④金融機関との連携により、高蔵寺ニュータウンにおける中古を含めた住

宅購入者に対して、優遇金利等のインセンティブを適用する。 

 

 

 

 

⑤子育て世帯の移住・定住促進のために、施設やサービスを充実すると

ともに、子育てしやすいまちとして、高蔵寺ニュータウンのプロモーショ

ンを展開する。（再掲 P37 参照） 

（２） 身近な買い物環境の整備と多様な移動手段の確保 

【課題のとらえ方と施策の方向】 

  高蔵寺ニュータウンの課題として、商業及び生活サービスの提供と移動手

段のバランスの確保を図る必要がある。 

   ワンセンター方式を採用していることから、身近な場所に商業及び生活サー

ビス施設が立地していないエリアが多く、住宅地としての静穏さは確保されて

いる一方で、若い世代にとって魅力が乏しい。 

  また、坂道が多いことに加えて、今後、さらに高齢化が進展することから、買

い物等の生活サービスの確保に不安を感じている人が多い。 

  このため、商業及び生活サービスを身近な場所で提供できるようにする施策

ゆったりとした住環境が整っている場所では、地域の住民の希望により、質

の高い暮らしを維持し続けることができる。 

【具体的な取組】 

（削除） 

 

 

 

 

 

①高蔵寺ニュータウン及び周辺地域の不動産事業者等と連携し、良質

な中古物件が流通する仕組みを構築し、中古住宅の流通促進を図

る。 

②集合住宅や※テラスハウスを始めとした現代の住宅にはないデザイン

や間取り等を積極的に評価し、価値に反映する仕組みの構築を図

る。 

③金融機関との連携により、高蔵寺ニュータウンにおける中古を含めた

住宅購入者に対して、優遇金利等のインセンティブを適用する。 

④高齢者等が住宅・土地の利活用を積極的に検討できるよう、相談窓

口、資産活用制度などの普及促進を図る。 

⑤若い世代のニーズに合った中古住宅の流通を図るため、ＤＩＹ等を活

用したリノベーション住宅の普及啓発を図る。 

⑥子育て世帯の移住・定住促進のために、施設やサービスを充実すると

ともに、子育てしやすいまちとして、高蔵寺ニュータウンのプロモーショ

ンを展開する。（再掲 P49 参照） 

（２） 身近な買い物環境の整備と多様な移動手段の確保 

【課題のとらえ方と施策の方向】 

  高蔵寺ニュータウンの課題として、商業及び生活サービスの提供と移動手

段のバランスの確保を図る必要がある。 

   ワンセンター方式を採用していることから、身近な場所に商業及び生活サー

ビス施設が立地していないエリアが多く、住宅地としての静穏さは確保され

ている一方で、若い世代にとって魅力が乏しい。 

  また、坂道が多いことに加えて、今後、さらに高齢化が進展することから、

買い物等の生活サービスの確保に不安を感じている人が多い。 

  このため、商業及び生活サービスを身近な場所で提供できるようにする施

ゆったりとした住環境が整っている場所では、地域の住民の希望により、

質の高い暮らしを維持し続けることができる。 

【具体的な取組】 

 

 

 

 

 

 

①高蔵寺ニュータウン及び周辺地域の不動産事業者等と連携し、良質

な中古物件が流通する仕組みを構築し、中古住宅の流通促進を図

る。 

②集合住宅や※テラスハウスを始めとした現代の住宅にはないデザイン

や間取り等を積極的に評価し、価値に反映する仕組みの構築を図

る。 

③金融機関との連携により、高蔵寺ニュータウンにおける中古を含めた

住宅購入者に対して、優遇金利等のインセンティブを適用する。 

④高齢者等が住宅・土地の利活用を積極的に検討できるよう、相談窓

口、資産活用制度などの普及促進を図る。 

⑤若い世代のニーズに合った中古住宅の流通を図るため、ＤＩＹ等を活

用したリノベーション住宅の普及啓発を図る。 

⑥子育て世帯の移住・定住促進のために、施設やサービスを充実すると

ともに、子育てしやすいまちとして、高蔵寺ニュータウンのプロモーショ

ンを展開する。（再掲 P53 参照） 

（２） 身近な買い物環境の整備と多様な移動手段の確保 

【課題のとらえ方と施策の方向】 

  高蔵寺ニュータウンの課題として、商業及び生活サービスの提供と移動手

段のバランスの確保を図る必要がある。 

ワンセンター方式を採用していることから、身近な場所に商業及び生活サ

ービス施設が立地していないエリアが多く、住宅地としての静穏さは確保さ

れている一方で、若い世代にとって魅力が乏しい。 

  また、坂道が多いことに加えて、今後、さらに高齢化が進展することから、

買い物等の生活サービスの確保に不安を感じている人が多い。 

   このため、商業及び生活サービスを身近な場所で提供できるようにする
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を講じるとともに、多様な移動手段を確保する施策もあわせて講じることによ

り、さまざまなライフスタイルへの対応を図る。 

【実現を目指す生活のイメージ】 

 歩いていくことができる場所に新しい店ができたり、移動販売車が来ること

で気軽に買い物をしたり、サービスを受けたり、近所の友達とおしゃべりをし

たりすることができる。遠くへ買い物等に出かけたい時に、少し歩けば公共

交通が利用できる。 

【具体的な取組】 

＜身近な買い物環境の整備＞ 

①生活利便施設の立地を図るため、幹線道路の沿線を中心に※用途地

域の見直しを検討する。 

②公園、空き地等を活用した移動販売車の停車スペースを確保する。 

③市内や近郊の産地と連携し、定期市（マルシェ）の開催等による※地産

地消の推進を図る。 

 

 

＜多様な移動手段の確保＞ 

④交通拠点をつなぐ快適移動ネットワークを構築する。（再掲 P34 参照） 

⑤車両の予約、呼び出し等に係るアプリケーションを活用し、既存交通事

業者（バス・タクシー等）や地域住民ボランティアと連携した新たなモビリ

ティサービスの導入を図る。 

 

 

⑥パーソナルモビリティ導入実証実験の実施などにより検討を行い、坂道

を克服するための多様な交通手段の確保を図る。 

⑦産学官の連携による実証実験を経て、自動運転技術を活用した小型

電気自動車等の※ラストマイル型自動運転モビリティサービスの導入を

図る。 

⑧初期に計画的に整備された歩道ネットワークを再構築するとともに、歩

いて暮らせるまちづくりの拠点として、サブセンターの機能を見直し、更

新を図る。 

 

（３） 多世代の共生・交流と子育て・医療・福祉の安心の向上 

【課題のとらえ方と施策の方向】 

策を講じるとともに、多様な移動手段を確保する施策もあわせて講じること

により、さまざまなライフスタイルへの対応を図る。 

【実現を目指す生活のイメージ】 

 歩いていくことができる場所に新しい店ができたり、移動販売車が来るこ

とで気軽に買い物をしたり、サービスを受けたり、近所の友達とおしゃべり

をしたりすることができる。遠くへ買い物等に出かけたい時に、少し歩けば

公共交通が利用できる。 

【具体的な取組】 

＜身近な買い物環境の整備＞ 

①生活利便施設の立地を図るため、幹線道路の沿線を中心に※用途地域

の見直しを検討する。 

②公園、空き地等を活用した移動販売車の停車スペースを確保する。 

③市内や近郊の産地と連携し、定期市（マルシェ）の開催等による※地産地

消の推進を図る。 

④民間事業者と連携し、配送サービスなど、顧客のニーズに応じた業態転

換について調査研究を行い、サービスの定着を図る。 

＜多様な移動手段の確保＞ 

⑤交通拠点をつなぐ快適移動ネットワークを構築する。（再掲 P46 参照） 

⑥車両の予約、呼び出し等に係るアプリケーションを活用し、既存交通事

業者（バス・タクシー等）や地域住民ボランティアと連携した※ラストマイル

型自動運転モビリティサービス等の新たな移動手段の導入を図る。 

⑦医療機関や福祉事業者等と連携し、複合的な目的を持つ乗り合い型移

動サービス等の新たな移動手段の確保について検討する。 

⑧パーソナルモビリティの導入によりなど、自由な移動を可能にするための

多様な交通手段の確保を図る。 

 

 

 

⑨初期に計画的に整備された歩道ネットワークを再構築するとともに、歩い

て暮らせるまちづくりの拠点として、サブセンターの機能を見直し、更新

を図る。 

 

（３） 多世代の共生・交流と子育て・医療・福祉の安心の向上 

【課題のとらえ方と施策の方向】 

施策を講じるとともに、多様な移動手段を確保する施策もあわせて講じるこ

とにより、さまざまなライフスタイルへの対応を図る。 

【実現を目指す生活のイメージ】 

 歩いていくことができる場所に新しい店ができたり、移動販売車が来るこ

とで気軽に買い物をしたり、サービスを受けたり、近所の友達とおしゃべり

をしたりすることができる。遠くへ買い物等に出かけたい時に、少し歩けば

公共交通が利用できる。 

【具体的な取組】 

＜身近な買い物環境の整備＞ 

①生活利便施設の立地を図るため、幹線道路の沿線を中心に※用途地域

の見直しを検討する。 

②公園、空き地等を活用した移動販売車の停車スペースを確保する。 

③市内や近郊の産地と連携し、定期市（マルシェ）の開催等による※地産地

消の推進を図る。 

④民間事業者と連携し、配送サービスなど、顧客のニーズに応じた業態転

換について調査研究を行い、サービスの定着を図る。 

＜多様な移動手段の確保＞ 

⑤交通拠点をつなぐ快適移動ネットワークを構築する。（再掲 P50 参照） 

⑥車両の予約、呼び出し等に係るアプリケーションを活用し、既存交通事

業者（バス・タクシー等）や地域住民ボランティアと連携した※ラストマイル

型自動運転モビリティサービス等の新たな移動手段の導入を図る。 

⑦医療機関や福祉事業者等と連携し、複合的な目的を持つ乗り合い型移

動サービス等の新たな移動手段の確保について検討する。 

⑧パーソナルモビリティの導入によりなど、自由な移動を可能にするため

の多様な交通手段の確保を図る。 

 

 

 

⑨初期に計画的に整備された歩道ネットワークを再構築するとともに、歩

いて暮らせるまちづくりの拠点として、サブセンターの機能を見直し、更

新を図る。 

 

（３） 多世代の共生・交流と子育て・医療・福祉の安心の向上 

【課題のとらえ方と施策の方向】 
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   ニュータウン問題は、入居者の世代構成の均一性（多様性の乏しさ）に起

因して、高齢化等の課題が一斉に発生するというものである。今後は、多世

代が共生する※ミクストコミュニティの形成を促進する施策が重要である。その

一環として、子育て環境や教育の充実を図り、子育て世帯のニーズに対応す

るとともに、地域包括ケアの構築により、誰もが安心して住み続けられる環境

を整える必要がある。 

【実現を目指す生活のイメージ】 

若い世代から老後を過ごす世代まで、多様な住民がともに暮らすまちにな

る。住民が得意なことを活かして、子育て、生活のサポート、介護等を互いに

協力し合うまちになる。多くの人の目で見守ることにより、子どもや高齢者の

問題にいち早く気付き、問題が大きくなることを防ぐことができる。 

【具体的な取組】 

＜多世代の共生・交流＞ 

①団地再生、既存住宅のリノベーション及び流通促進、スマートウェル

ネスの推進等を通じて、多様な世代のニーズにあった住宅の供給や

世帯の変化に応じた円滑な住み替えを促進し、多世代が共生するミ

クストコミュニティの形成を推進する。 

②旧小学校施設を活用した交流拠点を整備するとともに、空き家等を活

用した身近な交流の場のネットワークを形成し、多世代の交流を促進す

る。 

③多世代の共生や交流を支えるための施設やサービスの充実を図ること

により、地域の雇用を創出する。 

＜安心して子育てができる環境の整備及びサービスの充実＞ 

④新たな小学校に設置される学校地域連携室を活用し、地域と学校の連携

のあり方を研究し、推進する。 

⑤子育て世帯の流入促進により、１学年複数学級の維持を図る。 

⑥小中連携教育のあり方を研究することにより、特色ある教育を推進する。 

⑦児童館の開設、放課後児童クラブの充実等により、子どもの居場所を確保

する。 

⑧東部子育てセンターの充実等により、子育て支援を推進する。 

 

⑨発達障がい児への支援の充実を図るため、児童発達支援センターの設立

の促進等を推進する。 

＜地域包括ケアの推進＞ 

   ニュータウン問題は、入居者の世代構成の均一性（多様性の乏しさ）に

起因して、高齢化等の課題が一斉に発生するというものである。今後は、多

世代が共生する※ミクストコミュニティの形成を促進する施策が重要である。

その一環として、子育て環境や教育の充実を図り、子育て世帯のニーズに

対応するとともに、地域包括ケアの構築により、誰もが安心して住み続けら

れる環境を整える必要がある。 

【実現を目指す生活のイメージ】 

若い世代から老後を過ごす世代まで、多様な住民がともに暮らすまちに

なる。住民が得意なことを活かして、子育て、生活のサポート、介護等を互

いに協力し合うまちになる。多くの人の目で見守ることにより、子どもや高齢

者の問題にいち早く気付き、問題が大きくなることを防ぐことができる。 

【具体的な取組】 

＜多世代の共生・交流＞ 

①団地再生、既存住宅のリノベーション及び流通促進、スマートウェルネス

の推進等を通じて、多様な世代のニーズにあった住宅の供給や世帯の

変化に応じた円滑な住み替えを促進し、多世代が共生するミクストコミュ

ニティの形成を推進する。 

②旧小学校施設を活用した多世代交流拠点施設において市民交流を促

すとともに、空き家等を活用した多世代の共生や交流を支えるための施

設やサービスの充実を図ることにより、地域の雇用を創出する。 

③大学及び都市再生機構と連携し、学生の既存団地への居住支援を行う

ことにより、多世代の共生を図る。 

＜安心して子育てができる環境の整備及びサービスの充実＞ 

④学校地域連携室を活用し、地域と学校の連携のあり方を研究し、推進す

る。 

⑤子育て世帯の流入促進により、１学年複数学級の維持を図る。 

⑥小中連携教育のあり方を研究することにより、特色ある教育を推進する。 

⑦放課後児童クラブの充実等により、子どもの居場所を確保する。 

 

⑧東部子育てセンター、グルッポふじとう、保健センターにおける事業の充

実等により、子育て支援を推進する。 

⑨都市再生機構を中心とした既存団地の居住者の子育て支援を行う。 

 

＜地域包括ケアの推進＞ 

  ニュータウン問題は、入居者の世代構成の均一性（多様性の乏しさ）に起

因して、高齢化等の課題が一斉に発生するというものである。今後は、多世

代が共生する※ミクストコミュニティの形成を促進する施策が重要である。そ

の一環として、子育て環境や教育の充実を図り、子育て世帯のニーズに対

応するとともに、地域包括ケアの構築により、誰もが安心して住み続けられ

る環境を整える必要がある。 

【実現を目指す生活のイメージ】 

若い世代から老後を過ごす世代まで、多様な住民がともに暮らすまちに
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いに協力し合うまちになる。多くの人の目で見守ることにより、子どもや高齢

者の問題にいち早く気付き、問題が大きくなることを防ぐことができる。 

【具体的な取組】 
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①団地再生、既存住宅のリノベーション及び流通促進、スマートウェルネ

スの推進等を通じて、多様な世代のニーズにあった住宅の供給や世

帯の変化に応じた円滑な住み替えを促進し、多世代が共生するミクス

トコミュニティの形成を推進する。 

②旧小学校施設を活用した多世代交流拠点施設において市民交流を

促すとともに、空き家等を活用した多世代の共生や交流を支えるため
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⑧東部子育てセンター、グルッポふじとう、保健センターにおける事業の充
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⑩地域包括支援センターの設置、身近な交流の場の確保、既存団地等へ

の在宅介護・訪問看護機能の導入、住民相互の見守りや支え合い等の

互助の推進、市民団体の活動の推進等により、地域資源を最大限活用

した地域包括ケアの実現を目指す。 

 

⑪既存団地や空き家等を活用し、住み慣れた自宅でサ高住並みのサービス

が享受できる環境を整備する。 

⑫空き家等を活用し、デイサービス等の身近な介護施設の立地を促進する。 

 

 

（４） 既存資産（ストック）の有効活用による多様な活動の促進 

【課題のとらえ方と施策の方向】 

  高蔵寺ニュータウンの最大の強みは、計画的に整備されたことにより、育ま

れてきた豊かなインフラや住宅等の既存資産（ストック）の集積である。多大な

コストをかけて全てを再整備するのではなく、知恵と工夫により既存資産を有

効に活用し、地域住民による多様な活動を促進し、まちの魅力の向上を図る

ことが重要である。 

【実現を目指す生活のイメージ】 

住宅、道路、公園等を新しく造るのではなく、これまでに造られた既存資産

（ストック）を直したり、きれいにしたりしながら、みんなで使える場所を数多く

生みだして、いきいきとした活動があちこちで行われるようになる。 

【具体的な取組】 

①集合住宅の上階にある空き家を事務所、倉庫、共同スペースにする

等、ライフスタイル提案型の集合住宅のリノベーションを推進する方策

を検討することにより、集合住宅や公共建築物のリノベーションによっ

て付加価値を創造する。 

②一斉に老朽化しつつある道路、公園等のインフラの改修を推進するた

め、発注者支援等により早期の事業実施を図るとともに、あわせて高蔵

寺ニュータウン独自の公共施設の景観基準を作成・適用し、景観の向

上を図る。 

③集会施設、※インキュベーション施設、サロン等への用途転用による空

き家の利活用、 

移動販売車・訪問介護車等の駐車場または共有の広場として空き地

を利活用することにより、市民の協働、コミュニティビジネス、シニアベ

⑩地域包括支援センターが地域包括ケアの中心となり、身近な交流の場

の確保、既存団地等への在宅介護・訪問看護機能の導入、医療機関と

の連携、住民相互の見守りや支え合い等の互助の推進、市民団体の活

動の推進等により、地域資源を最大限活用した地域包括ケアの継続的

な実現を目指す。 

⑪既存団地や空き家等を活用し、住み慣れた自宅でサ高住並みのサービ

スが享受できる環境を整備する。 

⑫空き家等を活用し、デイサービス等の身近な介護施設の立地を促進す

る。 
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⑪既存団地や空き家等を活用し、住み慣れた自宅でサ高住並みのサービ
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なコストをかけて全てを再整備するのではなく、知恵と工夫により既存資産

を有効に活用し、地域住民による多様な活動を促進し、まちの魅力の向上

を図ることが重要である。 

【実現を目指す生活のイメージ】 
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を検討することにより、集合住宅や公共建築物のリノベーションによっ

て付加価値を創造する。 

②一斉に老朽化しつつある道路、公園等のインフラの改修を推進する
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ンチャー等のための空間を確保するとともに、公的サービスの充実を

図る。 

④個人が保有する遊休資産（住宅、自動車等）を活用するため、シェア

リングを推進する仕組づくりについて、規制緩和の動向を注視しつ

つ、特区提案も含め検討する。 

⑤広幅員の幹線道路について、充分に活用されていない沿道空間を積

極的に活用する方策の検討や道路空間の再配分・利活用による交通

改善とまちの活性化を図る。 

⑥住民ニーズに対応した公園の仕様変更等の住民参加による公園のリノ

ベーションを推進するとともに、定期市やイベント等の多様な公園利用

の推進を図る。 

⑦高森山周辺を健康づくりの場の拠点として整備するとともに、住民参加

型による適切な維持管理体制を整える。 

 

（５） 高蔵寺ニュータウンを超えた広域的なまちづくりの推進 

【課題のとらえ方と施策の方向】 

  高蔵寺ニュータウン単独ではなく、名古屋市の東方やＪＲ中央本線沿線の住

宅地の集積を活かした施設誘致、情報発信等により、広域的な資源集積を

活かしたまちづくりと認知の向上が必要である。 

【実現を目指す生活のイメージ】 

高蔵寺ニュータウン周辺の住民も利用したくなる店舗や施設が充実するこ

とで、質の高い商品やサービスが提供され続ける。高蔵寺ニュータウンを中

心に名古屋市の東方エリアが住まいのブランドとして認識され、多くの人々

が高蔵寺ニュータウンに質の高い住まいを求めて移り住むようになる。 

【具体的な取組】 

①子ども、高齢者、障がい者等を対象とした福祉施設を始めとした高蔵

寺ニュータウン周辺の地区に寄与する施設を整備し、高蔵寺ニュータ

ウン外におけるサービス供給拠点としての機能を充実する。 

②商業・サービスの提供エリアを広域的に想定した生活利便施設の充

実、高蔵寺ニュータウン周辺の観光資源（東谷山フルーツパークや都

市緑化植物園等）のＰＲを一体的に実施する等、名古屋市守山区の志

段味地区を始めとした近隣の住宅地との機能の相互補完により、人口

集積を活かしたまちづくりを推進する。 

③近隣の住宅地やＪＲ中央本線沿線の住宅地の魅力を連携して創造・発

ンチャー等のための空間を確保するとともに、公的サービスの充実を

図る。 

④個人が保有する遊休資産（住宅、自動車等）を活用するため、シェア

リングを推進する仕組づくりについて、規制緩和の動向を注視しつ

つ、特区提案も含め検討する。 

⑤広幅員の幹線道路等、充分に活用されていない沿道空間を積極的

に活用する方策の検討や道路の整備を進めることにより交通改善と

歩道空間の魅力の向上を図る。 

⑥住民ニーズに対応した公園の仕様変更等の住民参加による公園のリ

ノベーションを推進するとともに、定期市やイベント等の多様な公園利

用の推進を図る。 

⑦高森山周辺を健康づくりの場の拠点として整備するとともに、住民参

加型による適切な維持管理体制を整える。 
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寺ニュータウン周辺の地区に寄与する施設を整備し、高蔵寺ニュータ

ウン外におけるサービス供給拠点としての機能を充実する。 

②商業・サービスの提供エリアを広域的に想定した生活利便施設の充

実、高蔵寺ニュータウン周辺の観光資源（東谷山フルーツパークや都
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信することにより、魅力的な住宅地の集積エリアとしての認知を高める。 

 

④愛知環状鉄道沿線に立地する企業の従業者の居住ニーズに対応し

た、住宅供給とサービスの充実を推進する。 

発信することにより、魅力的な住宅地の集積エリアとしての認知を高め

る。 

④愛知環状鉄道沿線に立地する企業の従業者の居住ニーズに対応し

た、住宅供給とサービスの充実を推進する。 

発信することにより、魅力的な住宅地の集積エリアとしての認知を高め

る。 

④愛知環状鉄道沿線に立地する企業の従業者の居住ニーズに対応し

た、住宅供給とサービスの充実を推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 新たな課題への対応 

（１） リニア中央新幹線開通後のニュータウンに向けて 

 ２０２７年に予定されているリニア新幹線の東京・名古屋間の開通に伴

い、名古屋駅や中津川駅の利用可能範囲に居住して中部圏で勤務しつ

つ、必要に応じて、首都圏や関西圏との間で高速で移動するというライフ

スタイル・ビジネススタイルの拡大が期待されている。 

 高蔵寺ニュータウンは、名古屋駅に比較的近い立地であるとともに、自

然豊かな岐阜県東濃地域にも隣接し、中津川駅にもアクセス可能な位置

にあり、都市の魅力と自然の豊かさを併せ持ち、リニア時代の新たな居住

ニーズに対応しうる住宅地としての可能性を有している。 

 新たなライフスタイル・ビジネススタイルを志向する居住者のニーズを的

確に掴み、ニーズにあった住宅やサービスを提供できるように、民間事業

者と連携して環境を整備し、中部圏のみならず、首都圏、関西圏からの移

住を受け入れるための情報発信を充実する必要がある。 

 

（２） 新型コロナウィルス感染症後のニュータウンに向けて 

 新型コロナウィルスの感染拡大を受けて、今後、高密度の都市型の居

住や勤務を避けて、大都市郊外や地方への移住やオフィス移転が進むこ

とが予想される。リニア新幹線開通とあいまって、一層推進されると見込ま

れる郊外・地方への分散の受け皿となることができるように、ニュータウン

の環境整備を進める必要がある。特に、これまでニュータウンの中で立地

が進まなかったオフィスについて、駅周辺やセンター地区に誘導すること

が必要である。 

また、新型コロナウィルス感染拡大防止のためにテレワークが急速に普

及しているが、必要な環境が整っている住宅は少ないため、集合住宅や

戸建て住宅の空き家を活用して、SOHO 住宅やコワーキングスペースを提

供することも有効と考えられる。 

新型コロナウィルスの感染拡大防止のためには、居住、業務、教育、福

祉、医療、娯楽、飲食等の様々な場面で余裕のある空間の確保が求めら

れる。比較的空間に余裕のあるニュータウンにおいて、新たなニーズに対

５ 新たな課題への対応 

（１） リニア中央新幹線開通後のニュータウンに向けて 

2027 年（令和 9 年）に予定されているリニア新幹線の東京・名古屋間の

開通に伴い、名古屋駅や中津川駅の利用可能範囲に居住して中部圏

で勤務しつつ、必要に応じて、首都圏や関西圏との間で高速で移動す

るというライフスタイル・ビジネススタイルの拡大が期待されている。 

 高蔵寺ニュータウンは、名古屋駅に比較的近い立地であるとともに、

自然豊かな岐阜県東濃地域にも隣接し、中津川駅にもアクセス可能な

位置にあり、都市の魅力と自然の豊かさを併せ持ち、リニア時代の新た

な居住ニーズに対応しうる住宅地としての可能性を有している。 

 新たなライフスタイル・ビジネススタイルを志向する居住者のニーズを

的確に掴み、ニーズにあった住宅やサービスを提供できるように、民間

事業者と連携して環境を整備し、中部圏のみならず、首都圏、関西圏

からの移住を受け入れるための情報発信を充実する必要がある。 

 

（２） 新型コロナウィルス感染症後のニュータウンに向けて 

     新型コロナウィルスの感染拡大を受けて、今後、高密度の都市型の居

住や勤務を避けて、大都市郊外や地方への移住やオフィス移転が進む

ことが予想される。リニア新幹線開通とあいまって、一層推進されると見

込まれる郊外・地方への分散の受け皿となることができるように、ニュータ

ウンの環境整備を進める必要がある。特に、これまでニュータウンの中で

立地が進まなかったオフィスについて、駅周辺やセンター地区に誘導す

ることが必要である。 

また、新型コロナウィルス感染拡大防止のためにテレワークが急速に

普及しているが、必要な環境が整っている住宅は少ないため、集合住宅

や戸建て住宅の空き家を活用して、SOHO 住宅やコワーキングスペース

を提供することも有効と考えられる。 

新型コロナウィルスの感染拡大防止のためには、居住、業務、教育、

福祉、医療、娯楽、飲食等の様々な場面で余裕のある空間の確保が求

められる。比較的空間に余裕のあるニュータウンにおいて、新たなニー
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４ 計画の推進と見直し                         

（１）まちづくりの担い手の形成 

〇地域住民、事業者の参加・協力を得て、まちづくりの担い手としてまちづくり

会社を創設する。 

○当初は、旧小学校施設（旧藤山台東小学校施設）の運営を目的に設立する

とともに、将来的には、高蔵寺ニュータウンの※エリアマネジメントを担う会社と

して、公共施設の管理運営、空き家等の不動産の流通促進、交通・情報サ

ービスの提供等を行う。 

 

（２）多様な主体による主体的な取組と相互の連携の推進 

 

○自治組織、市民団体、事業者、各種団体、大学及び行政等の幅広い、多様

な主体の参加により、まちづくりに必要な情報共有、合意形成を推進する組

織として、「（仮称）高蔵寺リ・ニュータウン推進協議会」（以下「全体協議会」と

いう。）を設置する。 

〇全体協議会のもとに、「（仮称）高蔵寺リ･ニュータウン地区協議会」（以下「地

区協議会」という。）を設置し、まちづくりに対する住民ニーズのより細やかな

反映を図る。 

○平成 30 年の高蔵寺ニュータウン「まちびらき 50 周年」において、さまざまなま

ちづくりの取組を発信するイベントを開催することとし、全体協議会が企画・

運営を行うことを目指す。 

〇高蔵寺ニュータウンの住宅需要の拡大を図ることで、都市再生機構における

今後の団地再生に係る方針や取組への反映を促し、民間活用を含む多様な

手法による団地再生の推進を図る。 

〇市民団体の活動の場の確保、ビジネス機会の創出、大学の地域貢献活動と

の連携等により、市民団体、事業者、大学等の活動を促進する。 

 

 

 

 

 

応した余裕のある空間の提供が可能となるように、まちづくりのあり方を再

構築する必要がある。 

 

６ 計画の推進と見直し 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

（１）多様な主体の協働・連携とまちづくり会社の役割 

① 多様な主体の協働・連携 

○自治組織、市民団体、事業者、各種団体、大学及び行政等の幅広い、多

様な主体の参加により、まちづくりに必要な情報共有、合意形成を推進す

る組織として、「（仮称）高蔵寺リ・ニュータウン推進協議会」（以下「全体協

議会」という。）を設置する。 

〇全体協議会のもとに、「（仮称）高蔵寺リ･ニュータウン地区協議会」（以下

「地区協議会」という。）を設置し、まちづくりに対する住民ニーズのより細

やかな反映を図る。 

 （削除） 

 

 

〇高蔵寺ニュータウンの住宅需要の拡大を図ることで、都市再生機構にお

ける今後の団地再生に係る方針や取組への反映を促し、民間活用を含

む多様な手法による団地再生の推進を図る。 

〇市民団体の活動の場の確保、ビジネス機会の創出、大学の地域貢献活

動との連携等により、市民団体、事業者、大学等の活動を促進する。 

 

②まちづくり会社の役割 

〇グルッポふじとうをはじめとして、高蔵寺ニュータウンの公共施設を効果的

に管理・運営し、住民サービスの高度化に貢献する。 

〇全体協議会の事務局を務めるなど、①の多様な主体の協働・連携を推進

ズに対応した余裕のある空間の提供が可能となるように、まちづくりのあ

り方を再構築する必要がある。 

 

６ 計画の推進と見直し 

 

 
 
 
 

 

 

 

（１）多様な主体の協働・連携とまちづくり会社の役割 

①多様な主体の協働・連携 

○自治組織、市民団体、事業者、各種団体、大学及び行政等の幅広い、多

様な主体の参加により、まちづくりに必要な情報共有、合意形成を推進す

る組織として、「（仮称）高蔵寺リ・ニュータウン推進協議会」（以下「全体協

議会」という。）を設置する。 

〇全体協議会のもとに、「（仮称）高蔵寺リ･ニュータウン地区協議会」（以下

「地区協議会」という。）を設置し、まちづくりに対する住民ニーズのより細

やかな反映を図る。 

 

 

 

〇高蔵寺ニュータウンの住宅需要の拡大を図ることで、都市再生機構にお

ける今後の団地再生に係る方針や取組への反映を促し、民間活用を含

む多様な手法による団地再生の推進を図る。 

〇市民団体の活動の場の確保、ビジネス機会の創出、大学の地域貢献活

動との連携等により、市民団体、事業者、大学等の活動を促進する。  

 

②まちづくり会社の役割 

〇グルッポふじとうをはじめとして、高蔵寺ニュータウンの公共施設を効果的

に管理・運営し、住民サービスの高度化に貢献する。 

〇全体協議会の事務局を務めるなど、①の多様な主体の協働・連携を推進
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（３）計画の推進と見直しの仕組み 

○インフラの整備等、計画に必要な事業の推進を図るため、国、県、都市再生

機構等と緊密な連絡調整を図る体制を引き続き維持するとともに、連携強化

を図る。 

〇地区協議会が、地区ごとのまちづくりの方針を検討し、高蔵寺ニュータウン全

体のまちづくりへの反映を図る中で、適時計画の見直しを行う。 

〇有識者等による「（仮称）高蔵寺リ・ニュータウン推進会議」を設置し、※ＰＤＣ

Ａサイクルにより、本計画に基づくプロジェクト及び施策の実施状況や成果目

標の達成状況について評価・検証を行い、計画の見直しを行う。 

 

する。 

〇高蔵寺駅周辺、旧西藤山台小学校施設の整備をはじめとして、民間活力

の導入によるまちづくりにおいて、企画立案、事業参加などの先導的な役

割を果たす。 

〇ニュータウン内の空き家、空き地など遊休化した資産（ストック）の有効利用

を図るため、金融機関、地元事業者との連携により、リノベーション、サブレ

ントなどの手法の導入を促進する。 

〇高蔵寺ニュータウンのブランド力の向上を図るために、イベント等の企画・

運営、内外への情報発信を行う・ 

〇高蔵寺ニュータウンのまちづくりに関して、情報を収集・整備し、受託研究

及び自主研究を推進する。 

 

（２）計画の推進と見直しの仕組み 

○インフラの整備等、計画に必要な事業の推進を図るため、国、県、都市再

生機構等と緊密な連絡調整を図る体制を引き続き維持するとともに、連携

強化を図る。 

〇アンケート調査、ワークショップ等を通じて、まちづくりに関する住民の声を

継続的に集約し、計画の評価・検証、見直しに反映する。 

〇有識者、地域の住民・団体等による「高蔵寺リ・ニュータウン推進会議」にお

いて、※ＰＤＣＡサイクルにより、本計画に基づくプロジェクト及び施策の実施

状況や成果目標の達成状況について毎年度、評価・検証を行い、計画の

見直しを行う。 

○10 年間の計画期間の中間年度（５年度目）に改訂のための見直しを行い、

６年度目に新たな 10 年間の計画に改訂する。 

する。 

〇高蔵寺駅周辺、旧西藤山台小学校施設の整備をはじめとして、民間活力

の導入によるまちづくりにおいて、企画立案、事業参加などの先導的な役

割を果たす。 

〇ニュータウン内の空き家、空き地など遊休化した資産（ストック）の有効利用

を図るため、金融機関、地元事業者との連携により、リノベーション、サブレ

ントなどの手法の導入を促進する。 

〇高蔵寺ニュータウンのブランド力の向上を図るために、イベント等の企画・

運営、内外への情報発信を行う。 

〇高蔵寺ニュータウンのまちづくりに関して、情報を収集・整備し、受託研究

及び自主研究を推進する。 

 

（２）計画の推進と見直しの仕組み 

○インフラの整備等、計画に必要な事業の推進を図るため、国、県、都市再

生機構等と緊密な連絡調整を図る体制を引き続き維持するとともに、連携

強化を図る。 

〇アンケート調査、ワークショップ等を通じて、まちづくりに関する住民の声を

継続的に集約し、計画の評価・検証、見直しに反映する。 

〇有識者、地域の住民・団体等による「高蔵寺リ・ニュータウン推進会議」にお

いて、※ＰＤＣＡサイクルにより、本計画に基づくプロジェクト及び施策の実施

状況や成果目標の達成状況について毎年度、評価・検証を行い、計画の

見直しを行う。 

○10 年間の計画期間の中間年度（５年度目）に改訂のための見直しを行い、

６年度目に新たな 10 年間の計画に改訂する。 

 


